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			第１話　聖書の人物

			　

			　サキュバス率いる魔物の軍勢による、迷宮都市の襲撃。

			　それから数時間が経った、夜のこと。

			　領主の屋敷の一室で、俺は聖書を読みふけっていた。

			　――俺が、この世界にいる理由。

			　これまでは、知ることなんてできないと思っていた。

			　考えるための材料が足りないと、諦(あきら)めていた。

			　でも、今ならわかる。

			　この本には、俺と同じ境遇だった人物のことが書かれてある。

			　今、領主の屋敷ではサキュバス撃退成功の、祝勝会が行われている。

			　でも、俺はこの本を読むために、早々に抜け出してきた。

			　聖女や領主からは主役がどうこうと言って引き止められたが、強引に部屋に戻って鍵(かぎ)をかけた。

			　もちろん、集中して聖書を読むためだ。

			「シ、シキ様。シキ様がサキュバスに操られたことは、仕方のないことだったと皆わかっております。シキ様のことを指差してクスクスと笑ったあの女騎士は、領主様が一か月の減給処分にするとおっしゃっておりました。で、ですから……その、どうか機嫌を直して祝勝会に出席してはいただけませんか？」

			　部屋の扉の向こうから、聖女の声がした。

			　サキュバスとの戦闘の時――俺は、サキュバスに欲望を操られ、サキュバスにふらふら、エリスにふらふらした挙句、ユエルにパンツを下ろされそうになって正気に戻った。

			　でも、そんな光景を多くの人に見られたことが恥ずかしくて部屋に引きこもった、というわけじゃない。

			　それもないとは言わないが、それがすべてというわけじゃない。

			「……そんなことは全く気にしていない。俺は聖書が読みたいだけだ。しばらく放っておいてくれ」

			　欲望を操られて醜態を晒したことなんて、俺はもうほんの少ししか気にしていない。

			　それに、この部屋の中にはユエルもいる。

			　俺が、まるでそんな小さいことを気にしているかのような発言はやめてほしい。

			　俺が気にしているのは、あれの、後のことだ。

			　――今もまだ、聖女の言ったあの言葉が脳内で反響している。

			「聖人様」

			　聖女はサキュバスとの戦闘の後、俺の手を握りしめながら、確かにそう言った。

			　聖人というのは、聖書に出てくる邪神を封印した人物のことだ。

			　まだ聖書の一部しか読めてはいないが、「違う世界から来た、莫大な魔力を持つ黒髪の人物」という点が、俺と一致している。

			　そして、邪神とその使徒の侵攻を押し返し封印するぐらい、とんでもない力のある人物だったということも、ちょうど今読んでいるところに書いてある。

			　これまでの経緯と、俺の飛び抜けた治(ち)癒(ゆ)魔法の実力を考えれば、俺がその聖人と同じような存在だということは……納得できなくもない。

			「……わかりました。実は、シキ様に紹介したい部下がいたのですが……そうであれば仕方がありませんね」

			　そんなことを考えていると、聖女がそう言った。

			「部下……？」

			　……聖女の部下といえば、俺の知る限りではみんな女性だった気がする。

			　それに、ちょうど今思い出したが、アースドラゴンに襲撃された時、俺はミスコンの参加者だけじゃなくて聖女の部下の一人も気づかず治療していたらしい。

			　確か、大司教を粛(しゆく)清(せい)した時に、そんなことを聖女が言っていた。

			　もしかしたらその部下は、正体を明かさず、見返りも求めず、颯(さつ)爽(そう)とエクスヒールで命を救った俺のことが気になって仕方がないという可能性だってある。

			　……なんだよ、部下を紹介したいとか、そういう重要なことはもっと早く言ってほしい。

			　部屋の鍵(かぎ)を開けるために立ち上がろうと、足に力を込める。

			　けれど、膝の上にユエルの頭を置いて寝かせていることに気づいてやめた。

			　ユエルは、念のため深夜に俺の周りの警備をすると言って、今から仮眠をとろうとしている。

			　寝息を立てていないから、まだ眠ってはいないようだし、簡単に前言を撤回するところをユエルに見せるわけにはいかない。

			　……まぁ、急ぐ必要はないか。

			　最近、エリスともルルカとも結構いい感じになっている。

			　そのうち紹介はしてくれるんだろうし、聖女の部下はまた今度でもいい。

			　――そして部屋の外から、聖女が立ち去る足音が聞こえた。

			　けれど、その足音はすぐに止まり……なぜか、また部屋の前に戻ってくる。

			　それから、わずかに考えるような間を置いた後、聖女が再び声をかけてきた。

			「あの……シキ様、もしかすると……お取り込み中でしたでしょうか？」

			「お取り込み？」

			「サキュバスと、シキ様がお連れの奴(ど)隷(れい)の女の子は、背格好や肌の色が近しいですし……それに、シキ様は大分慕われているご様子でしたから。……その、配慮が足らず、申し訳ありませんでした。私はあまり男性の性というものへの知識がなく……サキュバスに情欲を高められた後だというのに、部屋の前まで押しかけてしまって」

			　聖女が、本当に申し訳なさそうな声音で言ってくる。

			　こいつもしかして、部下を紹介すると言えば俺は絶対に食いつく、食いつかないのは俺がユエルとお取り込み中だからだとでも考えているのだろうか。

			　というか俺が、この世界にいる理由の解明と、女性を紹介されることを天秤にかければ、絶対に女性の方を取る人間だとでも思っていたのだろうか。

			　……なかなかの慧(けい)眼(がん)ではあるが、今回は違う。

			　俺はサキュバスに高められた情欲をユエルにぶつけたりなんてしない。

			　そもそも、もう自然に収まっているし。

			　誤解を招くような発言はやめてほしい。

			　すでに誤解しているのか、目を瞑(つぶ)っているユエルの耳がせわしなく動いている。

			　ユエルの長いエルフ耳が激しく揺れている。

			「おい、誤解を招くようなことを言うな。俺は本当に聖書を読んでいるだけだ」

			「い、いえ、お隠しにならずとも構いません。サキュバスは撃退しましたが、まだ確実に倒せたと判明したわけではありませんから。また操られないためにも、欲望の処理は重要でしょう。……ですが、その、たとえ合意の上であっても、相手が幼い奴(ど)隷(れい)の少女となるとあまり風聞の良い行為とは言えません。もしそうであれば、念のために人払いをする必要があると考えたのですが」

			　それ以上言うのは本当にやめてほしい。

			　あのサキュバスとの戦闘時、エリスは俺をサキュバスから取り返そうと、俺にキスをしてきた。

			　そして今、ユエルはその俺がエリスにキスされた件で、不安定な状態だ。

			　――領主の屋敷に戻ってから一緒に風呂に入ったが、その時俺は見た。

			　脱衣所で、ユエルがまるでサキュバスの行動を真似するかのように、パンツを脱ぎながら腰を控えめに揺らしていたのを。

			　もちろん、ふらふらと近寄って行ったりはしない俺を見て、ユエルは少し残念そうな顔もしていた。

			　それに、その後の祝勝会でエリスと目が合って、気恥ずかしくなって目を逸らした先にいたユエルさんの、世の中のすべてを悲観したような瞳(ひとみ)も記憶に新しい。

			「っ……!!」

			　今の聖女の言葉を聞いたせいか、ユエルは目をパッと見開くと、いそいそと起き上がり俺の前に正座する。

			　そして、自分はとんでもない思い違いをしていた、そんな表情をしながら自分の頭をペタペタと触って髪を整えると、再度居住まいを正した。

			　そして、緊張を隠せないといった様子で身体を強張らせながら下を向き、たまにこちらをチラチラと窺(うかが)ってくる。

			　ユエルが何を考えているのかは知らないが、この状況はよろしくない。

			「ち、違う！　本当にそうじゃない！　俺はユエルに手を出していないし、今後も絶対に手を出すつもりはない！　俺は本当に聖書を読みたいだけだ！」

			　強く否定する。

			　すると、聖女はなぜか笑い声を漏(も)らした。

			「そうでしたか。早とちりしてしまい、申し訳ありません。……それではまた明朝に参りますので、よろしくお願いいたします」

			　それからすぐに、聖女は部屋の前から立ち去った。

			　信じてくれただろうか？

			　でも、納得するのが早すぎる気もする。

			　……いや。

			　もしかしたら、聖女はもともと俺がユエルとお取り込み中だなんて考えていなかったのかもしれない。

			　俺の声を聞いて笑ってたし。

			　それにあの聖女、大司教を粛(しゆく)清(せい)した時、やられたことは絶対にやりかえすとか言っていた気がする。

			　俺が祝勝会を強引に抜けたから、報復にちょっとからかってきたという可能性もある。

			　でも、そうだとしたら本当にやめてほしい。

			　聖女にとっては些細なからかいでも、もじもじするユエルへの対応を間違えれば、一発でアウトだ。

			　おそるおそる、ユエルの方を見てみる。

			　――そこには、瞳(ひとみ)いっぱいに涙を溜めながら、絶望したような表情で俺を見るユエルがいた。

			　俺の前に正座しながら、ぷるぷると震えている。

			　今にも泣きそうだ。

			「こ、今後も……ぜ、絶対に……手を出さない……。や、やっぱり、私じゃ……もう、私なんかじゃエリスさんには……」

			　……自分がついさっき言ったことを、思い返してみる。

			　やばい。

			　確かに幼いユエルに手を出すつもりはないんだが、今後も絶対に手を出すつもりがないというのは、あまりにもユエルにとって希望のない発言だった。

			　正直なところ、ユエルが大きくなった姿というのが全くイメージできないし、あながち間違った発言でもないんだけれど。

			　でも、ユエルが毎日欠かさず風呂上がりに自分の胸のサイズを確かめたり、身長を測ったりしては一(いつ)喜(き)一(いち)憂(ゆう)していることを俺は知っている。

			　ここは誤(ご)魔(ま)化(か)すしかない。

			「ユ、ユエル。あくまでユエルが大きくなるまでは、という話だ。その先は俺でもわからない。だからその……き、気にするな。な？」

			　とりあえず弁解してみる。

			　まぁでもユエルも、ユエルが子供のうちは俺が手を出さないことはわかっているはずだし、これで問題ないと思うんだが。

			　……でも、ユエルは下を向いて、まだぷるぷると震えている。

			「……」

			　そして、何も言わない。

			　……いや、何か言いたそうな顔で、一瞬俺を見た。

			　けれど、それからすぐに、再び下を向いた。

			「ユ、ユエル？　ど、どうした？」

			　聞いても、ユエルは何も答えない。

			　ただ、下を向いて震えるだけ。

			　――そして不意に、正座したユエルの膝に、水滴が落ちた。

			　同時に、ユエルの嗚咽が聞こえてくる。

			　……泣いてる。

			　これ、ガチ泣きしてる。

			「ユ、ユエル!?」

			　やばい。

			　これはやばい。

			　ぽたぽたと、ユエルの膝の上に水滴が垂れている。

			　俺が困惑していると、喉から絞り出すような、か細い声が聞こえてきた。

			「……わ、私が大きくなるまでに、ご主人様はきっと……エリスさんと結婚してしまうと思います。そうしたら……私はきっとご主人様のおそばにいられなくなります……」

			　ユエルの口から、エリスと結婚という単語が出てきた。

			　まぁ、サキュバスに操られた俺を助けるためとはいえ、エリスにキスされたばかりだ。

			　そう考えてしまうのも、仕方がないのかもしれない。

			「エリスさんは私にもすごく優しくしてくれます。だから……エリスさんには幸せになってほしいと思っています。エリスさんはおっぱいもすごくすごく大きくて……ご主人様と、お似合いだとも思います。でも……でも私は……ご主人様と、ずっと、ずっと一緒に……」

			　おそらく、ユエルの中では結婚＝奴(ど)隷(れい)であろうと妻以外の女はそばにいられない、ぐらいに考えているんだろう。

			　俺は結婚したとしても、ユエルをどこかにやったりするつもりはないんだが。

			　一夫一妻が世間の常識であろうと、結婚するのが誰であろうと、おそらくユエルはそばに置くだろう。

			　それに、俺はそもそもハーレムを目指しているから、そんな世間の常識は関係ない。

			　俺にとっては、些細なことだ。

			　でも、このユエルの様子を見る限り、ユエルにとっては本当に大きな問題なのだろう。

			「……ユエル」

			　なんだかユエルは、以前、俺がルルカにキスされた時と比べても、かなり激しく落ち込んでいる気がする。

			　エリスが相手では、万に一つも自分には勝ち目がない、そう思っているのかもしれない。

			　まぁ、エリスは欲望を操る能力を持ったサキュバスにでさえ、素の性的魅力で勝利するような女性だ。

			　確かにそういう意味では、万に一つもユエルに勝ち目はないだろう。

			「……そういえばユエルには、これまで俺自身のことを話したことがなかったな」

			　だから、ここはユエルの気を別のところに逸らしてやる必要がある。

			　さっきまで読んでいた聖書から、渾身の策も思いついた。

			　これならユエルは泣き止む。その確信がある。

			「ご主人様の、こと……？」

			　ユエルは急な話題の変更に戸(と)惑(まど)っているようだが、そのまま話を続ける。

			「改めて言っておく。これまで黙っていたが、俺はこの世界の人間じゃない。どうやら、聖書にあるこの聖人という人物と、似たような存在らしい」

			「……わ、私はご主人様はきっととてもすごい方だと、ずっとずっと思っていました」

			　厳粛な雰囲気で告げると、ユエルが答える。

			　涙声だけど。

			　でも、話には食いついた。

			　どうやら、俺の話に興味はあるらしい。

			「ユエルは、聖書の二章はもう読んだか？」

			「……はい、わからない言葉もあったんですが……そこまでは読みました」

			「俺もまだ二章までしか読めてはいないが、過去の聖人は、特殊な封印の魔法しか使えなかったそうだ。近接戦闘の能力というのは皆(かい)無(む)に近かったらしい。だから、いつも聖人の身を守っている仲間がいたそうだ。そこも読んだか？」

			　過去の聖人は、特殊な封印の魔法を使うと書いてあった。

			　封印の魔法についてはよくわからないが、全盛期の邪神やその使徒を軒並み封印してしまうほどの絶大な威力を持っていたらしい。

			　でも、色々と事前の準備が必要で、能力としての使い勝手は悪かったらしく、よく近接戦闘でピンチになっては仲間に助けられていたという描写が聖書の二章にあった。

			「はい、邪神の使徒が聖人様を強襲してきた時に、たった一人で聖人様を守り撃退した、とてもとても強い仲間がいたと書いてありました。名前は読めなかったんですが、剣においては並ぶものがいないとまで言われた方だったって。……あこがれます」

			　憧(あこが)れるらしい。それは好都合だ。

			「ユエル。ユエルが読めなかったそれは、名前じゃない。呼称だ」

			「呼称？」

			「そうだ。その仲間はな、世間からは勇者と呼ばれていた」

			　奇襲や近接戦闘に弱い聖人の盾であり、剣であった人物。

			　聖人と昼夜を共にし、常に聖人を守っていた当時最強の剣士。

			　それが、この聖書における勇者だ。

			「この勇者という人物は、どんな時でも聖人の身を守り、時には邪神の使徒をたった一人で撃退したこともある、すごい人物だ。そうだな、ユエル？」

			「はい、すごい人だと思います」

			　ユエルは、わずかに俯(うつむ)きながら返事をする。

			　大分エリスのことから話は逸れたが、やはりまだ気にしているらしい。

			　だから、言った。

			「まるで、俺にとってのユエルみたいだろ？」

			「っ!?」

			　目を見開いて、ユエルが俺を見る。

			　もしかすると、聖書に書かれるような人物と奴(ど)隷(れい)の自分、それがあまりにも遠すぎて、一致しないのかもしれない。

			「ユエルは邪神の使徒であるサキュバスを、俺に近づけずに守りきった。それに、迷宮でも、街の外の森でも、俺を守るのはいつもユエルだった」

			　俺が続けると、ユエルは困惑したような表情を見せた。

			「で、でも、私は聖書の勇者様ほど強くはないです」

			「それはユエルがまだ子供だからだ。おそらく、後十年もすれば、きっとユエルは他に並ぶ者がいないほどの剣の腕前を身に付ける」

			　これは本気で言っている。

			　剣の腕ではすでに正規の騎士と遜色ないレベルだし、治(ち)癒(ゆ)魔法も、俺のそばにいてすでに魔力が底上げされているのか、あとちょっと訓練すればヒールぐらいは使えそうだった。

			　攻撃魔法だって、信仰心も知識もろくにない状態で治(ち)癒(ゆ)魔法が使えるんだから、きっと使えるようになる。

			　なのに、まだ十二歳だ。

			　ユエルがこれから何年も修業をすれば、聖書に書いてある勇者の完全な上位互換になる可能性まである。

			「勇者……私がご主人様にとっての、勇者ですか？」

			「あぁ、勇者だ。勇者ユエルだ」

			　奴(ど)隷(れい)だけど勇者だ。

			　奴(ど)隷(れい)勇者ユエルだ。

			　……いや、この称号は駄目だな。

			　奴(ど)隷(れい)女騎士とか、そういうニュアンスのやつと似た響きがする。

			　エロ本のタイトルにでもありそうだ。

			　勇者ユエルだ。

			「す、すごいです！　私、ご主人様の勇者になれるように頑張ります！」

			　勇者認定作戦、成功。

			　ユエルは、嬉しそうな表情だ。

			　もう泣いていない。

			　どうやら、エリスのことは頭から抜けたらしい。

			「私が、強くなったら……勇者……。ご主人様の勇者……」

			　ユエルは、キラキラとした瞳(ひとみ)で俺を見る。

			　自分が強くなった時の未来でも夢想しているのかもしれない。

			　俺が聖人なら、常に俺のそばにいてすでにかなりの実力もあるユエルが、勇者と呼ばれる可能性は本当にある。

			　……けれど、ユエルの顔はすぐに曇った。

			　ユエルは誰もいないはずの俺の隣を見つめると、下を向いた。

			　そして、また堪えきれないとばかりにふるふると震え始める。

			　どうやら悪い将来も想像してしまったらしい。

			　エリスとのことは、ユエルにとって根深いようだ。

			　勇者認定作戦、失敗。

			「そ、それにだ、ユエル」

			　……どうやら奥の手を出すしかなさそうだ。

			　これはリスクがあるから言いたくなかったが、仕方がない。

			「俺はとてもすごい人間だ」

			「はい、ご主人様はすごいです」

			「世の中にはな、そんなすごい人のために、ハーレムという制度がある」

			　ユエルが一夫一妻で悲しんでいるなら、ユエルにだけは俺がハーレムを目指していることを教えよう。

			　ユエルがハーレムにどういう反応を示すかわからないから言わなかったが、こうなってしまえば仕方がない。

			「はーれむ？　……そういえば、サキュバスがそんなことを言っていた気がします。でも、よく意味がわかりませんでした」

			「ハーレムというのはな、一夫多妻のことだ。一人の男が、たくさんの妻を娶(めと)ることだ」

			「っ……!?　そ、そんなっ！　そんな都合の良いことが認められるんですか!?」

			　都合の良い、という言葉に一瞬ギクリとしたが、おそらくユエルは「俺にとって都合が良い」という意味では言っていない。

			　自分にとってそんなに都合が良いことが認められるのか？　と言っているんだろう。

			　たぶんそうだ。

			　ハーレムなんて、一般市民には馴染みがない。

			　せいぜい、貴族や豪商の一部が作ったりする程度だろう。

			　幼い奴(ど)隷(れい)のユエルが全く知らなくても、おかしくはない。

			「認められる、当然だ。ユエルもわかっている通り、俺はすごいからな」

			　正直、ユエルが大きくなってもハーレムに入れるかはわからない。

			　まだ子供だし、俺もそういう目では見たくない。

			　しかし、純粋な子供にはこういう誤(ご)魔(ま)化(か)しも必要だ。

			　というか、もう泣いてほしくない。

			「ハーレム……」

			　ユエルが、ぼーっとしながら呟(つぶや)いた。

			「ハーレム、ハーレムです!!　すごい、すごいっ！　ハーレム、すごいです！」

			　それからすぐに、ユエルの表情がパァっと明るくなる。

			　そして、ぴょんぴょんと飛び跳ねながら喜び始めた。
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			　あ、あれ？

			　ユエルを勇者認定した時よりも反応が良いかもしれない。

			　……あれ、結構渾身のアイデアだったのに。

			「私、ご主人様が結婚したら、他の女の人は一緒にいられないものだとずっと思っていました！」

			　まぁ普通はそうだ。

			「あなたと結婚はするけど、この奴(ど)隷(れい)の女の子とは毎日添い寝し続けるから」なんて言えるわけはない。

			　少なくとも、今とは違って寝室は別になる。

			「私、エリスさんやルルカさんにも教えてあげてきます！　これでみんな、みんな幸せになれますね！」

			　ユエルが部屋の外に駆け出そうとするのを、反射的に肩を掴んで止める。

			「ま、待て、ユエル！　エリスたちには言わなくて大丈夫だ！　そ、その、なんだ……ほら、ユエルは知らなかったが、大人の間では知ってて当然のことだからな！　わざわざ知らせてあげる必要はないんだ！」

			　子供なせいかユエルは抵抗なく受け入れたが、エリスやルルカがそれをすぐに認めるとは思えない。

			　俺がハーレムを企てていることがバレてしまう。

			　いつかはバレることではあるが、まだその時じゃない。

			　受け入れてもらうためには、もっともっとエリスたちの好感度を上げておかないといけない。

			「……そうなんですか？」

			「そ、そうなんだ。いいか、ユエル。みんな当たり前に知っていることだから、わざわざ言わなくていいからな？」

			　……とっさに嘘を重ねてしまったが、きっと大丈夫だろう。

			「わかりました、ご主人様。……私、サキュバスが万一また戻ってきたとしても、必ず撃退します！　聖書の勇者様みたいに、絶対にご主人様をお守りします！　ずっとずっとご主人様と一緒にいられるように、私、頑張りますね！」

			　笑顔のユエルが、ぐっと拳を握り締める。

			　さっきまで泣き続けていたとは思えない、晴れやかな笑顔だ。

			　勢いで勇者認定してしまったせいか、すごく張り切っているようにも見える。

			　サキュバスの生死がはっきりするまではこの屋敷にいる騎士たちに守ってもらうつもりだから、特にユエルが頑張る必要はないんだが。

			　まぁでも、ユエルが警戒を厳にするに越したことはないか。

			　無茶をしないようにだけは注意を払いつつ、しばらくはこの領主の屋敷で安全に過ごすことにしよう。

		

	
		
			第２話　誘引

			　

			　暑さと不快な汗で、目が覚めた。

			　部屋はまだ薄暗い。

			　随分と早くに目が覚めてしまったようだ。

			「ご主人様、おはようございます」

			「あぁ……おはよう」

			　起き上がると、窓のそばにユエルが立っていた。

			　こんな時間なのに起きている。

			　どうやら、俺が眠っている間、本当にサキュバスの襲撃を警戒していたらしい。

			「眠くないか？」

			「先に仮眠をとっていたので、大丈夫です」

			　おそらくユエルは、サキュバスが襲撃してくるなら、窓からだと思っているんだろう。

			　窓をしっかりとしめ切って、外に視線を向けている。

			　でも、夏が近づいているせいか、空気が篭(こも)ってさすがに暑い。

			　窓のそばまで近づいて、ユエルの頭を軽く撫(な)でてから窓を開けた。

			　窓の外を眺めると、まだ日もほとんど昇っていない。

			　やはり、早く起きすぎた。

			　昨日、聖女が朝に部屋を訪ねると言っていた気がするが、この時間ではさすがにまだ来ないだろう。

			「ん……？　あれは……」

			　そうして窓の外を眺めていると、不意に人影を見つけた。

			　その人影は、警備中らしき騎士数名と、なんらかの話をしているように見える。

			　よく見てみると――女性だ。

			　深い赤色が特徴的な、ツヤのある長い髪。

			　胸元が大きく開いた露出度の高いドレスを着ている。

			　そして巨乳。扇情的な雰囲気の、二十代前半の女性だ。

			「……あの人、さっきからこのお屋敷に入ろうとしているみたいなんです。でも、騎士の人は中に入れたくないみたいで、ずっと口論してる声が聞こえてました」

			　その美女を眺めていると、ユエルが教えてくれた。

			　……騎士が中に通さないということは、領主がこの屋敷に入れたくない人物ということだ。

			　まぁおそらくは、反社会的な勢力に所属する人間とか、その関係者とか、そんなところなのだろう。

			　ツンとした感じの反社会的なおっぱいをしているし、おそらくそうだ。

			「わざわざこんな早朝になぁ……まぁ、俺には関係ないことか」

			　巨乳美女のことは気になるが、首を突っ込んだら面倒なことになりそうな雰囲気がある。

			　聖女が部屋に来るまで、聖書の続きでも読むことにしよう。

			　そんなことを考えていると――不意に、美女と目が合った。

			　そして、美女はパァッと表情を明るくすると、こちらに向かって手を振り始める。

			「ご主人様、あの人、手を振ってます」

			「そうだな」

			　美女は、手を大きく振ってこちらにアピールしている。

			　どうやら、俺に用があるらしい。

			　でも、騎士と揉(も)めている時点で、俺が行ったら面倒なことになるのは間違いない。

			　ここは無視することにしよう。

			「ご主人様、あの人、ドレスのおっぱいのあたりをぴらぴらさせてます」

			「そうだな」

			　巨乳の美女は、ドレスと肌の間にわざと隙間を作るように、ドレスをつまんだり離したりしている。

			　暑いのかもしれない。

			　ちょっと視線が吸い寄せられたが、でも、やはり行くのは駄目だ。

			　俺は、この部屋で聖女が来るのを待たなければならない。

			「ご主人様、あの人、ドレスのスカートのスリットから、足をチラチラさせてます」

			「そうだな」

			　美女は、スカートを引っ張って、スリットから生足を見せつけるように露出している。

			　白い肌が眩(まぶ)しい。

			　なんだか、意図的にやっているような感じだ。

			　……もしかしたら、あれは俺を誘い出そうとしているのかもしれない。

			　でも、そうだとしたら、それは浅はかな試みだ。

			　俺は、あの邪神の使徒サキュバスによる誘惑にも、首の皮一枚で耐え切った男。

			　その俺が、ただのちょっとえっちな巨乳美女にそう簡単に誘い出されたりなんてするはずが……、

			「ご、ご主人様。あの人、腕を組んで、胸を強調させながら……た、たぷたぷ揺らしています」

			　震えが混じった、ユエルの声が聞こえた。

			「そ、そうだな。たぷたぷだな」

			　たぷたぷだった。

			　美女は、その巨乳をたぷたぷさせていた。

			　大きく開いたドレスの胸元から、揺れて波打つ胸がよく見える。

			　たぷたぷ。

			　たぷたぷしている。

			　ドレスだから、下着をつけていないのかもしれない。

			　すごくたぷたぷしている。

			　視線が動かせない。

			　サキュバスの時のような魔法が発動している気配は全くないのに、そのたぷたぷにどうしても目が吸い寄せられてしまう。

			　ユエルも同じなようで、恐怖と悲しみを混ぜたような視線を、そこに向け続けている。

			　これは駄目だ。簡単に誘い出されてしまう。

			　屋敷の門まで行って、あのたぷたぷした巨乳を至近距離で見たくなってしまう。

			　――でも、俺にだって理性というものがある。

			　ここでホイホイと行けば、ユエルにご主人様の人間性について疑心を持たれかねない。

			　なけなしの理性を振り絞り――俺は目を閉じることに成功した。

			　視覚的な情報が遮断され、理性が本能を上回る。

			　目に焼きついたたぷたぷが、次第に薄れぼやけていく。

			　……もう大丈夫だ。

			　――しかし。

			　俺が目を閉じても、ユエルは目を閉じていなかった。

			「あっ、あぁっ！　あの人、おもむろにジャンプをし始めました！　す……すごく揺れてますっ……ば、ばるんばるんです！　ばるんばるんです、ご主人様！」

			　――ユエルが、唐(とう)突(とつ)に驚愕の声を発した。

			　よほどばるんばるんしているのか、もはや悲鳴に近い声音だ。

			　そして俺とその衝撃的な光景を共有したいようで、気を引こうと服もくいくいと引っ張っている。

			「す、すごい……ご主人様、すごいです……あ、あんなにばるんばるんして、おっぱいは痛くないんでしょうか……お、重くないんでしょうか……」

			　ユエルは、おそらくそのばるんばるんな光景に夢中で、ご主人様がきつく目を閉じていることに気づいていないのだろう。

			　なぜ閉じているのかにも気づいていなさそうだ。

			「すごい……ばるんばるんです。ばるんばるん。ばるんばるんしてます。わ、私もいつかあれぐらいの大きさに……」

			　悲しみ、羨(せん)望(ぼう)、畏怖、好奇心。

			　複雑な感情が混ざり合ったユエルの声を通して、その光景がどれだけユエルにとって衝撃的だったのかが、否応なく伝わってくる。

			　いつの間にか、俺はきつく閉じていたはずの目を開いていた。

			　……。

			　…………。

			「……ユエル、どうやらあいつは俺に用があるらしいな。サキュバスの復活なんていう一大事があったばかりだ。これだけしつこく俺を呼ぼうとするあたり、この街の未来を左右するような、重大な用件で訪ねてきた可能性も否定できない。ちょっと、下まで様子を見に行ってみるか」

			　

			「こ、これは聖人様……」

			「せ、聖人様、なぜここに!?」

			　ユエルと屋敷の門前に行くと、警備の騎士たちが気づいて声をかけてきた。

			「あぁ、なんだか揉(も)めていたみたいだから、気になってな」

			　そのまま、巨乳美女の前まで歩いていく。

			　すると、巨乳美女は、ばるんばるんさせた胸が少し痛いのか、胸元を気にするような素振りを見せながら口を開いた。

			「黒髪に、ダークエルフの奴(ど)隷(れい)。やはり、あなたがシキ様だったのですね。……必ず来ていただけると思っていました」

			　そして巨乳美女は、俺とそばに控えるユエルを見て微笑(ほほえ)んだ。

			　やはり俺に用があったらしい。

			「あぁ、何か用なのか？」

			「お初にお目にかかります。私、奴(ど)隷(れい)商人組合、組合長の娘、メルリアーナと申します。本日は、シキ様にご挨(あい)拶(さつ)に参りました」

			　目の前の美女が名乗り、深くお辞儀をした。

			　奴(ど)隷(れい)商人組合長の娘。

			　扱う商品はアレだが、一応、商人組合の長の娘なのか。

			　案外、身元のしっかりした人物だった。

			　……でも、特に挨(あい)拶(さつ)されるような理由は思い当たらない。

			　奴(ど)隷(れい)商人の娘が、なぜあれほど熱烈にアピールしてまで俺と会う必要があるのだろうか。

			　俺が困惑していると、

			「お、おい、この場合どうすればいいんだ？」

			「誰も通すなとは言われたが、まさか聖人様がここに来てしまうとは……。聖人様をお止めするべきだよな？」

			「い、いや、聖人様は極度の女好きと聞く……昨日、聖人様の機嫌を損ねた騎士が減給になったって聞いたぞ」

			「おいおい、本当かよ……」

			　背後から、騎士たちがヒソヒソと話し合う声が聞こえた。

			　その処分を下したのは俺じゃない。

			　でも、どうやら、突然現れた聖人という存在を、騎士は扱いあぐねているらしい。

			　そうして騎士が俺への対応を決められずにいるうちに、目の前の美女、メルリアーナは話を進める。

			「先代大司教のダルノー様には、我々奴(ど)隷(れい)商人組合は格別なご配慮をいただきまして……ひいては次期大司教候補であるシキ様にも、大司教となった暁にはぜひ引き続き当組合にご配慮をいただきたいのです」

			「……ご配慮？」

			　よく意味がわからない。

			　怪(け)我(が)をした奴(ど)隷(れい)をエクスヒールで優先的に治療してほしい、とかだろうか。

			　俺が首を傾げると、メルリアーナと名乗った目の前の美女が、俺に向かって一歩近づいた。

			　それから、握手を求めるかのように、俺の右手を取った。

			「シキ様は女性がとてもお好きとのこと。また、奴(ど)隷(れい)の存在にも抵抗がないご様子。ぜひ私どもと、共存共栄の関係を築いていただければと思いまして」

			　――メルリアーナはそう言いながら、その巨乳に俺の手を導いた。

			　俺の手を巨乳に添えさせながら、その上からメルリアーナは自分の手を乗せる。

			　そして、まるで自分で自分の胸を揉(も)むかのように、手を動かし始めた。

			　もちろん、その手と胸の間には、俺の手が入っている。

			「んっ……当組合は、シキ様とぜひ懇意な関係を築きたいと思っております。我々であれば、世界中から、様々な種族の美女をシキ様へ優先的に融通することもできるでしょう」

			　メルリアーナは、演技がかった荒い息をさせながら、そんなことを言ってきた。

			　メルリアーナは、俺の手の上から手を乗せて、また強引に胸を揉(も)ませてくる。

			　そう、強引に大きな柔らかい胸を揉(も)ませてくる。

			　強引に、その薄い生地のドレス一枚しか阻むもののない巨乳を揉(も)ませてくる。

			　実際に俺は手を動かしてはいないのに、まるで揉(も)みしだいているかのような感覚。

			　これはいけない。

			　完全に術中にハマってしまった感じがする。

			　そして、これは本当にやばい。

			　頭の中が、急速にやわらかいもので埋め尽くされていく。

			「それに……もしシキ様が私をお望みであれば、なんなりとご命令を下さって構いませんよ？　聖人であり、次期大司教との呼び声も高いシキ様のためであれば、私はどんな命令にも従いましょう」

			　甘い言葉を、耳元で囁(ささや)かれる。

			　その言葉で、理性と本能の均衡が完全に崩れた。

			　懇意にしたくなる。

			　なぜ唐(とう)突(とつ)に胸を揉(も)まされているのかはよくわからないが、目の前の巨乳美女と、すごく懇意にしたくなる。

			　……おそらく俺は、今、なにか「お願い」をされれば、この働かない頭で内容をろくに考えることもなく安請け合いしてしまうだろう。

			　でも、それはわかっているのに、その理性は簡単に意識の中に溶けて消えていく。

			「私は、シキ様のためであれば、なんでもいたします」

			　――そして。

			　その言葉を聞いた一瞬、目の前の巨乳美女がエリスとダブった。

			　……昨日の記憶が蘇(よみがえ)る。

			「なんでもする」、その言葉をトリガーとして、あまり思い出さないようにしていたあの光景が、脳(のう)裏(り)に再生された。

			　そうだ、あのサキュバス戦の時、エリスがなんでもしてくれると言って、その後……。

			　確かに目の前の巨乳美女もいいけれど、……エリスの胸元に顔を埋めていたあの時が、一番幸せだった気がする。

			　一瞬だけ、頭が冷える。

			　そして冷えた頭が考えたのは、ユエルがそばにいるということだった。

			　……ユエルに視線を向けてみる。

			「……」

			　無表情だ。

			　無表情で、ユエルは目の前の美女の胸を揉(も)む俺の手を見上げている。

			　ハーレム宣言をしたせいか、いつものように涙目になったりはしていない。

			　でもユエルは、至近距離から、無表情で美女の巨乳を揉(も)みしだく俺の手を見ている。

			　感情が読めない。

			　――ふと、大変なことに気づいた。

			　ユエルがナイフを持っている。

			　ギラギラと光を反射する抜き身の凶器を、ユエルが手に握っている。

			　無表情で。

			　……いや、落ち着け。

			　これはおそらくアレだ。

			　俺が初めて見る相手と急接近したから、護衛として万一の事態にも即座に対応できるようにナイフを持っているだけだろう。

			　でも、ここまで無表情のユエルが抜き身の刃物を持っていると、なんともいえない迫力がある。

			　い、一応、このメルリアーナとかいう女から離れよう。

			　きょ、教育にも悪いし。

			「お、俺は女性が大好きなんて……そ、そ、そんなことはない。しょ、初対面でこういうことをされるのは、こ、困るな」

			　そして、また接近されないように、断腸の思いで拒絶の言葉を吐いておく。

			　すると、メルリアーナは、俺の背後に一瞬視線を向けた。

			「あら、振られてしまいましたね。では……本日はここで失礼いたします。ぜひ、またお会いいたしましょう、シキ様」

			　それから、深々とお辞儀をして、門の前から立ち去った。

			　危ないところだったが、なんとか乗り切った。

			　……でも、最後の瞬間、メルリアーナは俺を見ていなかった気がする。

			　背後にいる、なにかを見ていた。

			　なにを見たんだろう。

			　そして、振り向くと、

			　そこには聖女がいた。

		

	
		
			第３話　奴(ど)隷(れい)の構造

			　

			「シキ様、今立ち去っていった方は？」

			　振り向いた先にいた聖女が訪ねてきた。

			「こ、この街の奴(ど)隷(れい)商人組合の組合長の娘で、メルリアーナっていう名前らしい」

			　騎士と揉(も)めていたから気になって見に来たら、いつの間にか巨乳美女にその巨乳を揉(も)まされていた。

			　……別に、俺が大人しく聖女が訪ねてくるまで部屋で待機している義務があるかといえばないし、美女の巨乳を揉(も)むのも俺の自由ではある。

			　でも……聖女の顔を直視できない。

			　それはもちろん、やましい気持ちがあったからだ。

			　というか、やましさしかなかったからだ。

			「……もうシキ様の情報が外部に漏(も)れたようですね。シキ様が女性に非常に弱いということも、どうやらすでに知られてしまったようで……」

			　何か言われるかと思ったが、聖女は何か思案するように手で口元を覆(おお)って、冷静にそう呟(つぶや)くだけだった。

			「じょ、女性に非常に弱くはないから……」

			　ユエルの前なので一応否定はしておくが、聖女は聞いていない。

			　そのまま、指をトントンとさせながら、何かを考えているように見える。

			「……シキ様は、奴(ど)隷(れい)がどうやって生まれるのか、ご存知でしょうか」

			　そして、聖女は唐(とう)突(とつ)にそんなことを言い出した。

			　それから、俺の返事を待たずに続ける。

			「戦争による捕虜が生まれない昨今の安定した情勢では、奴(ど)隷(れい)が生まれる理由にはまず貧困が挙げられます」

			「貧困？」

			　奴(ど)隷(れい)が生まれる理由。

			　そういえば、ユエルからは奴(ど)隷(れい)になった理由を聞いた。

			　ユエルは自分がいた孤児院が潰れて、そこの借金の形に売られたとか言っていた気がする。

			「前の大司教、ダルノーは孤児院等の施設の予算を大きく搾取することで、意図的に生活に困窮する人を増やしていました。すると、食い詰めた人やあぶれた孤児は奴(ど)隷(れい)になるしかありません。奴(ど)隷(れい)が増えれば奴(ど)隷(れい)を扱う奴(ど)隷(れい)商人は儲かります。そして、大司教はその利益の一部を報(ほう)酬(しゆう)として受け取り、また私腹を肥やす……簡単に言えば、そういう仕組みなのです」

			「あぁ、あのメルリアーナとかいう女が言っていた配慮って……そういうことか」

			　なにかと思ったが、どうやら聖女は、メルリアーナが俺に接触してきた理由を説明してくれているらしい。

			　貧民が増えれば、その貧民は生きていくために自分から奴(ど)隷(れい)になったり、借金の形として売られたり、生活苦から犯罪を犯したりして奴(ど)隷(れい)に落とされる。

			　つまり奴(ど)隷(れい)商人側としては、教会の大司教は金に汚く、貧民から強引な搾取をし続けるような、そういう姿が理想ということだ。

			　……それなら、先代のダルノーは、それはそれは奴(ど)隷(れい)商人にとって素晴らしい大司教だっただろう。

			「奴(ど)隷(れい)商人にとって、地方の福祉を一手に握る大司教は、商売の行く末を大きく左右する重要人物です。必ず接触してくるとは思っていました。……まさか、ここまで早いとは予想していませんでしたが。接触を許してしまったのは……私の失策です」

			　聖女は、自らの考えの甘さを恥じるような渋面を浮かべている。

			　なんとなく感じてはいたが、どうやらこいつは責任感が強い人物のようだ。

			　でも、俺が美女のおっぱいを揉(も)んだことで、そこまで真剣に思い悩まないでほしい。

			　罪悪感がすごい。

			「これから、シキ様を狙った女性による誘惑が増えるかもしれません。ですが、奴(ど)隷(れい)商人と繋がりのある女性にたぶらかされ、言いなりになるようなことだけはないようにお願いします。私の方でも、対策を考えておきますが」

			　そして、釘を刺されてしまった。

			　でもまぁ、そんなことをするつもりはないけれど。

			　やったらエリスには軽(けい)蔑(べつ)されるどころじゃ済まないだろうし。

			　そもそも、さすがに孤児院のようなところから金を巻き上げるような趣味はない。

			「あ、あぁ、わかった」

			　俺が了承すると、聖女はホッとしたように頷いた。

			　肩の荷が一つ下りた、そんな顔をしている。

			「まぁ、それはさておき」

			　けれど、聖女はすぐに表情を切り替えた。

			　どうやら、まだ話があるらしい。

			　……聖女はすー、はー、と一度深く呼吸をすると、俺の目をじっと見据える。

			　しっかりと顔を見ると、聖女と持て囃(はや)されているだけあって、やはり美人だ。

			　そうして聖女と見つめ合っていると、なぜか唐(とう)突(とつ)に、聖女が背伸びをした。

			　それから、頭の後ろに両手を回し、

			「お、おわっ!?」

			　――きゅっと抱きしめられた。

			　聖女はそのまま、俺の頭を胸に抱くようにして、ぐりぐりと胸に押し付けてくる。

			「っ……！」

			　ユエルが、ひゅっと驚きに喉を詰まらせたような音を発したのが聞こえた。

			「せ、聖女様!?」

			　周囲の騎士も、唐(とう)突(とつ)な聖女の行動に驚いている。

			「お、おいっ、これはいったい……!?」

			　もちろん、俺も驚いている。

			　さっきまで奴(ど)隷(れい)商人と大司教の関係について真面目な話をしていたと思えば、いつの間にか頭を抱かれ胸元に押し付けられていた。

			　こいつが何を考えているのか、さっぱりわからない。

			「どうですか？　ドキドキしますか？」

			「い、いや、それはあんまり」

			　あまりに驚きすぎて、質問に反射的に答えてしまった。

			　びっくりはしたけど、ドキドキはしない。

			　ふんわりといい匂いはするんだけれど、額があばら骨にコツンと当たっている感覚がある。

			　あとぐりぐりしてちょっと痛い。

			　さっきメルリアーナの巨乳を揉(も)まされたこともあって、正直かなり物足りない。

			「……そうですか」

			　無機質な雰囲気の聖女の声と、ギリッと歯が強く軋むような音が聞こえた。

			　不穏な空気を感じて聖女の顔を見るが……聖女は俺を見るとニコリと微笑(ほほえ)んだ。

			　でも歯軋りは確実に聞こえたし、さっきの声はやはり不穏な感じだった。

			　間違いなく表情と内心が一致していない。

			　こいつ、ちょっと怖い。

			　そして聖女は、「それなら仕方がありません。……女性の趣味は人それぞれですから」と呟(つぶや)いてから、俺の頭を解放する。

			「こ、これならどうでしょうか」

			　それから今度は、俺の手を優しく掴むと、その手を導いていく。

			「お、おい!?」

			　……服の下に。

			　導かれた先は、胸だ。

			　服の下の、生のおっぱいである。

			　全くないと思っていたけれど、直に触ってみるとほんのちょっとだけある。

			　ふにっとしている。
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			「せ、聖女様っ!?　さ、先ほどからいったい何を!?」

			　一部始終を見ていた騎士が、たまらず叫ぶ。

			「……」

			　ユエルも無言で、俺の手をガン見している。

			「シ、シキ様、どうでしょうか」

			　けれど、聖女は騎士もユエルも無視して、俺に聞いてくる。

			「ドキドキしたりはしませんか？　押し倒して、私と子供を作りたいとは思いませんか？」

			　さすがに恥ずかしいのか視線を逸らしてはいるが、言っていることもやっていることも過激極まりない。

			　こいつは本当に、どうしたというんだろう。

			　行動の意味がわからない。

			　いや、俺が「ドキドキしない」と言ったから、こんな暴挙に出ているんだろうことはわかるんだが、そもそもなぜこんなことを始めたのか。

			「サキュバスや先ほどのような女性に誘惑された時、私がそばにいれば、私を選んでくださいますか？」

			「あ、あぁ……なるほどな、そ、そういうことか」

			　サキュバス、という単語を聞いて納得した。

			　というか、よく考えたらそれしかなかった。

			　おそらく聖女は、自分がそういう意味で、サキュバスに対抗する戦力になるかどうかを、確かめていたんだろう。

			　……この聖女、なかなか体を張るな。

			　サキュバス対策というのなら、俺をずっとエリスやルルカのそばにいさせればいいだけだし、聖女までわざわざこういうことをする必要はないはずなんだが。

			　いくらなんでも、ここまでするとは思わなかった。

			　しかし、ここまでしてもらって申し訳ないけれど、

			「でも、サキュバス相手は無理だろうな。あれは別格だ」

			　メルリアーナならともかく、サキュバスの誘惑はエリスの「なんでもしてあげる」発言でも結構ギリギリだった。

			　多分、聖女じゃまず無理だ。絶望的に胸が足りない。

			「こ、ここまでして駄目なのですか……？」

			　聖女が、今度は本当にガックリしたような声を出す。

			　ここまでして無反応なことに、相当なショックを受けたのかもしれない。

			　まぁ、美人ではあるわけだし。

			　聖女なんていう肩書きの人物が、生乳まで触らせたわけだし。

			　でも俺としては、おっぱいは肩書きより大きさだ。

			「もし俺とフィリーネが二人きりのところにサキュバスが現れれば、間違いなく俺はサキュバスに誘惑されてかっ攫(さら)われる。そこは断言できる」

			　でも、ここで適当なことを言って俺が攫(さら)われでもしたら、人類がヤバイ。

			　俺の極大範囲治(ち)癒(ゆ)魔法とサキュバスの操る魔物の大群は、相性が良すぎる。

			　サキュバスも、俺とサキュバスが組めば「世界だって征服できる」と言っていた。

			　実際にはユエルもいるし、周囲には騎士もいる。

			　そう簡単に攫(さら)われたりはしないわけだが。

			　でも一応、きちんと思ったことは言っておく。

			「そうですか……」

			　聖女が、わずかに項垂れた。

			　エリスにサキュバスから俺を取り返すことができたのだから、自分にだってできるはずだと考えていたのかもしれない。

			　でも正直なところ、聖女の胸はユエルと大差なかった。

			　いや、ユエルの方が大きいかもしれない。

			　絶望的なまでの貧乳だ。

			　けれど聖女は、一つ深い息を吐くと、すぐに真剣な表情に変わった。

			「しかしこれは、少々困りましたね……一夜が明けましたが、サキュバスの所在はいまだ掴めていないのです。魔物を集めるには時間が必要ですから、すぐに再襲撃されるという可能性は低いでしょうが、この街の近辺に潜んでいる可能性は否定できません」

			「そうか……でも、たしか足にアースドラゴンのブレスも受けてたし、今頃はただの石像になってるって可能性もあるんだろ？」

			「はい、ですが……これまでの戦闘から察するに、邪神の使徒は想定より遥かに強靭な肉体を有しています。人間と同じように石化が進行するとは限りません。生命力の強い魔物は人と比べて、石化や毒などの異常にかかりにくいと聞きますから」

			　そういえば、結構ドラゴンに攻撃されたりしていたのに、サキュバスは無事だった。

			　尻尾(しつぽ)で壁や地面に叩きつけられたりしても、割とピンピンしていた。

			　痛がってはいたけれど。

			　でも、普通の人間ならひき肉になっていてもおかしくないはずだ。

			「……やはり、シキ様の周囲を早々に固めた方が良さそうですね」

			　聖女はそう呟(つぶや)くと、パンパンと手を叩いた。

			　それと同時に、屋敷の屋根の方向からぴょんぴょんと小さい影が飛んでくる。

			　そしてその影は、聖女のそばで止まった。

			「フィリーネ様、何かご用ですか？」

			　その影の正体は、なんだか見覚えのある、獣耳の少女だった。

			　年齢はユエルと同じぐらいに見える。

			「シキ様、この子はアステル、私の護衛です。シキ様の奴(ど)隷(れい)は優秀ですが、護衛としての訓練を受けたわけではないようですので……差し出がましいことかもしれませんが、私がこの屋敷にいる間、このアステルに護衛としての技術を教えさせましょう」

			「護衛の技術？」

			　護衛としての技術というのが何を指すのかはわからないが、まぁ教わっておいて悪いことはないだろう。

			　ユエルの方に視線を向けてみると、やる気はありそうだ。

			　ぐっと両手を小さく握っている。

			「……わ、私が教えるのですか？」

			　でも、アステルと呼ばれた子供の方は、ちょっと不服そうだ。

			　しかも、ユエルを少し睨(にら)んでいるように見える。

			　というか今思い出したが、こいつは以前、孤児院でユエルが勘違いして追い回したとかいう聖女の隠密だ。

			　……相当ユエルのことを嫌っていそうな気がするんだけれど。

			　なんだか面倒なことになりそうな予感がしてきた。

			　そんなことを考えていると、屋敷の外から、騎士が駆け込んでくる。

			　そして、聖女を見つけると、その前で立ち止まり、言った。

			「せ、聖女様、クルセルの街にサキュバスが現れたとのことです！」

		

	
		
			第４話　護衛の技術

			　

			「ク、クルセルの街に!?　こんなにも早く魔物を集め、襲撃を仕掛けてきたというのですか!?　ま、街の被害は!?」

			　聖女が、驚愕の声をあげた。

			　サキュバスは単体での戦闘能力はない。

			　都市攻撃のために数千の魔物の軍勢をつくるには、数日の時間がかかるはずだ。

			　そしてサキュバスは、つい昨日、この迷宮都市を襲撃したばかり。

			　確かに、あまりにも早すぎる襲撃だ。

			「お、おい、クルセルってここから近いんだろ？　援軍を出してやらないとまずいんじゃないか？」

			　この迷宮都市は周辺からの援軍と俺の存在で無傷だったが、クルセルの街はこの迷宮都市よりも小規模な街だったと記憶している。

			　援軍すらいない状況でサキュバスの襲撃を受ければ、簡単に陥落してしまうだろう。

			　まだ抗戦できているなら、すぐにでも援軍として向かってやるべきだ。

			「い、いえ、そういうわけではなく！　サキュバスは、魔物を引き連れて街を襲撃したわけではないらしいのです！」

			　けれど騎士は、驚く聖女と俺を見て、慌てて言葉を訂正した。

			「そ、それは……つまり、どういうことですか？」

			「サキュバスが、その……足を治してほしいと、単独でクルセルの司教のもとに現れたとのことです」

			　聖女の疑問に、騎士が言いにくそうに口を開く。

			「……足を？　司教の前に単独で、ですか？　すみません、詳しくお願いできますか？」

			「はい。サキュバスは、最初は自身の石化を治療するために能力でクルセルの司教様を操ろうとしたのですが、清(せい)廉(れん)潔白な性格をした司教様をほんのわずかにも操ることができなかったそうです。サキュバスは色仕掛けから言葉巧みな邪神勢力への勧誘まで様々な手段を講じましたが、司教様は取りつく島もなくそれを一(いつ)蹴(しゆう)。最終的にサキュバスは司教様に縋(すが)り付き、くるぶしまで石化した足を見せつけながら命乞いを重ね『一生のお願いだから足治してー！　このままじゃ死んじゃうからー！』と、泣きじゃくりながら懇願したとか」

			「邪神の使徒が命乞いかよ……」

			　騎士の報告を聞いて、身体に入っていた力が抜けた。

			　すぐにでも援軍に行かなければと思ったけれど、そんな必要は全くなさそうだ。

			　どうやら、足の治療に奔走していただけらしい。

			　しかも、恥も外聞もない切羽詰まったご様子だ。

			「……た、確か、クルセルの司教はそもそもハイヒールまでしか使えないはずですが……司教様は、その後どうされたのですか？」

			「兵を呼び、サキュバスを捕獲しようとしたらしいのですが、すんでのところで逃げられたとのことです」

			「理想的な対応ですが……そうですか、逃げられましたか」

			　逃げられたと聞いて、聖女は爪を噛む。

			　……しかし、どんどんサキュバスのイメージが壊れていく。

			　聖書には、時には暗躍し、時には正面から都市を叩き潰す、人類をひっかきまわして勢力圏を大幅に削り取った、まさに邪神の右腕といえる使徒だと書いてあったのに。

			　これでは、ただの性格が悪くてえっちな幼い少女である。

			「サキュバスって、聖書ではもっとすごく書かれてたよな」

			「……確かに、操れる魔物の数も、戦略性も、聖書に書いてあるほどではありませんでした」

			　俺が呟(つぶや)いた声を、聖女が拾う。

			　けれど、聖女は難しい顔をしながら言った。

			「ですが、油断してはいけません。サキュバスは人の心の弱い部分を看破し、そこにつけこみ巧みに自軍へと引き入れる。それこそがサキュバスの厄介なところなのです。今は弱体化もしておりますし、クルセルの司教様のような隙のない人間には無力なようですが……」

			　聖女が、言いながら俺に視線を向けた。

			　俺のような隙だらけ煩(ぼん)悩(のう)だらけの人間は、絶対に注意するべきだということか。

			　……そういえば、サキュバスはそのちょっと無防備な胸元を眺めていただけで、俺の性格を看破し、色仕掛けをしてきた。

			　エリスが妨害した後でも、「邪神陣営につけば世界中の美女でハーレムをつくれるよ♡」と、俺を裏切らせようと、言葉巧みに誘惑してきた。

			　自身の身体を餌にするだけじゃなく、人の求めているものをチラつかせて裏切らせる、そういう「交渉」ができる使徒ということなのだろう。

			「しかし、その様子ですと、他の都市の教会にもサキュバスが現れる可能性がありますね。教会や高位神官の警備を固めるようにと、周辺都市への伝達をお願いします」

			　聖女は騎士に簡潔な伝令を出すと、少し考えるようなそぶりを見せてから、すぐに俺に言った。

			「この近辺でエクスヒールが使える神官は、今では私とシキ様しかおりません。サキュバスがそれを知れば、必ずこの迷宮都市に再襲撃を仕掛けてくるでしょう。特に、聖人ということで因縁があり、かつ以前簡単に操られかけてしまったシキ様を狙ってくる可能性は非常に高いです」

			　非常に高いですか。

			「私は今すぐに、この屋敷の警備体制や周辺都市との連携について、領主様とお話をして参ります。それではアステル、頼みましたよ」

			　そして聖女は、アステルと呼ばれた幼い犬耳少女に後を任せると、忙しそうに領主の屋敷に戻っていった。

			　……というか、紹介したい部下って、この犬耳少女だったのか。

			　年齢が年齢だけに、もちろん胸は全くない。

			　……ほんのちょっとだけ、期待してたのに。

			　

			　聖女が屋敷の中に入ると、アステルは不機嫌そうな表情でため息をついた。

			「……あなた、孤児院で私の邪魔をしたでしょう」

			　そしてユエルに視線を向けると、責めるような語調でそう言った。

			　……やはり、孤児院で追い回されたことをまだ根に持っているらしい。

			　ユエルと同い年ぐらいだから怒っても迫力はないんだが、怒りの感情はしっかり伝わってくる。

			「あれは、あの大司教ダルノーの思惑を暴くための、非常に重要な作戦だったんです。あなたが邪魔をしたせいで、私はあの後、聖女様にそれはもう酷(ひど)く怒られました」

			　酷(ひど)く怒られたのか。

			　でも、確かにユエルの存在は聖女側の作戦とやらには邪魔になったのかもしれないが、あの時点でユエルはアステルが聖女側の監視だとは知らなかった。

			　というか、そもそも俺ですら聖女が味方だと思っていなかった。

			　アステルの思惑に気づいて配慮しろと言っても、それは無理なことだ。

			「そ、その、ご、ごめんなさい……」

			「おい待て。ユエルは孤児院の屋根の上でこそこそしていたお前が、俺を狙っているのかもしれないと考えただけだ。ユエルは何も悪くない。ただ大司教と偶然孤児院で鉢合わせた運が悪かった、それだけだ」

			　ユエルが謝ったが、一応アステルの方にも釘を刺しておく。

			　あまりねちねちとユエルを責められても困る。

			　というか、責めたところで今後ユエルがどう活かせるということでもない。

			　ユエルは今後も不安要素が俺に近づけば排除しようとするだろうし、護衛としてはその方が望ましい。

			　失敗を活かすというのなら、俺がしっかりと敵味方を把(は)握(あく)してユエルに教えるべきだった、というのがおそらく教訓だろう。

			　まぁ、アステルに言ってもあまり意味はなさそうだが。

			　聖女にこっぴどく怒られたと言っていたし、その失態の原因を同い年ぐらいのユエルの存在に求めているんだろう。

			　聖人とか呼ばれている俺を責めることはできないだろうし。

			　反発してきそうだ。

			　けれど、アステルは反発してこなかった。

			　というか、なぜかショックを受けたように口を半開きにしている。

			「わ、私が屋根の上にいるのに、気づいてたんですか……？　ぐ、偶然屋根の上に登ってきたとかではなく……？」

			　それから顔を下に向けると、ぶつぶつとなにごとかを呟(つぶや)きながら、凹み始めた。

			「見つかった……素人に見つかった……」

			　……もしかすると、隠密として隠れる技能には自信があったのだろうか。

			　聖女に仕える隠密として、素人、しかもユエルのような子供に見つかるということは、あってはならないことだったのかもしれない。

			　よほどショックだったのか、ユエルを見つめて茫然自失、そんな雰囲気だ。

			　聖女の隠密という肩書はあるが、メンタルはどうやら年相応の子供のものらしい。

			「おい、お前はユエルに護衛としての技術を教えるためにここにいるんだろ？」

			　でも、このままずっと茫然としていてもらっても困る。

			　とりあえず、声をかけてみる。

			「そ、そうでした。あ、あなた、私と戦いなさい！　あなたを鍛(きた)える前に、まずはあなたの実力を測ります！」

			　声をかけると、ハッとしてすぐに立ち直るアステル。

			　そして、ユエルに向けて強い口調でそう言った。

			　切り替えが早い。

			　……でも、この立ち直り方はちょっとアレだな。

			　ユエルに勝って、自分の実力を証明しようとしているような、そんな雰囲気がある。

			　これ、大丈夫だろうか。

			「た、戦う、ですか？」

			　止めようかと思ったが、アステルの言葉を聞いて、ユエルが瞳(ひとみ)を輝かせる。

			　戦いたいんですか、ユエルさん。

			　……まぁ、同い年ぐらいの子と戦う経験なんてなかったからな。

			　俺もちょっと、ユエルの実力が同世代の中でどれほどのものなのかは気になっていた。

			　アステルは訓練を受けた聖女の隠密。

			　ユエルは強いが、アステルも外見以上に強いだろうことは、簡単に予想できる。

			「私は騎士にも負けない対人戦闘のいろはを仕込まれています。魔物としか戦ってこなかったあなたのような素人エルフには、絶対に負けません」

			　訓練用の木剣を取り出し、ユエルに向かって投げるアステル。

			　どうやら、相当な自信があるらしい。

			「ユエルがやりたいならいいが、怪(け)我(が)だけはしないようにな。木剣だとしても、一本先取の寸止めでやれよ」

			「はい、ご主人様！」

			　念のために安全第一でやるように言うと、ユエルが元気に返事をした。

			　ぴょんぴょん飛び跳ねて準備運動をする。

			　ばるんばるんする胸はないけれど、やる気だけは胸一杯に詰まっていそうだ。

			「っ……！」

			　アステルが厳しい表情でユエルを睨(にら)んだ。

			　なぜ今ので睨(にら)むんだろう。

			　いや……俺はアステルとユエル両方に言ったつもりだったんだが、アステルからはユエルに言い含めたように見えたのかもしれない。

			「ククク、わが護衛ユエルよ。そこのアステルなどお前にかかれば一捻りだろうが、やりすぎてはいけないぞ」みたいな。

			　アステルからすると、見下されているように感じたんだろう。

			　同い年ぐらいということもあって、ライバル意識でもあるんだろうか。

			　まぁ、競う相手がいることは悪いことじゃない。

			　ユエルが強くなって悪いことはないし、怪(け)我(が)をしない程度に鍛(きた)えてもらおう。

			　

			　数分後。

			　領主の庭で、アステルの首元に木剣を突きつけるユエルがいた。

			「くっ、くぅううう……」

			　尻(しり)もちをつきながら、ギリギリとユエルを睨(にら)み付けるアステル。

			　……勝っちゃったよ、ユエルさん。

			　騎士にも負けない対人戦闘のいろはを仕込まれた聖女の隠密に、勝っちゃったよユエルさん。

			「ご主人様！」

			　ユエルが近づいてきて、ちょうど撫(な)でやすい位置に頭がきた。

			　撫(な)でてほしそうに頭を小さく揺すっているので撫(な)でておく。

			　すると、ユエルは嬉しそうにはにかんだ。

			「ありえない……」

			　そしてそんなはにかむユエルを、子供がするにはありえない表情で見つめるアステル。

			　目には半分涙がにじみ、下唇をきつく噛みしめ、ユエルを強く睨(にら)んでいる。

			　……やっぱりこうなったか。

			　ユエルには勝ってほしかったが、勝ったら勝ったでこうなるのは目に見えていた。

			　ほら、聖女の隠密としての、プロ意識とか高そうだし。

			　……でも、アステルの気持ちもわからないでもない。

			　アステルは、ユエルに戦闘の技術では、おそらくいくらか勝っていた。

			　でも、スペックで完全に負けた、そんな試合内容だった。

			　巧みなフェイント交じりのアステルの攻撃は、ユエルの反射神経一つで強引に避けられた。

			　アステルが俊敏にユエルの死角に移動しても、ユエルは耳をピクッと動かして、正確にアステルの居場所に木剣を突きつける。

			　ユエルは、技術の差を身体能力でカバーしてしまった。

			　ユエルがきちんと戦闘技術を磨けばという将来への期待は高まったが、これはアステルには少し酷(こく)な結果だ。

			　というか、こんなに悔しそうにしているアステルが、ユエルに戦闘技術をちゃんと教えてくれるだろうか。

			　ただでさえユエルのことを嫌っているような雰囲気があるのに。

			　メンタル状態が不安だ。

			　アステルに命令した聖女からしても、この結果はおそらく予想外だろう。

			　聖女の使う隠密に勝てるのなら、おそらくユエルは大抵の敵にゴリ押しで勝ててしまう。

			　それこそ皮膚が硬すぎてナイフの通らないアーマーオーガや、アステル以上に強い一握りの実力者でもなければ、ユエルには勝てないのかもしれない。

			　例えばアリアみたいな。

			　でも、そんなことはおそらくアステルには関係ない。

			　ユエルの強さがどうであろうと、聖女の隠密として同い年の、しかも戦闘訓練もろくに積んでいないような人間に負けた。

			　これは、アステルにとってどうしようもなく屈辱的なことだろう。

			　ユエルを睨(にら)みながら、瞳(ひとみ)いっぱいに涙をため、プルプルと震えてしまっている。

			「な、なぁアステル、これは……」

			　ちょっとかわいそうになってきた。

			　何か慰(なぐさ)めの言葉でもかけるべきかと悩んでいると、

			「し、試合だったから負けたんです。も、もし私が武器に毒を塗っていれば、私の勝ちだった。真剣勝負なら、私の勝ちだった！」

			　ユエルに向かって、ほとんど泣きながら、アステルがそう主張する。

			　どうやら、試合では負けても真剣だったら負けていない、そう言いたいらしい。

			　まぁ、適当に納得してくれるなら、勝敗なんて俺としてはどうでもいいんだけれど。

			　ユエルもアステルもどっちも幼い少女だし、変にそこを拗(こじ)らせて泣かれても困る。

			　あとはユエルの反応次第だが、ユエルもアステルの言葉に深く頷いた。

			　……空気を読んだんだろうか？

			　いや、よく見てみると、ユエルの右肩に小さな擦(さつ)過(か)傷(しよう)ができている。

			　気づかなかったが、アステルの攻撃を躱(かわ)し損ねたのかもしれない。

			　あの程度ではまず致命打にはなりえないが、確かに実戦で武器に毒を塗ったりしていれば、ユエルは行動不能になっていただろう。

			「私は聖女様の隠密です！　聖女様の敵を追跡し、情報を収集し、時には毒や薬を用いて無力化する。それが私の仕事です。もちろん正面戦闘の技術も必要ですが、隠密にはそれ以上に重要なものがあるのです！」

			　ユエルはふんふんとアステルの言葉を聞いている。

			　そしてアステルはおもむろにユエルの目の前に複数の瓶を並べ始めた。

			「あなたに何を教えるべきか悩みましたが、これにしましょう。これはすべて、私が独自に調合した毒薬です」

			「こ、これ、全部ですか……？　す、すごいです！」

			　ズラリと並べられた、毒の瓶。

			　それを見たユエルが驚愕の声をあげ、アステルをたたえた。

			　ピクリと、力なく垂れていたアステルの犬耳が揺れる。

			「わ、私はこのすべての毒を、状況に合わせて使い分けています」

			「じょ、状況に分けて……すごいです！」

			　アステルの犬耳がまた揺れる。

			　その耳が、元気を取り戻したかのように、またわずかに上を向く。

			「解毒剤だって、私はすべて調合できます！」

			「すごいです！　私、毒ってつかったことありません。全部使えて、しかも解毒剤も調合できるなんて、すごいです！」

			　ユエルが毒瓶をまじまじと見つめながら、感嘆の声を上げた。

			　アステルの耳が、ピンと上を向いた。

			　そして、ピコピコと揺れ始める。

			「わ、わかればいいんです！」

			　いつの間にか、アステルの瞳(ひとみ)から涙は引き、震えもなくなっていた。

			　ユエルを見る瞳(ひとみ)も、いくぶんか穏やかだ。

			　なにか慰(なぐさ)める言葉でも言ったほうが良いかと思ったが、どうやらもう立ち直ったらしい。

			　……結構ちょろいな、こいつ。

			　ユエルの方は、天然で褒(ほ)め殺していそうだけど。

			「まず、これが神経性の麻(ま)痺(ひ)毒、それで、これは致死性の出血毒。この二つは、主に武器に塗って使います」

			　気をよくしたのか、アステルがユエルに向けて毒瓶の説明をしていく。

			　しかし、毒か。

			　俺みたいに治(ち)癒(ゆ)魔法が使えればあまり怖くはないが、毒を使われると普通の人間ならかすっただけで致(ち)命(めい)傷(しよう)だ。

			　ユエルのように、非力で手数が多いタイプにはちょうどいいのかもしれない。

			「……それで、これは眠り粉です。これは呼吸器から摂取させます。即効性で副作用が少ないため、相手を殺したくない時にはうってつけです」

			　アステルが、毒の説明を続ける。

			　その中で、ちょっと気になるものがあった。

			「へぇ……眠り粉か。いいもの持ってるな、それ、俺に少しくれないか？」

			　眠り粉。危険性も低いようだし、俺でも扱えそうだ。

			　おそらく眠り粉は、俺と相性も良い。

			　もらえないかと、アステルに交渉してみる。

			「せ、聖人様!?　い、いくら聖人様といえど、婦女子を眠らせて乱暴などされては困りますよ!?」

			「ち、違う！　い、いや、ほら、俺ならその眠り粉をさ、部屋に充満させて、それで自分だけ解毒し続けていれば、どんな相手でも完全に無力化できるだろ？　持ってればもし誰かと戦うことになっても、肉弾戦なんてしなくて済むと思ったんだよ」

			　眠り粉が欲しいと言っただけで、あらぬ疑いをかけられた。

			　俺はいったい、アステルにどういう人間だと思われているんだろうか。

			　というか、門の警備をする騎士からも結構酷(ひど)い風評被害を受けていた気がする。

			　……サキュバスに簡単に誘惑されてしまったところを大勢に見られたからだろうか。

			　今この屋敷にいる人間の中で、俺のイメージがどうなっているのか、非常に気になる。

			「そ、そうですか。ですが聖人様、悪用だけはしないようにお願いしますね？」

			「もちろんだ」

			　アステルが、念を押すように確認してくる。

			　でも、さすがに俺もそこまで外道じゃない。

			「聖女様は今、非常に微妙なお立場です。シキ様の行動次第で、聖女様のお立場が揺らぐ可能性も否定できません。そこだけは、どうかお願いします」

			　さらに、念を押してくるアステル。……どれだけ信用がないんだろう。

			　一応俺は、聖人っていうすごい人物のはずなんだけど。

			　いや、というか、

			「ん……聖女が微妙な立場？　それってどういうことだ？」

			　聖女の立場が危うい、というのは初耳だ。

			　忙しそうにはしていたが、そういう話は聞かされていない。

			「……聖女様はサキュバスの復活を、その場に居合わせながら許してしまいました。サキュバスの襲撃も、防衛には成功しましたが、サキュバス自体は取り逃がしてしまっています。……これは、つけ込まれる大きな隙となります。聖女様は敵の多いお方ですから」

			　聞いてみると、特に隠すことでもないのか、アステルが教えてくれた。

			「敵が多い？」

			「はい。聖女様は、聖人の末裔として強い責任感を持たれていますから。……近年教会では、ダルノーのような汚職事件が非常に多いのです。聖女様は、汚職をした神官や、不正を働く教会の関係者を、過去に多く粛(しゆく)清(せい)してきました。だから、聖女様を目の敵にする人間は……特に教会の内部には多いのです」

			　アステルの話を聞いて、思い出す。

			　そういえば、聖女はわざわざ王都からダルノーを粛(しゆく)清(せい)しにきていたんだったか。

			　まぁ、今回はダルノーがサキュバスの封印された宝玉を奪ったというのもあったが、汚職を見つけるたびに粛(しゆく)清(せい)を繰り返しているんだとすれば、確かに教会内部に敵はできそうだ。

			　もし俺が大司教になったら粛(しゆく)清(せい)されそう。

			　気をつけよう。

			「聖女様は教会の内部から教会の腐敗を正し、弱者を救うために全力を尽くしているのです。……元奴(ど)隷(れい)だった私を助けてくださった時のように」

			　アステルがそう言って、胸を張って俺を見る。

			　そのアステルの目はとても純粋で、曇りや陰りは感じられない。

			　アステルは聖女に深く心酔し、尊敬している、そんな雰囲気が伝わってきた。

			　側近にここまで好かれるというのは、並大抵のことではない気がする。

			　……そういえば孤児院の目が見えない少女に、施しの指輪をやったりもしていた。

			　なんだか腹黒そうなやつだと思っていたが、冷静に考えてみると、案外情の深い人間なのかもしれない。

			「あ、あぁ。悪用はしない。絶対だ」

			「はい。それなら、問題ありません。どうぞ」

			「あの、アステルさん、その、私にもいただけますか？」

			　俺が眠り粉の入った瓶をしまうと、ユエルが待ちわびていたようにアステルに近づいた。

			　耳がぴこぴこと揺れている。

			　どうやら、毒を使ってみたいらしい。

			　個人的にはもっと女の子らしいものにわくわくしてほしいところだが、ユエルは毒に興味津々なようだ。

			「あなたには、まずは解毒剤の使い方から教えます。毒を扱うのは、それからです」

			「……はい」

			　ユエルの耳が、残念そうに角度を下げる。

			　まぁ、ユエルはまだ治(ち)癒(ゆ)魔法が使えないからな。

			　でも、最初はどうなるかと思ったが、もうどこにも、アステルに最初のような険悪な雰囲気はない。

			　自負心の強そうなアステルと、素直なユエルは案外相性がよかったようだ。

			　幼い女の子二人が仲良さげにしているのは、心が癒(いや)される。

			　手に持っているのは毒物だけど。

			　そして、そんな二人を見ていると。

			「シキ、やっぱりここにいたんだね！」

			　屋敷の方向から、声をかけられた。

			　振り向くと、ルルカが俺に手を振っていた。

		

	
		
			第５話　ルルカとエリス

			　

			　ルルカが俺に手を振っている。

			　……いや、それはいい。

			　でも、そこに決定的な違和感がひとつある。

			　ルルカが、「エリスと二人並んで」、こっちに歩いてきている。

			　ルルカとエリスが、自発的に一緒にいる光景。

			　これはなかなか珍しい。

			　治療院でさんざんエリスの目を盗んで値引きしていた件で、ルルカはエリスに引け目のようなものがあるし、エリスはルルカをあまりよく思っていないはずだ。

			　どうして一緒にいるんだろうか。

			「そ、そのね、聖女様が……シキがこんな早朝から、すっごくわかりやすいハニートラップにひっかかりそうになったから、仕方ないから一緒についていてあげてって言ってきてね。ちょっと目を離したら何をするかわからないから、ずっと見ててって」

			　なるほど。

			「それは私に言われたんであって、あなたには言われていないと思うんだけど」

			「わ、私のこともチラッと見たもん！」

			　……だいたいわかった。

			　おそらく、聖女がサキュバス対策として、エリスを俺のそばにいさせようとしたのだろう。

			　そして、その時、偶然エリスの近くにルルカもいた。

			　ルルカはエリスが俺のそばに居続けることに危機感を持ち、ここまでついてきたと。

			　そういうことか。

			「そ、それに……」

			　ルルカが、近づいてきて耳打ちしてくる。

			「私とはもう、キスも……したもんね」

			　そして、顔を赤くするとすぐに離れた。

			　ミスコンの時の、頬(ほお)にされたアレのことか。

			　ルルカは俺を見て一瞬恥ずかしがるも、表情にわずかな優越感を滲(にじ)ませながらエリスの方をチラチラと見ている。

			　まるで所有権でも主張するかのように、いつの間にか俺の腕をおっぱいで挟んでまでいる。

			　やわらかい。

			　……そういえば、俺がサキュバスに誘惑されていた時、ルルカはいなかったな。

			　ルルカが王都から戻って来たのは、俺が正気に戻った後だった。

			　つまりルルカは、あの時エリスと俺が何をしていたのか、何も知らないということだ。

			　けれどルルカは、優越感に満ちた視線をエリスに送り続ける。

			　……ルルカの視線の先のエリスが、露骨にイラッとした表情をしたのが見えた。

			「ね、ね、シキ、ドラちゃん見に行こうよ。中庭にいるからさ。一緒にエサあげよ？　ゴブリンをバリバリ食べるドラちゃん、すっごくかわいいんだよ？」

			「お、おい、ルルカ、ちょっと待……」

			　ルルカが胸で挟まれたままの腕を引っ張って、どこかに連れて行こうとしてくる。

			　おぞましい光景を見せられるような気がしてちょっとそこには行きたくないが、腕をこうやって谷間に挟まれては体が勝手に動いてしまう。

			　これは行かざるをえない。

			　――けれど、その足が強制的に止められた。

			「なるほどね……こういう風に、誘われてるシキを止めればいいのね？」

			「!?」

			　ルルカが挟んでいるのと反対側の腕。

			　そこを、エリスがその圧倒的存在感のある巨乳で挟んでいた。

			　エリスは、まるで俺を引き寄せるように、腕をその胸に深く挟み込む。

			　駄目だ。

			　これは動けない。

			　この場から一歩も動ける気がしない。
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			「私はただ、シキとドラちゃんを見に行きたいだけなんだけど」

			「そう。……でも私は、聖女様からシキと一緒にいるように言われてるから」

			　エリスがルルカを睨(にら)み、ルルカもエリスを睨(にら)んでいる。

			　というか、なんだろう、この状況は。

			　すごく険悪な雰囲気だ。

			　何かしないといけない気がするが、両腕に感じる豊かな感触が、思考を激しく妨害する。

			　両手に花。

			　両腕に巨乳。

			　とっても柔らかい。

			　もう何も考えなくて良い気がしてきた。

			「私は『二人で』ドラちゃんのところに行きたいんだけど」

			「悪いけど、聖女様との約束を反故にするわけにはいかないわ。それに……少し、シキと話したいことがあるの」

			「話なら今すればいいんじゃない？」

			「私も、シキと二人だけで話したいの」

			「そ、それって……ぜ、絶対駄目！　それだけは、絶対駄目だから！」

			　エリスとルルカが、なにやら言い合っている。

			　エリスもルルカも、互いに真顔で見つめあってて地味に怖い。

			　いや、もともとこの二人は仲が良いわけじゃないけれど。

			　ちゃんと話しているところとか、見たことないし。

			　……それに、いつもはエリスを見るとルルカはすぐに逃げていたのに、今日は頑なに退こうとしない。

			　徹底抗戦の構え、そんな雰囲気がある。

			　というかエリスの話ってなんだろう。

			　やはり、何か間に入るなりして、この険悪な雰囲気を打破するべきだろうか。

			　でも、ここまで二人とも頑なだと、エリスを優先しても、ルルカを優先しても、どちらかとの関係にひびが入るのは間違いない。

			　ここは適当に誤(ご)魔(ま)化(か)して、三人でユエルの成長を眺めるという第三の選択肢を提示するべきな気がしてきた。

			　そう考えていると、ユエルと目が合った。

			　どうやらユエルはずっと、俺とルルカとエリスの三人を見ていたらしい。

			　ユエルは「どうして喧(けん)嘩(か)をしているんだろう？」というような不思議そうな顔をしている。

			　喧(けん)嘩(か)の理由は、ルルカが俺とエリスが近くにいることに危機感を持っている、というだけなんだけれど……。

			　――大変なことを思い出した。

			「エリスさん、ルルカさん、大丈夫ですよ？　喧(けん)嘩(か)なんてしなくていいんです。ご主人様は、ハーレ」「よ、よーし、朝食がまだだった!!　エリス、ルルカ、一緒に朝食でも食べに行こう!!　な、そうしよう!!」

			　即座に状況を判断し、ユエルの声に被せるように大きな声で主張した。

			　危なかった。

			　第三の選択肢が一番危険だった。

			　あと少しで、エリスとルルカに俺がハーレムを作ろうとしていることを、暴露されるところだった。

			　ユエルはともかく、エリスやルルカがそう簡単に一夫多妻を受け入れるはずがない。

			　現状エリスとルルカで敵対しているのが、危うく俺とエリス＆ルルカで敵対することになるところだった。

			「ほ、ほら、腹減っただろ？　行こう、すぐ行こう！　勉強してるユエルの邪魔をしても悪いしな!!」

			　両腕におっぱいのこの状況は惜しいが、ここは即行動しなければ俺の評価が地に落ちる。

			　俺はルルカとエリスから離れると、一目散に屋敷の中に退散した。

			　

			　ユエルから逃げたはいいものの、エリスとルルカの対立の原因は解消されていない。

			　もともと、治療費の関係で敵対していたと言ってもいい二人だ。

			　……まず一触即発、険悪な雰囲気の朝食になる。

			　そう覚悟して屋敷の食堂に向かったが……幸運なことに、俺の想像通りになることはなかった。

			「っ……」

			　食堂の一席。

			　俺の対面に座るエリスは、顔を隠すように真下を向きながら、顔を赤らめ、ずっと何かに耐えるような表情をしている。

			　無言で、恥ずかしそうにプルプルと震えている。

			　食堂に来てから、エリスはずっとこんな調子だ。

			　なぜエリスがこんな状況になっているのかと言えば、それは食堂にいた大勢の騎士が原因だった。

			　現在、この屋敷は厳(げん)戒(かい)態勢。

			　屋敷の中だけでも、数十人は下らない騎士が詰めている。

			　あのサキュバス襲撃時の、エリスとサキュバスによる誘惑戦は、複数の騎士が目撃していた。

			　……そして、どうやら食堂にいた騎士の中に、その目撃者がいたらしかった。

			「あれがサキュバスに誘惑された聖人様を、身体一つで取り返したっていう」

			「サキュバスに対抗するために、聖人様とずっと一緒にいることになったらしいぞ」

			「あのまな板サキュバスより、断然サキュバスっぽいな……」

			　――エリスのことは、あっという間に噂(うわさ)になった。

			「サ、サキュバスっぽいっ……!?」

			　俯(うつむ)きつつ、もそもそと食事をしていたエリスの手から、フォークが落ちる。

			　どうやら、今のはエリス的に聞き過ごせない一言だったらしい。

			　エリスはさらに俯(うつむ)いて、露出の少ない修道服に包まれた身体を縮こまるようにして隠し始めた。

			　耳まで真っ赤に染まっている。

			　羞(しゆう)恥(ち)で頭が一杯なのが、一目でわかる。

			　もう、ルルカに構っている余裕もなさそうだ。

			　ルルカの方も、騎士たちの噂(うわさ)話(ばなし)が気になるのか、エリスそっちのけで聞き耳を立てているし。

			　今、この食堂でのエリスの注目度は、聖人である俺よりも高い。

			　……最初は違った。

			　最初は騎士も、

			「あれがサキュバス戦で極大エリアヒールを連発した聖人様か……！」

			「クランクハイトタートルの時のエリアヒールも、あの聖人様だったらしいぜ」

			　こんな感じで、サキュバスとの戦いで、人間離れした規模の治(ち)癒(ゆ)魔法を使った俺の噂(うわさ)をしていた。

			　俺の治(ち)癒(ゆ)魔法のすごさを語ったり、聖人という肩書について語ったり、そんな感じで注目していたのだ。

			　でも、騎士もずっと同じ話を続けることはできない。

			「クランクハイトタートルといえば、あの時、フラン様を命がけで守ったって話じゃなかったか？　ほら、領主様から褒章たくさんもらってるところ、お前も見ただろ？」

			「そういえば、アーマーオーガの変異種を一人で殴り殺したって聞いたな」

			　だんだんと、こんな感じのちょっと誤解の混じった話につながり、

			「そこまで強そうには見えないが、人は見かけによらないな……連絡事項で、極度の女好きってことだけは聞いたが」

			「サキュバスに操られそうになってたのは、俺も見た」

			　こうなって、

			「そういえば、ほら、聖人様の隣の……あの金髪の方……聖人様を誘惑しあって、サキュバスに勝ったんだよな」

			「男を誘ってサキュバスに勝った!?」

			　こうなった。

			　おそらく、教養として聖書を読んだことのある騎士も多かったのだろう。

			「男を誘ってサキュバスに勝った」、その騎士の発言は、とても信じがたい発言だったらしい。

			　それからというもの、騎士たちは朝食をとりながらずっと、サキュバスとエリスについての話を繰り広げている。

			　……別に騎士たちも、エリスに下卑た視線を向けたり、下ネタ話をしているわけじゃない。

			　どうでもいい世間話をしているというよりは、護衛対象の詳(しよう)細(さい)を確認し合っているという雰囲気で、会話を止めるわけにもいかない。

			　まぁ、実害があるわけでもないから、構わないと言えば構わないんだけれど。

			　むしろ、どちらかといえば、騎士同士の情報の共有はできていた方が俺たちの身の安全にも繋がる。

			　あと、俺が騎士の一人を減給させたとか、変な噂(うわさ)が流れてもいる。

			　騎士の会話は無視して食事を続けようと、料理にフォークを伸ばす。

			「そういえば、あの二人は聖人様とどういう関係なんだ？」

			「あぁ、俺、あの赤毛の冒険者が聖人様に告白しているところ、見たことあるぞ」

			「つまり、聖人様の恋人という認識で扱えばいいのか？　それなら、護衛の優先度は結構高いな」

			　不意に、近くの席に座る数人の騎士の会話が、変な方向に飛んだのが聞こえた。

			「ね、ねぇシキ……こ、恋人だって！」

			　隣に座るルルカが、嬉しそうに身体をくねらせる。

			　どうやら、ルルカにも聞こえたらしい。

			　顔をわずかに赤くして、俺の脇腹をつんつんしてくる。

			「いやいや、あの金髪の方もサキュバスの時に聖人様に密着して抱きしめながらキスまでしてただろ？　あっちが本命の恋人じゃないのか？」

			「舌も入ってそうな勢いだったよな、あれ」

			　――今度は、ルルカの持つフォークが落ちた。

			　……やばい。

			　とっさに、ルルカから視線を逸らす。

			　これは問い詰められたらアレな案件だ。

			「み、密着して……だ、抱きしめられながらキス!?　し、舌!?　舌ってなに!?」

			　けれど、些細な抵抗もむなしく、ルルカは大きな声で問い詰めてくる。

			「ね、ねぇシキ、どういうことなの？　エ、エリスさんとキスしたの!?　し、舌が入ったの!?」

			「い、いや、ルルカ、それは……」

			　舌が入っていたかどうかは覚えていない。

			　サキュバスに操られて色々とアレだったし。

			　エリスと目が合って、エリスが色々と耐えきれないという表情で顔を伏せた。

			　左右の腕を内側に寄せ、さらに背中を小さくして縮こまり、その豊満な胸がむぎゅっとなって危険なことになっている。

			「あー、これは、どっちかが浮気相手か」

			　騎士が、ボソッと呟(つぶや)いたのが聞こえた。

			　駄目だ。その単語は地雷だ。

			「う、浮気相手ぇ!?」

			　ルルカが、トラウマを刺激されたかのように大きく震えた。

			　目を大きく見開き、ぱくぱくと口を開閉させている。

			　騎士たちはといえば、「あーあー聖人様、修(しゆ)羅(ら)場(ば)になっちゃったよ」って感じの、俺たちは関係ないと言わんばかりの顔をしている。

			　こいつら。

			　……やはり、途中で止めるべきだったようだ。

			　騎士たちは後で領主に頼んで減給させよう。

			　でも、今更悔やんでも時は戻らない。

			「聖人様もなかなかやるなぁ。どっちが本命なんだろうな？」

			　騎士たちがぼやいた、「どっちが本命」という言葉。

			　その言葉を引き金に、ルルカとエリスが同時に俺を見た。

			　やばい。

			　俺のハーレム計画に、決定的な亀裂が入ろうとしている。

			　場の空気が、どちらかを本命として選べと、はっきりどっちが好きなのか明言しろと、そう言っている。

			　でも、俺には、どちらかを選ぶことなんてできない。

			　俺の性格上、選ばなかった方から後で迫られれば、間違いなく誘惑に負け先に選んだ方との関係が破綻する。

			　サキュバスにコロッと誘惑されて再確認した。

			　やはり俺にはハーレムという選択肢しかないのだ。

			　そして、俺がどう答えようか悩んでいると、

			「……シキ……私、あなたに話があるの」

			　先に、エリスが口を開いた。

			　悩みに悩んだ、そんな雰囲気の、真剣な表情だ。

			「……本当は、二人きりの時に話したかったんだけど。今話さないで、後悔はしたくないから」

			　……そういえば、話があるって言っていたっけ。

			　何の話だろう。

			　まぁ、話題を逸らせるなら、このさい何でも構わない。

			　どんな話でも聞かせてくれ。

			「な、なんだ？　どうした？」

			「私、あなたのそういう女の子にだらしないところが、本当に、本当に大嫌い」

			　――もう聞きたくない。

			「……治療院で勝手に値引きはするし、ちょっと目を離すと女の子のおっぱいを触ってるし、私のことも毎日そういう目で見てくるし」

			　……間違いない。

			　これはお説教だ。

			　昔を思い出すような、そんな遠い目をしているエリス。

			　エリスは、今の俺の修(しゆ)羅(ら)場(ば)を見て、過去の俺とエリスの間にあったトラブルを思い出してしまったのかもしれない。

			「特にあの頃のことは、正直なところね、今思い出しても結構イライラするわ」

			　エリスが、小さくため息を吐いた。

			　あの頃、というのはおそらく、俺が治療院を追い出される直前あたりの頃のことだろう。

			　……というか、これはやばいのではないだろうか？

			　この会話の流れで、エリスから説教をされるということは……。

			「おい、これ、聖人様フられてないか？」

			「普段から浮気してたのか。それは愛想を尽かされても仕方ないよなぁ」

			　騎士の会話が、耳に入ってくる。

			　……やはり、そういうことなのだろうか。

			　俺は振られてしまったということなのだろうか。

			　――い、いや、まだ断言されたわけじゃない。

			　エリスを諦(あきら)めるなんて選択肢は、俺にはない。

			　まだ、抗えるはずだ。

			「や、やめよう！　この話は、また今度にしよう！　ほ、ほら、二人だけの時にしたい話だったんだろ？」

			　エリスの話を、ここから先に進めてはいけない。

			　絶対に、断言させてはいけない。

			　またいつか、エリスが俺を見直す、挽回の機会があるかもしれない。

			　それまで、なんとか時間を稼ぐ。

			　それしかない。

			「やめないわ」

			　けれどエリスは、断固たる決意をもった表情で言い切った。

			　こういう表情をしたエリスを、俺は前に一度見たことがある。

			　俺が、治療院から追い出された時だ。

			　……こういう目をしたエリスは、絶対に気持ちを曲げない。

			「ま、待ってくれ、エリス！　冷静に、冷静に話し合えばきっとわかりあえ」

			「……でもね、今は、違うの」

			「るはずだからっ……！　って……え……？」

			　今なんて言った？

			　今は、違う？

			　それは、つまり……。

			「私、あなたのことが好き。今でも、あなたの女性にだらしないところは好きじゃないわ。でも、それがあったとしても、あなたのことが好きなの」

			　一瞬真っ白になった頭に、エリスの言葉が反響する。

			　その言葉の意味を理解すると同時に、心臓がドクンと、大きく跳ねたような気がした。

			　改めてエリスの顔を見ると、エリスは頬(ほお)をうっすらと赤く染めながらも、強い瞳(ひとみ)で俺を見ている。その目を見て、また心臓が跳ねた。

			　顔が、だんだんと赤くなっていくのがわかる。

			　ピュイッと、近くにいた騎士の一人が口笛を吹いた音が聞こえた。

			「そ、それって……？」

			「一度、あなたを治療院から追い出しておいてこんなことを言っても、信じてはもらえないかもしれないけど……」

			　エリスは俺と目が合うと、ぶるっと身体を震わせて、赤い顔を隠すように俯(うつむ)いた。

			　そしてそのまま絞り出すような声を出す。

			「治療院を買い戻してもらった時、あなたにすごく感謝した。あなたが騎士と森の奥深くに行くって聞いた時、すごく心配になった。ほかの女の子があなたに告白していて、すごく嫉妬した。他にも、街にエリアヒールをかけた時、孤児院のファラちゃんにエクスヒールをかけてくれた時、あなたは自分の実力がバレてしまうことよりも、誰かを救うことを選んでいた。すごく、あなたのことが愛おしくなった」

			　エリスが言葉を続けるたびに、周囲の騎士が「いいぞー！」と野次を飛ばす。

			　その野次に再度赤面しながらも、エリスは言葉をつむぐことをやめない。

			「それに、あなたが教会で私を助けてくれた時……あなたはあんなにボロボロになっても、何度も何度も立ち上がってくれた。一人で逃げることもできたはずなのに。あなたは逃げようとする素振りさえ見せなかった。最後まで、私を守り切ってくれた」

			　エリスは、そこまで言うと顔を上げる。

			「だから、私はあなたが好き。あなたと結婚したい。他の誰でもなく、あなたと結婚したいの。だから、あなたにも……私を選んでほしい」

			　そして、俺の目を見て、そういった。

			　エリスだけでなく、周りの騎士たちも、俺の方を見ている。

			「エ、エリス……お、俺は……」

			　受けたい。「今すぐ、結婚しよう」、そんな言葉が、喉まで出かかった。

			　エリスと結婚し、幸せな家庭を築く。そんな光景が、俺の脳(のう)裏(り)にはっきりと再生される。

			　――でも、駄目だ。

			　ここで受ければ、必ず後でエリスの悲しむ顔を見ることになる。

			　俺の浮気という、最悪の形で。

			　それに、ユエルにはすでにハーレムだから安心しろと言ってしまっている。

			　ユエルも泣くことになる。

			「だ、駄目だよっ……駄目だよ、そんなの！」

			　横から、絶叫が聞こえた。

			　唇を引き結び、プルプルと震えながら、ルルカはエリスを見ている。
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			「シキも何か言ってよ！　駄目だって！　だって、だって、じゃないとっ……！」

			　焦燥。

			　ルルカの表情は、それ一色だ。

			　俺の気持ちが、なんとなくエリスに傾いているのを、もしかしたら察していたのかもしれない。

			　ルルカは苦しそうに胸をかきむしり、行き場のない感情をぶつけるように両手を机にたたきつけた。

			　その音と衝撃に、一瞬目を閉じる。

			　そして、再度目を開けると――。

			　目の前に、シチューの大皿があった。

			　シチューの大皿が、地面と直角九十度の角度で、目の前三十センチほどに迫っていた。

			　あ、今二十五センチぐらいになった。

			　脳が危機を感じたのか、頭が高速で回転し始める。

			　なぜ、目の前にシチューの大皿が？

			　俺は、一瞬目を閉じただけなのに。

			　――目を閉じる寸前の光景が、パッと脳内に再生される。

			　あぁ、あれだ。

			　ルルカがテーブルに手をたたきつけた時に、その手がこの大皿の端に当たったんだ。

			　そして、俺が目を閉じた一瞬でこの大皿は勢いつけて逆側に跳ね上がり、直角90度の角度で俺に迫っているんだ。

			　そこまで理解して、顔面に熱いシチューが直撃した。

			「あ、ごめん、シキ」

			　とりあえず反射的に口から出た。

			　そんな感じの、ルルカの謝罪が聞こえた。

			「あ……だ、大丈夫!?」

			　それから数秒して、状況をしっかり認識したのか、感情のこもったルルカの声が聞こえた。

			　俺へのシチューの直撃という予想もしていなかった事態に直面し、思考が一瞬リセットされたのかもしれない。

			「ちょ、ちょっと……け、怪(け)我(が)はしてない？」

			　エリスの声も、シチューの大皿の向こうから聞こえてくる。

			　幸い、火傷するほどの熱さじゃなかった。

			「大丈夫といえば大丈夫だけどな……」

			　頭にひっかかっている大皿をはがしても、目が開けられない。

			　目の周りを手で強くぬぐって、ようやく目が開けられるようになった。

			　手をみると、シチューがついていないところを探すのが難しいぐらいどろどろになっている。

			　おそらく、顔も、頭もそうだろう。

			　服にもシチューがべったりと張り付き、時間とともにシチューの水分が服の中に侵食してきている感覚がある。

			「ご、ごめんねシキ！　わ、わざとじゃなくて……手がその、シチュー皿の端に当たっちゃって、その、ほ、本当にごめんね!?」

			　俺の様子が相当酷(ひど)かったのか、ルルカの謝罪が勢いを増す。

			　でも……これは好都合だったかもしれない。

			　エリスからの告白。

			　それに、俺は前にルルカからも好きだと言われている。

			　しっかりと考えたいが、ルルカや他の騎士に囲まれている状況では、それもできない。

			　一度一人の時間をとる、良いチャンスだ。

			「気にしなくていい……とりあえず、俺は風呂に入って、着替えてくるから」

			　そうだ、一時撤退だ。

			　今は、なによりゆっくり考える時間が欲しい。

			　湯船にゆっくり肩まで浸かって、一人でエリスとルルカのことを、しっかり考えたい。

			「っ……わ、私も……私も一緒に入る！」

			　けれど、不意に、隣からそんな声が聞こえた。

			　ルルカだ。ルルカが、顔を赤くしながらそんなことを言っている。

			「っ……!?　そ、そんなことっ……」

			「わ、私が汚しちゃったんだし、私がシキを洗うから！」

			　エリスが目を剥(む)くが、ルルカは強い語調でそう言った。

			　入りたい。

			　ルルカと一緒にお風呂に入りたい。

			　ぜひ入りたい。

			　でも、今はまずい。

			　俺は今、一人でじっくりとエリスとルルカのことを考えたい。

			　そんな、ルルカとお風呂♡なんてことに流されて、考えるべきことをうやむやにするなんてことは、俺にはできない。

			　エリスも俺がどう返事をするかを窺(うかが)うように、俺を見てるし。

			　ルルカと二人でお風呂に入ったりすれば、エリスがどう思うかなんてわかりきっている。

			　ここは、きちんと理性的に考えるべきだ。

			　ほら、エリスが今にも俺に何かを言おうと、口を開こうとしている。

			　おそらく、俺に釘を刺そうとしているんだろう。

			「そ、それなら……わ、私も一緒に……はい、入るから……」

			　マジで。

			　

			「やべぇ、やべぇよ……」

			　そわそわする。

			　領主の屋敷の大きな浴場。

			　そこに張られた適温の濁り湯に肩まで浸かりながら、俺はそわそわしていた。

			　そわそわしすぎて、さっきから何度も独り言が口から出ている。

			　……おそらく、ルルカもエリスも、一緒に風呂に入るというのはその場の勢いで言ってしまったことなんだろう。

			　服を脱ぐところを見られたくないのか、先に俺に入って待っているように言ったあたり、恥ずかしさを強く感じていそうな雰囲気だった。

			　俺が頭を洗い、身体を洗ってもまだ二人は脱衣所で固まっていて、曇りガラス越しにぼんやりとその姿が見える。

			「でも、たぶん……二人とも、入ってくるよな、これ」

			　エリスもルルカも、俺のことが好きだと言っていた。

			　おそらく、今、二人とも退くに退けない状態になっている。

			　エリスが退けばルルカが入って俺を色香で誘惑し、ルルカが退けばエリスだってそうするかもしれない。

			　ドキドキしてきた。

			　というか、さっきからドキドキしっぱなしだ。

			　か、身体を洗ってもらったりするんだろうか。

			　いや……身体を洗ってもらうだけで済むのだろうか？

			　二人とも、好きになったらいつでも即肉体関係、みたいなことを考えるタイプじゃない。

			　どちらかといえば、しっかり段階を踏んで……みたいなタイプだろう。

			　――でも今はそれが通用しない。

			　今、エリスとルルカは、どこまで俺と一緒にいられるかのチキンレースのような状態になってしまっている。

			　……例えば、俺の身体をエリスとルルカで洗うとする。

			　まず、二人のどちらかが俺の背中側を洗う。

			　性格的に、おそらくルルカが先に行動に出るだろうから、ルルカが俺の背中を流すと仮定しよう。

			　そうすると、それに対抗するためには、エリスは前側を洗うしかないわけで。

			　俺が二人と一緒に風呂に入って、平静で冷静で沈静な状況でいられるわけもない。

			　前側は、強く存在を主張するわけで。

			　エリスはきっと、必死に目を逸らしながら俺の胸板や足を洗うことになるだろう。

			　でも、いつまでも目を逸らしてはいられない。

			　俺の気持ちをどうにかするには、色仕掛けが一番手っ取り早いことを、エリスもルルカもよく知っている。

			　そのまま、エスカレートしてしまう可能性だってないではないのだ。

			「落ち着け……落ち着け、俺……」

			　また、上がったテンションが独り言として口から出た。

			　曇りガラスの向こうに、ぼんやりとエリスとルルカのシルエットが見える。

			　二人とも、ゆっくりと、無言で服を脱いでいるようだ。

			　しゅる……しゅる……と、衣擦れの音だけが聞こえてくる。

			「なっ……！　すごっ……え、えぇっ!?」

			　不意に、驚いたようなルルカの声が聞こえた。

			「べ、別に……そんなにすごくはないと思うけど……」

			　恥ずかしがるような、エリスの声も聞こえた。

			　何が起きたのかはわかる。

			　おそらく、エリスが上を脱いだのだろう。

			　……あの迫力は驚くよな。

			　俺も、初めて見た時は驚いた。

			　驚きすぎてそのまま風呂場にいるエリスにダイブして、翌日、治療院を追い出されたほどだった。

			　でも、今はいくら見ても追い出されたりはしない。

			　合意の上だ。

			　触ったりしても許してもらえるかもしれない。

			　ルルカもエリスもたぶん、怒ったりはしないだろう。

			「こんなことが……こんなことがあっていいのか……」

			　なんだか、無性になにかに感謝をささげたくなってきた。

			　でも、残念ながら俺には信仰する宗教はない。

			　とりあえず、関係の進展に一役買ったサキュバスあたりに感謝をしておくか。

			　こんな状態になったのも、サキュバスへの警戒のためというのが大本だし。

			　邪神の使徒サキュバス、ありがとう。

			　サキュバスを生み出した邪神様もありがとう……。

			　今なら、邪神教徒になってもいいと思える。

			　曇りガラス越しに、脱衣所の光景が見える。

			　エリスが服を脱いだことに焦ったのか、ルルカも服を脱ぐような動きを見せている。

			　テンションがどんどん上がっていく。

			　そして、曇りガラス越しに見える赤いルルカの髪。

			　その下が、肌色になった。

			　ぼんやりとしたシルエットしか見えないが、確実に服を脱いでいる。

			　さぁ、後はそこの脱衣所と風呂場を繋ぐドアを開けるだけ。

			　あとちょっとで、二人の姿が見える。

			　二人は、わずかな間、固まったように動きを止めた。

			　でも、すぐにゆっくりと動き出す。

			　戸(と)惑(まど)いはもうなさそうだ。

			　何か一人でじっくりと考えるべきことがあったような気もするが、今はもう二人とお風呂に入ることしか頭にない。

			　さぁこい……さぁ……さぁこい!!

			　そして、扉が開き始める！

			　――その瞬間。

			　

			「サキュバスだー！　サキュバスが来たぞー！」

			　騎士の野太い声が、屋敷中に響き渡った。

		

	
		
			第６話　襲撃

			　

			「クソサキュバスがあああっ!!」

			　まさか、こんなタイミングでサキュバスがやってくるなんて。

			　あとちょっとでエリスとルルカとお風呂に入れたのに。

			　あと少しだったのに、まさかこんなところで邪魔されるとは……！

			「いや、待てよ……？」

			　……サキュバスが来たということは、エリスもルルカも俺のそばにいる必要がある。

			　つまりは、この風呂に入ってくる必要があるということだ。

			　逆に、サキュバスが来たことで二人が急いで入ってくるという可能性もある。

			　まだ、チャンスは消えていない。

			　頭に浮かんだその希望に、望みをかける。

			　けれど、脱衣所の方から。

			「……ま、まだ早いよね」

			　ルルカの声が聞こえた。

			「そ、そうね。さ、さすがにいきなり……一緒にお風呂はね。こ、ここのお風呂はサキュバスが入ってこれるような大きさの窓もないし、ここが唯一の入り口だから……だから、ここで見張ってれば大丈夫よ」

			　そして、ルルカの言葉に同調するような、エリスの声が聞こえた。

			「そ、そうだよね！　や、やっぱり早いよね！　ちょ、ちょっと、私たち焦っちゃったね！」

			　今のルルカの様子は、見なくてもわかる。

			　まず間違いなく、エリスの胸元から視線を逸らしながら、自信なさげな顔をしているはずだ。

			　……おそらく、エリスの衝撃的な生巨乳を見て、日和ってしまったんだろう。

			　自分から風呂に入ろうとしたくせに。

			「ふ、服……着ましょうか」

			「あ、う、うん！」

			　エリスは、おそらく単純に裸を見られるのが恥ずかしいのだろう。

			　きちんとした段階も踏んでいないし、こういうのは間違っていると思っているのかもしれない。

			　退けるなら退きたい、そんな気持ちがひしひしと伝わってくる。

			　でも、ここは退かないでほしかった。

			　――そして、静かになった脱衣所。

			　俺は、一人風呂に取り残された。

			　……この気持ちをどこにぶつければいいのだろう。

			　期待が高まっていた分、目の前でチャンスが消えたことで、ふつふつと怒りが湧いてくる。

			「待ってろよ、サキュバス」

			　さっきまで感謝を捧げていた邪神の使徒の名前を、呪うように吐き出す。

			「絶対に捕まえる。ひんむいて、街中に晒しあげてやる!!」

			　俺は、サキュバスを捕まえる決意を新たにした!!

			　

			「サキュバスが単独で食堂に突っ込んできたらしいぞ！　食堂に急げ！」

			「狙いは聖人様と聖女様だ！　絶対に行かせるな！」

			「出入り口を塞(ふさ)げ！　必ず食堂で仕留めるぞ！」

			　風呂から出ると、屋敷の中は大騒ぎになっていた。

			　騎士の大声が、屋敷のいたるところから聞こえてくる。

			　声の内容から察するに、どうやらサキュバスは魔物も連れずに一人で突(とつ)貫(かん)してきたらしい。

			　……そういえば、他の街の教会で石化の治療を求めていた、という話だ。

			「石化が進行して、焦ったのかもな」

			　サキュバスは相当切羽詰まっているのかもしれない。

			　でも、この屋敷は現在、対サキュバス作戦本部とも言っていいぐらいの厳(げん)戒(かい)態勢。

			　戦闘能力のないサキュバスに、この屋敷の警備を掻い潜って俺や聖女をどうこうすることなんて不可能だろう。

			　最早無謀と言っていい攻撃だ。

			「サキュバスにシキが誘惑されて、連れ去られちゃうとまずいんだよね……？　と、とりあえず……て、手とか？　つ、繋いでおこっか」

			　そんなことを考えていると、不意に、右手にひんやりとした感触があった。

			　ルルカだ。

			　……どこか恥ずかしそうに頬(ほお)を染め、少し照れたような様子で俺の手を握ってくる。

			　手を握るより、一緒にお風呂に入ってほしいんですけど。

			「そ、そうね……て、手よね。手を繋いでおけば、大丈夫よね」

			　ルルカに乗るように、エリスもそっと俺の左手に手を触れさせてくる。

			　エリスの方は、どこかホッとしているような、そんな雰囲気だ。

			　……もしかしたらエリスは、以前俺がサキュバスに誘惑された時に言われた、聖女の言葉でも思い出しているのかもしれない。

			　ほら、精を出すとかなんとか言ってたアレ。

			　手を握るよりも、そっちが良いんですけど。

			「ひっ、ひぃいいい！　な、なんでぇっ！　なんでこんなにたくさんいるのよーっ！」

			「サキュバスを逃がすな！　剣でも矢でもなんでもいい！　ぶん投げて壁にはりつけにしろ！」

			「そうだ、翼だ！　翼を切り落とせ！　翼さえ切ればちょこまかと逃げ回れないはずだ！」

			「や、やめてぇ！　はりつけはいやぁ！　翼はっ、翼はやめてぇええ！」

			　……しかし、よりにもよって食堂に突っ込むとはサキュバスも運がない。

			　あそこでは、大勢の騎士が食事をとっていたはずだ。

			　まさに飛んで火にいる夏の虫、そんな状況になっていることが簡単に想像できる。

			「私は石化を！　石化を治してほしいだけなのにいいいいいいいい！」

			「窓を破って逃げたぞー！　追え、追えー！」

			　パリン、と窓が割れる音が鳴ると同時に、悲痛そうなサキュバスの叫びと、騎士の雄叫びが屋敷に響く。

			　窓から外を見てみれば、サキュバスが空を飛んでいるのが見えた。

			「サキュバス、逃げてるな」

			「翼のさきっぽのあたり、ちょっと切れちゃってるね。なんか髪の毛も少し焦げてるし」

			「足も、もう膝の上ぐらいまで石化してるわね……討(とう)伐(ばつ)する必要があるのはわかっているけど……なんだか少しかわいそうになってきたわ……」

			　屋敷に入って、数分も経たずに満(まん)身(しん)創(そう)痍(い)で敗走するサキュバス。

			　……屋敷の警備は万全なようだ。

			　サキュバスは、屋敷の中にいる俺を発見することすらできずに逃げ去っていった。

			　この調子なら、俺と聖女がこの屋敷に籠っていれば、数日後にはサキュバスは石像にでもなっているだろう。

			　おそらく、あと二、三日もあれば、石化が翼のあたりまで進行して飛行すら不可能になる。

			　この近辺に俺たち以外のエクスヒールの使い手はいないということらしいし。

			　サキュバスはこれでもう詰みだ。

			　しかし、はた迷惑なやつだった。

			　あとちょっとで、エリスとルルカと風呂に入れたのに。

			「い、いやー。サキュバスが来るなんてびっくりしたね！　そ、それじゃあ、シチューの汚れも落ちたし、ドラちゃん見に行こっか！　ドラちゃん！　あ、エリスさんも一緒でいいからさ！」

			「そ、そうね。ドラゴン、見に行きましょうか。な、仲良く見ればいいわよね……」

			　もう、エリスもルルカもそんな雰囲気じゃない。

			　というか、一緒にお風呂に入ろうとしていたということに、全く触れようとすらしない。

			　完全になかったことにしようとしている。

			　おそらく、今から入ろうと言っても入ってはくれないだろう。

			　もう入る理由もないし。

			「そういえば、ユエルは庭だったよな。一応無事だけ伝えておくか」

			　心配しているかもしれないし。

			　そう続けようとした瞬間、

			「ご主人様、ここにいます」

			「うおわっ！」

			　背後から声をかけられた。

			　めっちゃびっくりした。

			　めっちゃびっくりした。

			　びっくりしすぎてエリスとルルカの手を振りほどいてしまうぐらいびっくりした。

			「ユ、ユエル、いたのか……」

			「アステルさんが言っていました。隠密たるもの、常に気配を消すべし、だそうです。普段から気配を消すのに慣れるために、まずはご主人様に気づかれないようにそばに控える練習をしていろって言われて」

			　ユエルに変なことをやらせないでほしい。

			　毒の勉強はもう終わったんだろうか。

			　……というか、いつからいたんだ？

			　食堂？

			　風呂？

			　それともサキュバスがやってきてから？

			「あなたがお風呂から出た直後ぐらいから、あなたの真後ろにいたわよ。気づかなかったの？」

			　エリスが「何言ってるの」とばかりに指摘してくる。

			　なにそれちょうこわい。

			「ユ、ユエル、お、俺の近くでは気配は消さなくていい。ほ、ほら、頭も撫(な)でられなくなるからな」

			　怖い。

			　怖すぎる。

			　ユエルに本気で隠れられると、俺は間違いなくユエルの存在に気づけない。

			　いついかなる時も、ユエルの視線を意識しなければならなくなる。

			　迂(う)闊(かつ)にトイレでスライムゼリーすら使えなくなる。

			「はい、わかりました！」

			「お、俺の近くで隠れるのも駄目だぞ？　ユエルはかわいいから、いつも見えるところにいてほしいしな」

			「はい！」

			　元気に頷くユエル。ユエルが素直な子でよかった。

			　かわいいと言われたからか、ニコニコしている。

			　……いや。

			　でも、どこか違和感がある。

			　そうだ、視線が俺に向いてない。

			　ユエルの視線は、ルルカとエリスに向いている。

			　……あぁ、これはたぶん、俺とエリスとルルカが手を繋いでいたからニコニコしているのか。

			　エリスとルルカに喧(けん)嘩(か)してほしくなさそうだったし。

			　和解したと思っているんだろう。

			　実際には風呂やらサキュバスやらで、ただ、うやむやになっただけなんだけれど。

			　でもこの誤解はそのままにしておこう。

			　またハーレム計画を暴露されては困る。

			　それに、本当はハーレムなんてほとんどの人が受け入れないなんて知ったら、たぶんユエルは泣くだろうしな。

		

	
		
			第７話　魔道具倉庫

			　

			　ユエルと話をしながら、部屋に向かう。

			　ユエルは今朝からアステルと一緒に色々と勉強していたが、それが途中でお開きになったらしい。

			　聖女が屋敷の外に出かけるらしく、アステルもそれについていくことになったそうだ。

			「そういえば、アステルから毒のことはもう教えてもらったのか？」

			「はい。今日は麻(ま)痺(ひ)毒の使い方と、解毒剤の調合法を教えてもらいました。麻(ま)痺(ひ)毒の小瓶も一本だけ分けてくれました。また明日も教えてくれるそうです」

			　エリスとルルカは、俺から少し距離をとって後ろについてきている。

			　振り向いて確認すると、二人ともが示し合わせたように俺から距離をとっていた。

			　……やはり、風呂に一緒に入ろうとしたのは、二人的にはかなりの勇み足だったんだろう。

			　なかったことにしたいし話題に出してほしくない、そんな雰囲気を感じる。

			　まぁ、さすがに今から一緒に風呂に入り直そうなんて言うつもりはないけれど。

			　ユエルもいるし。

			　仕方がないから、ユエルとたわいもない話でもして、この悲しみを癒(いや)すことにする。

			「へぇ、頑張ったな。明日はなにを教えてもらうんだ？　今日が麻(ま)痺(ひ)毒なら、次は出血毒か何かか？」

			「明日は媚(び)薬(やく)です」

			「……今なんて？」

			「媚(び)薬(やく)です」

			「そ、そうか……び、媚(び)薬(やく)か」

			　なぜ媚(び)薬(やく)なんだろう。どうして媚(び)薬(やく)なんだろう。

			　たわいもない話をしていたはずなのに。

			　無難な話をしていたはずなのに。

			　……ユエルの目を見てみる。

			　普段と変わらない。

			　特に焦ったりもしていなければ、恥ずかしそうな様子もない。

			　普通に自然体で俺を見ている。

			　ユエルは、いったい何を思って媚(び)薬(やく)なんて……。

			　いや、考えすぎだな。

			　ユエルが、よこしまな気持ちで媚(び)薬(やく)なんて使ったりするはずがない。

			　俺じゃあるまいし。

			　きっと、真っ当な理由があるはずだ。

			「媚(び)薬(やく)の、解毒剤の作り方を勉強するらしいです。サキュバスが使ってきた場合、ご主人様がディスポイズンを使える状態じゃなくなってしまうかもしれないので」

			「そ、そうか、そうだよなぁ！」

			　ほら、真っ当な理由だった。

			　ユエルに限っては、心配する必要なんてあるはずがない。

			　考えすぎだ。考えすぎだったんだ。

			「あと……」

			　そして、ユエルが不意にポツリと呟(つぶや)く。

			　それから、恥ずかしがるように、煩(ぼん)悩(のう)を振り払うようにぷるぷると頭を振った。そして、自分の服のすそをキュッと掴み、下を向く。

			「……なんでもありません」

			「そ、そうか。な、なんでもないならいいんだ」

			　なんでもないなら問題ない。

			　問題はないはずだ。

			　――そうしてユエルとたわいもない、なんら問題もない会話をしていると。

			　廊下の向こう側に、人影が見えた。

			　あの特徴的な金髪ドリルは、間違いなくフランだ。

			　後ろにはセラもいる。

			「あぁ、ここにいたのね。探したわよ」

			　そして、声をかけてきた。

			「探した？」

			「ええ、ついさっき騎士が聖女様に報告を上げているのを聞いてね。教会の地下に、ダルノーの隠し倉庫を見つけたらしいの。一緒に行かないかと思って」

			　一瞬何の用件かと思ったが、どこかに行こうというお誘いらしい。

			　俺を誘う理由はよくわからないけれど。

			「一緒に行くって……俺とか？」

			「前に、あなたに魔法を教えると言ったでしょう」

			　確認してみると、フランはわずかに怒ったような表情でそう言った。

			「私は一度言ったことを中途半端でやめるつもりはないわ。あの大司教なら、きっと市場で入手できないような、貴重な魔道具もたくさん蓄えてる。魔法の練習に使えるものも、おそらくたくさんあるわよ」

			　なるほど。

			　以前中途半端で終わった魔法のレッスンを、今度こそ、ちゃんとやろうということか。

			　ダルノーが魔力量向上の指輪を大量につけていたのは、よく覚えている。

			　確かに、あいつの隠し倉庫なんていうものがあるのなら、それはそれは高価な魔道具が大量に出てきそうな気もする。

			　フランの言う通り、魔法の練習に使えるものだって探せばあるだろう。

			「……いや、でも……いいのか？」

			　こいつ……怒ってないのだろうか。

			　怒っていないわけがない。

			　前にこいつに魔法を教えてもらった時、俺は自分の魔力がほとんどないと偽っていた。

			　フランの勘違いに乗った形ではあったが、真剣に魔法を教えようとしているフランに対して、自分の能力に関して嘘をついていた。

			　珍しく、優しくいたわるような声をかけられた記憶がある。

			　普段のフランを考えれば、会うなりファイヤーボールをぶつけられてもおかしくないと思うんだけど。

			　そんなことを考えていると、セラが近づいてきて耳打ちしてきた。

			「……フランは、大司教が持っていた魔力量向上の魔道具が欲しいらしいんです。ですが、領主の娘といっても、さすがにあれだけ高価な魔道具を勝手に持っていくわけにもいかないので、聖人様に魔法を教えるために必要だという建前を使って、それをもらいたいんだと思います」

			「あぁ、なるほど」

			　建前に使うだけか。

			　魔力量向上の魔道具は、魔法使いであれば誰でも欲しい。

			　その分、値段も非常に高価だ。

			　領主の娘といえど、そうそう買えるような金額ではないのだろう。

			「でも、あなたに魔法をしっかり教えたいという気持ちも本当だと思います」

			　けれど、俺のそんな考えを打ち消すように、セラが囁(ささや)く。

			「クランクハイトタートルの毒霧の件。あの時、街にエリアヒールをかけた人に一番感謝をしているのは……おそらくフランでしょうから」

			　そういえば、森から街に戻った時、毒霧が街に入ったと聞いて一番焦っていたのはフランだったか。

			　ユエルを泣かせないための行動だったんだが、やってよかったのかもしれない。

			　視線を向けると、フランはぷいっとそっぽを向いた。

			　

			　フランに案内されるがままに教会に移動する。

			　ユエル、セラ、エリス、ルルカ、その他数名の護衛の騎士と、結構な大所帯だ。

			　そのまま礼拝堂に入ると、すでに礼拝堂の石畳の上には多くの魔道具が広げられていた。

			「せ、聖人様っ……！」

			　入るなり、一人の神官が声をかけてきた。

			「わ、わたくし、サ、サリナと申しますっ！　聖女様直属の部下を務めております。お、お会いできて光栄です！」

			「あ、あぁ」

			　そこそこおっぱいがある、そこそこの美人だ。

			　聖女の部下らしい。

			　俺の聖人という肩書きに恐縮しているのか、どこか緊張したような雰囲気だ。

			　……聖女にはアステルよりも、先にこっちを紹介してほしかった。

			「あなたはここで何をしているの？」

			「これはフラン様。私は、聖女様からここの魔道具の管理を任されております。発見された魔道具の出庫作業が終わりましたので、今は鑑(かん)定(てい)士が来るのを待っている、というところです。と、ところで、聖人様やフラン様は、こちらへは何の御用で……？」

			「私たちはね、サキュバスの襲撃に備えて、聖人様の戦闘能力を少しでも向上させるため、何か役に立つ魔道具はないかと思って見に来たの」

			「そうでしたか。そういうことであれば、わたくしから聖女様と領主様へ、お伝えしておきます。ぜひ見ていってください」

			「お、お父様には言わなくていいわ……」

			　領主に伝えると聞いて、頬(ほお)を引きつらせるフラン。

			　……こいつ、まさか黙ってきたのか？

			　まぁ、もともとここにあるものは、教会の大司教の所有物だ。

			　ここの魔道具の管理を、騎士ではなく聖女の部下がしていることから察するに、本来は教会に回収されるのが筋なのだろう。

			　教会関係者と言える俺を言い訳にして自分も魔道具をもらうつもりらしいが、実の親である領主はそんなフランの思惑を簡単に看破しそうだ。

			　フラン、後でめっちゃ怒られそう。

			「そ、それじゃあ、そういうことだから、見せてもらうわ」

			　でも、フランは、魔力量向上の魔道具が相当欲しいらしい。

			　クランクハイトタートルを一発で黒焦げにするような魔法が使えるんだから、魔道具なんてなくても大丈夫だとは思うんだけど。

			　まぁ、あの時は黒焦げにはなっていたけど即死じゃなかったし、もう少し威力があればあの後、俺が川に落ちたりと面倒なことにもならなかった。

			　わからないでもないけれど。

			　フランは、逃げるように指輪の魔道具があるあたりに歩いていく。

			「それじゃ、俺たちも見させてもらうか。いいものがあるかもしれないしな」

			　神官にとって聖人という肩書きは相当に強いのか、簡単に許可も出た。

			　お言葉に甘えて、見させてもらうことにする。

			　フランに便乗する形だが、俺も欲しい魔道具があったらもらうことにしよう。

			　あれだけ私腹を肥やしていた大司教だし、普段お目にかかることもできないような魔道具もあるかもしれない。

			　できれば服だけを都合よく透視できる眼鏡型の魔道具とか欲しい。

			「ご主人様、首輪がたくさんあります」

			　ざっと見てみると、指輪、腕輪、本、杖、服、その他にも色々あるが、一番多いのは首輪だった。

			　というか、この場に広げられている魔道具のうち、八割ぐらいが黒い首輪で埋まっている。

			　……おそらくこれは、ミスコンの時の、あの魔物を操る魔道具だろう。

			　独自に量産でもしていたのか、すごい数がある。

			　百は余裕で超えているだろう。

			「邪神教徒にこの首輪を流していたのは、やはりダルノーだったようです。おそらく、不正に蓄財した資金を使って、独自に開発・量産していたのでしょう……この技術を、もっと善い方向に使ってくれていれば……」

			　聖女の部下の神官が、残念そうな顔で言う。

			　まぁ、邪神教徒なんていう人類の敵といってもいいような存在を、大司教という高い地位の人間から出してしまったのだ。

			　教会関係者としては、思うところがあるんだろう。

			「そうか……しかし、本当に首輪だらけだな。これで全部なのか？」

			「は、はい。ですが……まだ鑑(かん)定(てい)が済んでおらず、その首輪の魔道具以外はまだ使い道が判明していないものが多いのです。もうしばらくすれば鑑(かん)定(てい)士もやってくると思いますので……」

			「あぁ、俺は鑑(かん)定(てい)が使えるから大丈夫だ」

			「そ、それは……さ、さすがは聖人様ですっ……！」

			　なんとなく、近くにあった首輪に鑑(かん)定(てい)を使ってみる。

			　……やっぱり、前に見たものと同じだな。

			　魔物に装着させることで、魔物を思った通りに操れる。

			　そういう魔道具だ。

			　……これだけ数があれば、俺もサキュバスみたいに魔物の軍勢を作れるだろうか。

			　サキュバスのような軍勢を作る能力と、俺の範囲治(ち)癒(ゆ)能力は非常に相性がいい。

			　俺が少数でも魔物の軍勢を作ることができれば、サキュバスがそれを超える大軍勢を引き連れてきたとしても、ある程度までは俺が余裕で勝ててしまうだろう。

			「……魔物をどうやって集めるかがネックか。それに、サキュバスももう魔物を集めて襲撃してくるような余裕はないだろうしな……あと二、三日もすれば石化するのは目に見えてるし」

			　活用できそうな気もしたが、サキュバスの襲撃前ならいざ知らず、今の状況になっては使う必要もない気がする。

			　これ用の魔物を集め終わった頃には、サキュバスは完全に石化していそうだ。

			　まぁ、でも念のためにもらっておくけど。

			「この首輪、サキュバスとの決着がつくまでもらっておいていいか？　いらなくなったら返すからさ」

			「は、はい！　ぜひどうぞ聖人様！」

			　聖女の部下から許可ももらえたので、アイテムボックスに片っ端から突っ込んでいく。

			　――すると、ユエルがぽけーっとした顔で俺を見ているのが目に入った。

			　……？

			　どうしたんだろうか？

			　ユエルは、ちょっと豪華な首輪を手に持ちながら、アイテムボックスに首輪をしまっていく俺を見ている。

			　ユエルが持っているあれも同じ首輪だろうか。

			　……今俺が持っているのとは違って、宝石で飾られたりしているし、アクセサリーかなにかと間違えたのかもしれない。

			　首輪をはめてほしいとか言われたらどうしよう。

			「ご主人様は、鑑(かん)定(てい)スキルが使えたんですか？」

			「あ、あぁ……使えるぞ？」

			　言って気づいた。

			　ユエルのあのぽけーっとした表情は、おそらく、驚いているんだろう。

			　……これまで、鑑(かん)定(てい)スキルを使ってユエルのスキルを当てたり、魔道具を目の前で鑑(かん)定(てい)して魔道具の能力を当てたりもしていた。

			　でも、まだユエルには、俺に鑑(かん)定(てい)のスキルがあることを伝えてなかったし。

			　ちょっとうっかりしていた。

			　……ご主人様は嘘つきだとか、泣いたらどうしよう。

			　いや、正確に言えば嘘はついていないんだけれど。

			　ただ、ユエルの驚く顔が面白くて、「鑑(かん)定(てい)スキルを持っている」という、本当のことを言わなかっただけだ。

			「そうなんですか。鑑(かん)定(てい)スキルまで使えるなんて、すごいです、ご主人様！」

			　一瞬焦ったが、ユエルはふんふんと頷くだけだった。

			　そして、一転してキラキラした目で俺を見始める。

			「あ、ご主人様、これは、他の首輪とちょっと違うみたいです！」

			　それからユエルは、本来の目的を思い出したとばかりに、手に持った首輪を差し出してくる。

			　別につけてほしいわけではなかったらしい。

			　ただ、他と違うから気になっただけなようだ。

			「これは……こんなものまで作ってたのか、あの大司教」

			　鑑(かん)定(てい)してみると、確かに違う。

			　こんな技術まであるなんて……大司教も、魔道具開発の分野でなら活躍できただろうに。

			　でも、やはり今更だな。

			　サキュバスの石化がほぼ確定した今、必要はないだろう。

			　まぁ、これも一応もらっておくけど。

			「これももらって大丈夫か？」

			「はい、聖人様が必要だとおっしゃられるのであれば、ぜひ持って行ってください！　……聖人様には、石化の治療をしていただいた恩がありますから。私にできることであれば、なんでも……」

			　……俺が石化を治した聖女の部下というのは、この神官だったらしい。

			　というか聖人だから色々と持っていく許可をくれたのかと思ったら、完全に私情だった。

			　これ本当にもらって大丈夫だったんだろうか。

			　あと、なんでもっていう言葉はそんなに気軽に使っていいものじゃないと思う。

			　さっきまでアクセサリー型の魔道具を珍しそうに眺めていたエリスとルルカが、俺の行動を注視しているのがよくわかる。

			　さすがに、ここで「今何でもって言ったよね？」みたいなことを言えば、ユエルだけでなくエリスにもルルカにも悪印象だ。

			「鑑(かん)定(てい)が使えなくても、魔力量上昇の魔道具はやっぱり着けてみればわかるわね。こっちはもう済んだわ。鑑(かん)定(てい)が使えるって聞こえたけど、魔法の練習に使えそうな魔道具はあったの？」

			　そう考えていると、満足した様子のフランが話に割って入ってきた。

			　もう自分の分の魔道具を確保し終わったのか。

			「うわぁ……なんかすごいジャラジャラしてるね」

			　ルルカが、フランを見て呟(つぶや)いた。

			　……確かにジャラジャラしている。

			　あの大司教みたいに、指に魔力量上昇の指輪をゴテゴテとつけている。

			「似合うでしょ？」

			　ルルカの言葉にそう返しながら、その指を自分の顔の前にもっていくフラン。

			　それから、まるで扇子でも広げるように、そのゴテゴテとした手をパッと開く。

			　そして、ふふんと鼻を鳴らした。
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			　でも、なんだろう。

			　金髪ツインテドリルのフランがそれをやると、なんというか……。

			「なんていうか、下品……成金みたい」

			「な、成金!?」

			　ルルカの感想がショックだったのか、フランがぐらりと揺れる。

			　俺も下品だと思う。

			　豪華な髪形＋豪華なアクセサリーで、胸やけしてしまいそうだ。

			　……というか、それよりも一つ気になることがある。

			「おい、それ、全部でいくらになるんだ？　ここの魔道具って、たぶんどっかに売り払われて税金か教会の資金の足しにするもんだろ？　あんまり豪快に持っていくとまずいんじゃないか？」

			　俺は、借りていくだけだから問題ないけど。

			　サキュバスの件が片付いたら返すし。

			「ちょ、ちょっと試したら後で返すわよ！　そ、そんなことより、ちゃんと魔法の練習に使えそうな魔道具は見つかったの!?」

			　……本当だろうか。

			　まぁ、別に深くつっこむつもりもないけれど。

			　というか、フランの言葉で思い出したが、俺は魔法の練習に使える魔道具を探していたんだった。

			　急いで、片っ端から鑑(かん)定(てい)をかけていく。

			　……魔力量上昇の魔道具は俺には必要ない。

			　……杖も、かつての聖人が使っていたという伝説級のものを聖女からもらったし……。

			　……あの腕輪はただの金でできた装飾品みたいだ。

			　……なんか、使えそうなもの、ないな。

			　まぁ、あの大司教は魔法の練習を真面目にやりそうなタイプには見えなかったしな。

			　というか、わざわざ大司教の魔道具をあさりにこなくとも、聖女からもらった杖だけで、魔法の練習には十分だった気がする。

			「いや、そういえばフィリーネから聖人の杖をもらってたからな。これを上回る魔道具はなさそうだ。これで練習してみるよ」

			「そう。……なんだか私に付き合わせるみたいになって悪かったわね。ここじゃ何だし、屋敷に戻りましょうか」

			　収穫はなかったが、フランは満足そうだ。

			　まぁ、攻撃魔法は俺もせめて一生に一度ぐらいは使ってみたい。

			　もう少しだけ付き合ってやろう。

			　

			「ユエル、すごいじゃない！」

			「はー、ユエルちゃん、すごいねー」

			「この年齢で攻撃魔法を……本当にすごいわね」

			　領主の屋敷に戻って数時間後。

			　ユエルが、フラン、ルルカ、エリスの称賛の声を浴びながら照れていた。

			　そのユエルの左手の上には、煌(こう)々(こう)と燃え盛る火球が浮いている。

			「一時は才媛ともてはやされたフランでも、ファイヤーボールが使えるようになったのは魔法を学び始めて二年後でした。まさか、ほんの数回の魔法のレッスンで使えるようになるなんて……」

			　フランの後ろにいたセラが、攻撃魔法を発動させたユエルを見て、感嘆の声を上げる。

			　……一時は才媛ともてはやされたって、今はもてはやされてないのだろうか。

			　そこそこ美人で、魔法の腕も優秀、そして領主の娘。

			　確かに才媛って感じはする。

			　……おそらく、もてはやされなくなったのは性格が原因だろう。

			　俺もそのうち〝性人〟とか言われてもてはやされなくなりそうで怖い。

			「よくやったな、ユエル」

			「はい！」

			　褒(ほ)められて、嬉しそうにはにかむユエル。

			　ちなみに俺はまだ魔法が使えていない。

			　フランのレッスンは数時間に及んだが、攻撃魔法が使えたのはユエルだけだ。

			　ユエルはおそらく、毎日俺と一緒に寝ていたことで、魔力量が攻撃魔法を使える最低限を超えたんだろう。

			　こんなにも早く使えるようになったのは、魔力操作のセンス、才能による部分が大きい気がするけれど。

			　治(ち)癒(ゆ)魔法も使えそうな雰囲気あったし。

			「ユエルは天才ね。今すぐにでも私の護衛として雇ってもいいわ」

			「いやー、ほんとすごいねー。私なんてフランからたまに教えてもらってるのに、まだ全然使えてないよ」

			「ユエルちゃんは将来、大魔法使いになるかもしれないわね……」

			「そ、そんなことは……」

			　褒(ほ)められ続けて恥ずかしいのか、ユエルが前髪を引っ張って顔を隠し始める。

			　あまり褒(ほ)められなれてないんだろう。

			　かわいい。

			「すごいぞユエル。さすがは俺の勇者だ」

			　もちろんここは、頭を撫(な)でて、もっと褒(ほ)めておく。

			　――しかし、ここはご主人様としての威厳を見せなければならない気がする。

			　ユエルに攻撃魔法が使えるのに、俺に攻撃魔法が使えないなんていうのは格好悪い。

			　鑑(かん)定(てい)のことはバレてしまったし、少しでもご主人様としての箔をつけなければいけない。

			　……でも、どう魔力を込めるんだろうか。

			　杖に魔力を込めようとしても、攻撃魔法のイメージがうまくいっていないのか、全然魔力が流れていく気配がない。

			　治(ち)癒(ゆ)魔法なら簡単に発動させられるのに。

			　……やっぱり詠(えい)唱(しよう)とかいうやつをしっかり覚えないといけないんだろうか？

			　……それとも、攻撃魔法をもっと正確にイメージすればいいんだろうか？

			　ほら、こう、もやもやとした有機物を空気中に持ってきて、酸素と結合させて燃焼させる、それを魔力でどんどん加速させていくようなイメージで……。

			　――瞬間。

			　何かのタガが外れたような感覚があった。

			「うおっ、おおおぉ!?」

			　例えるなら、土石流。

			　ワイングラスを傾けるつもりが、巨大な貯水槽を横倒しにしてしまったような怒(ど)涛(とう)の勢い。

			　魔力がとてつもない勢いで、際限なく杖へと流れていくのを感じた。

			「こ、これはっ……！」

			　……これは、やばい！

			　危険を感じて魔力の流れを止めようとしたが、自分の意志で魔力を止めることができない。

			　……この魔力量で魔法が完成したら、どうなるんだ？

			　これは、いつもの治(ち)癒(ゆ)魔法じゃない。

			　どれぐらいの規模になるのか、どれぐらいの威力になるのか、全く想像もつかない。

			　ファイヤーボール、高温の火炎を発生させる、攻撃魔法だ。

			　――暴発。

			　その言葉が、脳(のう)裏(り)をよぎる。

			「っいけません！」

			　不意に、横からの手が、俺の持つ杖を叩き落とした。

			　杖は地面に落ち、魔力は現象とならずに霧(む)散(さん)する。

			「シ、シキ様、今のはっ……！　まさか、攻撃魔法ですか……？」

			　聖女だ。

			　いつの間にいたんだろうか。

			　いや、ちょうど今、ここを通りすがっただけなのかもしれない。

			　酷(ひど)く焦った様子で、息を荒らげながら俺を見ている。

			「た、助かった、フィリーネ！　い、今のは危なかった！」

			　杖に流れていた魔力の流れが、杖を落としたことで完全に止まった。

			　全身に高まっていた魔力が、身体に溶け込むようにして、ゆるやかに戻っていく。

			　どうやら、収まったようだ。

			　……本当に助かった。

			　今のは、間違いなく「やばい」やつだった。

			「わ、私はただ、魔法の練習をと……思って……」

			　フランも異様な気配を感じていたのか、怯えた顔で俺と聖女を見ている。

			　横断歩道を渡ろうとしたら、目の前ギリギリを十トントラックが猛スピードで走り抜けていったような、そんな表情だ。

			　おそらく、今の俺の魔力の流れの異常さ、不穏さを感じとったんだろう。

			　ユエルもわずかに腰を浮かせていた。

			　ルルカやエリス、セラは、そんなフランを見てきょとんとしている。

			　どうやら、今の危機に気づいたのは俺とフラン、ユエルと聖女だけらしい。

			「申し訳ありません、シキ様。もっと早くに言うべきでした」

			　聖女は周囲を軽く見渡すと、一つ息を吐く。

			　そして、状況を把(は)握(あく)したのか、冷静に言葉を紡ぎ始める。

			「シキ様の魔力は、そう簡単に扱いきれるものではありません。……かつての聖人様は、攻撃魔法の暴発で山を一つ消し飛ばし、そしてその時に自らの魔法に巻き込まれ最期を迎えた、と教会の文書にはありました。これは、メディネ教でも高位神官以外には秘(ひ)匿(とく)されているものですが……」

			　山一つ。

			　その表現は、おそらく誇張でもなんでもない。

			　杖の力もあったが、俺の魔力はそれだけのことが起きてもおかしくないほど増幅されていた。

			　杖を手放していなかったら、今頃この都市は消滅していたかもしれない。

			「っ……！」

			　今のがどういう状況だったのかを気づいたらしく、ルルカとエリス、セラが絶句する。

			「シキ様。聖人様に扱えるのは、その方の得意分野の魔法だけだと考えるべきだと思います。かつての聖人様は、召喚される前は妖魔の封印に携わる職についており、こちらでも封印の魔法しか使えなかったとありました」

			　かつての聖人というのは、陰陽師かなにかだったのだろうか。

			　……さっき感じた、濁流のような魔力の流れ。

			　治(ち)癒(ゆ)魔法を暴発させた時にも魔力を流しすぎたことはあったが、さっきのはそれと比べても桁外れだった。

			　魔力の流れを水道に例えるとすると、治(ち)癒(ゆ)魔法の暴発は蛇口を全力で捻ってしまったような感覚。

			　さっきのは普段使っていない錆(さ)び付いた水道を使おうとしたら、根本の水道管が破裂したような感覚だ。

			　俺が扱えるのは俺の得意分野、治(ち)癒(ゆ)魔法だけというのは、今のでよくわかった。

			「シキ様も、おそらく以前から治(ち)癒(ゆ)に関する能力には長けていたのでしょう。……適性のない攻撃魔法は、絶対に使ってはいけません」

			「あ、あぁ。肝に銘じておく」

			　魔法を教えようとしてくれたフランには悪いが、俺ももう攻撃魔法は使おうとは思えない。

			　さすがに、危険すぎる。

			　あれは、今の俺ではどうやってもコントロールできない。

			　そんな確信がある。

			「その、前の聖人様が魔法の暴発で亡くなったというのは……確かなの？」

			　エリスが、聖女に尋ねる。

			　教会で修業していたこともあるエリスにとっては、衝撃の事実だったのかもしれない。

			「……はい。王都の近くに、一際効能の高い霊地があるのをご存じでしょうか。そこが、かつて聖人様が魔法の暴発で亡くなった地だと言われています。土に還った聖人様の血肉が、周囲から魔力を集めているんだとか。聖人様が亡くなられて間もない頃は、今と比べて数十倍もの効果があったとも言われていて……」

			　そして、そうエリスに説明しながら、聖女がぐらりと身体を傾ける。

			　とっさに、聖女の身体を手で支えた。

			「おっと……大丈夫か？　ふらついてるぞ」

			「あ、ありがとうございます」

			　そういえば、さっきは魔力の暴走のことで焦っていて気づかなかったが、顔色がかなり悪い。

			　蒼白、そう表現するのが妥当だろう。

			「せ、聖女様！　やはり、一度お休みになってください！　早急にサキュバスの討(とう)伐(ばつ)をしなければならないのは確かですが、聖女様が倒れてはなんの意味もありません！　司教の言うことなど、気にする必要はないのです！」

			　いつの間にか聖女の近くにやってきていたアステルが、強い口調で言った。

			　さっきまで、気配を消していたのかもしれない。

			　今は、非常に心配そうな顔で、聖女の顔を真(しん)摯(し)に見つめている。

			　……そういえば、サキュバスが復活してからというもの、聖女は常に動き回っている印象がある。

			　邪神関係の知識が薄い領主に代わって、騎士に指示を出したり、まとめたりもしているし。

			　サキュバスは最早俺と聖女には手を出せないだろうし、もう少し肩の力を抜いてもいいとは思うんだけれど。

			　今アステルの言った、司教というのが関係あるんだろうか。

			「司教の言うことって、どういう意味だ？」

			「……あぁ、ええ。サキュバスとの戦いに備えて王都から呼んだ援軍が、先ほどこの街に到着したらしく、その援軍に王都の司教も一緒についてきていたそうなのです。それで、サキュバスを目の前で復活させてしまったことや、逃走を何度も許してしまっていることの追及を受けまして」

			　王都からの援軍か。

			　そういえば呼んでたな。

			　結局、サキュバス戦には間に合わなかったんだけど。

			「あんなものは不当です！　聖女様しか、大司教の思惑を看破し打ち破ろうとする人はいなかったのですから！　何もしようとしてこなかった司教に、聖女様を批判する権利なんてあるはずがありません！　あの司教は、ただ聖女様の大司教位を奪うために、聖女様を攻撃する材料を探しているだけです！」

			　アステルがぷんすか怒っている。

			　……なんとなくわかった。

			　聖女は王都出身だ。

			　今アステルが言ったことから察するに、聖女は王都のあたりを管轄する大司教という立場なんだろう。

			　そして、その地位を狙う王都の司教が、サキュバスの復活を阻(そ)止(し)できなかったことをだしにして、聖女にいちゃもんをつけていると、そういうことか。

			　教会内部の権力争いってやつだ。

			「あー、なんだか大変そうだな。でもまぁ、少しぐらい休んだ方が良いんじゃないか？　ほら、アステルの言う通り倒れたら元も子もないだろ？」

			「いえ、サキュバスを捕まえるまでは、やらなければならない仕事が山ほどあります。事実、私は目の前でサキュバスを復活させ、二度もの逃走を許しています。責任をとるはずだったダルノーはもういませんし、この件の責任を擦り付けられる人物がいるとすれば、間違いなく私でしょう。……このままサキュバスを捕まえられなければ、次の司教会議で地位を失うという可能性も、ありえない話ではありません」

			　……そういえば、アステルが言っていたな。

			　腐った神官を何人も粛(しゆく)清(せい)してきた聖女には、敵が多いと。

			　おそらく、その次の司教会議とかいうのをやる前にサキュバスを捕まえられなければ、聖女の立場は本当に危ういのだろう。

			「……それに、あの司教は信用ができません。まだ確たる証拠はありませんが、奴(ど)隷(れい)商人との癒(ゆ)着(ちやく)の可能性が、部下から報告されています。万一にも、あの司教が大司教になるようなことがあってはいけませんから」

			　しかも、聖女が言うには、王都からやってきた司教は腐っている可能性が高いらしい。

			　そんな人物に上の立場につかれては、聖女は自分の身すら守れなくなる。

			「今、教会には腐敗が蔓(まん)延(えん)しています。多くの孤児院や養護施設がそれによって経営難に陥り、なんの責任もない幼い子供が、意に反して奴(ど)隷(れい)として売られています。……これは、あってはならないことです。そして、この現状を正すことは、聖人の末裔として、教会で力を振るえる私にしかできません。ですから、まだ私は、大司教の地位を失うわけにはいかないのです」

			　そして、聖女は疲労の滲(にじ)む表情で、そう言った。

			　……なんだか、この聖女という人間が、だんだんわかってきたような気がする。

			　腐敗を正し、弱者を救いたい。

			　おそらく、聖女は本心でそれをやっている。

			　よくよく考えれば、聖女の行動は実際にそんな感じだった。

			　祭りの時は無償で治療を行っていたし、治療にあぶれた孤児には私物の指輪をあげていた。

			　サクラを使ったりして信仰心を集めていたのも、治(ち)癒(ゆ)魔法の実力を底上げして、より多くの人を治療できるようにするためだったのかもしれない。

			　そして、過去にやっていたという神官の粛(しゆく)清(せい)。

			　聖女自身にはおそらくあまりメリットはないだろうに、教会内部に敵を作ったとしても粛正を続けていたのは、ひとえにそれも弱者救済のため。

			　弱者――そう、例えば、ユエルのような。

			　俺が初めて見た時のユエルは、それはもう酷(ひど)い状態だった。

			　孤児から奴(ど)隷(れい)となり、ろくな治療も受けられずに死を待つだけ。

			　教会の腐敗を正せなければ、ああいう例はおそらくこれからも増えていく。

			　……なんか、本当に大変そうだな。

			　ユエルも、心配そうに聖女と俺に視線を往復させている。

			　仕方がない。

			　ユエルの前で困っていそうな人間に手を差し伸べないわけにはいかないか。

			「聖人の末裔だからって、なんでもかんでも一人で背負い込む必要はない。ここに本物の聖人がいる」

			　多少は手伝ってやろう。

			　ここで聖女に倒れられたら、俺にも色々と不都合なことがありそうだし。

			「俺に、何かできることはあるか？」

			　一応言うだけ言ってみる。

			　騎士の指揮をとったり、各都市と連携をとったりみたいなことはできそうにもないが、何かできることもあるだろう。

			　……ま、魔道具の鑑(かん)定(てい)とか？

			　すると、聖女はそんなことを言われるとは思わなかったのか、驚いた顔で俺を見る。

			　それから、聖女は一瞬覚悟を決めたような表情をすると、俺に向き直り微笑(ほほえ)んだ。

			「はい！　もちろんです、シキ様！　ぜひ、私と一緒にお風呂に入り、疲れを癒(いや)しましょう！」

			「「お、お風呂ぉっ!?」」

			　俺が聞き返すよりも早く、エリスとルルカの驚愕の声が、屋敷に響いた。

		

	
		
			第８話　混浴

			　

			　混浴なんて許さない。

			　そう騒ぎ始めたフランを近くにいた騎士に強引に引き取らせると、聖女は足早に風呂に向かった。

			　それから聖女は、近くにいた騎士の視線にも構うことなく俺と一緒に脱衣所に入り、俺が服を脱ぐすぐそばで服を脱ぎ、軽く体を流すと俺やユエルと一緒に浴槽へ入った。

			　浴槽の中は濁り湯なせいで特に何も見えないが、それまでは見られることぐらい構わないとでも言わんばかりだった。

			　実際色々見えていたし、俺が見ても隠そうともしなかった。

			　……この聖女、エリスやルルカにできないことを平然とやってのける。

			　おそらくこれもサキュバス対策の一環かなにかのつもりなんだろうけれど。

			「ご主人様、すごく広いお風呂ですね！」

			「あ、あぁ、そうだな。すごく広いな」

			　エリスとルルカはまだ脱衣所にいる。

			　聖女が入ったから、自分たちも入るべきなのかと迷っているのかもしれない。

			　ここまでついてきたということは一応一緒に入るつもりなのかもしれないが、やはり一緒にお風呂というのは一線を画した恥ずかしさがあるんだろう。

			　入ってきそうでなかなか入ってこない。

			「……」

			　聖女の方も、入るまでは強引と言っても良いほどだったのに、入ってからは無言だ。

			　湯に浸かって、ただひたすら瞑(めい)目(もく)している。

			　目を瞑(つぶ)っているから、見たければいくらでも見てくれということだろうか。

			　別にそこまで見るほどの身体でもないけれど。

			　でも……さすがにこれは気まずい。

			　ほら、聖女も一応美人だし。

			　湯に入らないように括りあげられたしっとりと濡れた艶のある黒髪や、そこから見えるうなじが、なんだか懐かしい色気を醸(かも)し出している。

			　何か話でも振るべきか。

			　聖女の反応しそうな話題といえば、やっぱり聖書あたりだろうか。

			　……そういえば、聖書を読んでいて一つ、気になったところがあったのを思い出した。

			　とりあえず、これを話題にしてみよう。

			「なぁフィリーネ。そういえば、邪神ってどうして人類を攻撃し始めたんだ？　聖書を読んでも、そのあたりがよくわからなくてさ」

			「ふぁ、ふぁいっ!?」

			　聖女の肩がビクリと跳ねた。

			　そして、素(す)っ頓(とん)狂(きよう)な声を上げる。

			「んんっ、は、はい！　な、なにか？　なにか、呼びましたか……？」

			　聖女は今あげた声を取り繕うかのように、俺に向き直って返事をする。

			　どうやら聞いていなかったらしい。

			　それに、相当動揺しているようだ。

			　自分のあげた声がよほど恥ずかしかったのか、聖女の頬(ほお)に赤みがさす。

			　……もしかしたら、一緒に入ったはいいものの、入ってみたら思った以上に緊張してしまったのかもしれない。

			　まぁ、聖女なんて肩書の人間が男と風呂に入るなんて、そうそうあることじゃないはずだ。

			　風呂に入ろうって言ったのはこいつだけれど。

			「邪神だよ、邪神。聖書を読んでて疑問に思ったんだ。なんで邪神は、ここまで人類を目の敵にして攻撃するのかってさ」

			「あ、あぁ……そういうことでしたか……。じゃ、邪神が人類を攻撃した理由は、正確には、いまだにわかっておりません」

			　俺が声をかけた理由を確認すると、聖女はホッと安心したような息を吐く。

			　それから、聖女は気恥ずかしさを隠すように、濡れた黒髪を指でいじりながら話を続ける。

			「わかってないのか？」

			「はい、ですが……一説には、迷宮を破壊したかったからなのでは、と言われております」

			「……迷宮を？」

			　少し意外な答えだった。

			　邪神と、人類の争い。

			　理由があるとすれば、邪神というネーミング的に宗教的な理由……例えば「崇める神は世界に一柱だけで良い、他の神を信じる人類など滅ぼしてくれるわ！」みたいな、そんな理由だと思っていたんだけれど。

			「はい、シキ様は、そもそも迷宮がどのような存在なのか、ご存じですか？」

			「あー……神が与えた試練だとか、巨大な生き物だとか、古代の遺跡の名残だとか、色々言われているのは知っているけど。でも、実際には何もわかってないって聞いたな」

			　迷宮が何なのかは、結局のところわかっていない。

			　魔物が死んでも死体の残らない、異質な環境。

			　ドロップや宝箱のような、誰が作ったのかもわからない魔法のようなシステム。

			　そして、いまだに誰も最奥まで到達できていない、その異常なまでの深さ。

			　迷宮は、魔法のあるこの世界であっても、かなり常識外れな存在だ。

			　噂(うわさ)になることはあっても、こういうものだと断言することはできない。

			　そしてそれは、聖女も同じなはずだ。

			「私は、あれは、本当に神の与えた試練なのだと考えています」

			　けれど、聖女は俺の目を見てそう言い切った。

			　……神の試練か。

			　聖女っぽい答えが出てきた。

			　俺は、あんまりそういうのは信じるタイプじゃないんだが。

			　どちらかといえば、高度な文明を誇った古代の遺跡、という方が納得できるタイプだ。

			「神の試練、ね。……どうしてそう思うんだ？」

			「かつての聖人様は、邪神が人類への侵攻を開始する数か月前に、とある迷宮都市に召喚されました。聖人様は、召喚される前はご老人だったそうですが、この世界にやってきた時にはなぜか若々しい青年の姿だったと、そう書物には記されておりました。そして、それはシキ様も同じ。年齢についてはわかりませんが、この迷宮都市に、邪神の使徒サキュバスが復活する数か月前には召喚されていた。……そうですよね？」

			「あ、あぁ。それはそうだな。前の世界で死んだと思ったら、この迷宮都市にいた。年齢は今と変わってないと思うけど……そういえば、通り魔に刺された怪(け)我(が)も治ってたし、服も血で汚れたりしてなかったな」

			　聖女の話を聞いて、召喚された時のことを思い出す。

			　……俺は通り魔に刺されて、死んだと思ったらこの迷宮都市にいた。

			　でも、この世界にやってきた時、服が汚れたり、致(ち)命(めい)傷(しよう)を負ったりはしていなかった。

			　聖女の言葉から察するに、おそらく俺を召喚した神的な存在は、召喚した聖人を全盛期の肉体で召喚するのかもしれない。

			　俺はもともと肉体的には全盛期と言って良い年頃だったから、外見はなにも変わらなかったけれど。

			「私は、この世界に点在する迷宮は、神による世界への干渉点……時すらも遡(さかのぼ)らせ、この世界の危機に全盛期の聖人様を送り込むための、神による装置なのではないかと思っているのです」

			　神による世界への干渉点。

			　本当に世界を俯(ふ)瞰(かん)する神みたいな存在がいるとして、その神の意志を世界に反映させるためのゲートみたいなものということか。

			「魔物に幾層にも守られたあの迷宮の最奥には、きっと何かがあります。私は迷宮という試練を乗り越えることで、神へと接触できるのではないかと考えています。……邪神は、人類圏への進行の最中、必ず侵攻ルートにあった迷宮都市をことごとく破壊していきました。迷宮は人類にとって、重要な資源の一つです。それを潰すことで人類に打撃を与えたかったという説もありますが……私は、邪神は神からこの世界との接点を奪おうとしているように、そう感じました」

			「神から世界との接点を奪う、ねぇ」

			「……まぁ、これまで何百年、何千年と、誰も迷宮の最奥には到達したことはありません。確かめる術(すべ)もないのですがね」

			　さすが聖女というだけあってか、聞いたこともない独自の見解を出してきた。

			　でも、なんか神がどうとか言っているし、壮大な感じだし、ちょっと俺には理解の難しい方向になってきている。

			　正直うさんくさい。

			　ユエルは興味深げにふんふんと聞いているけれど、俺の興味はもう脱衣所のエリスとルルカのシルエットに移りかけていた。

			「ありがとう、すごく参考になったよ、フィリーネ」

			「聖人様に、聖書のことに興味を持っていただけるとは思っていませんでしたから……その、とても嬉しいです。わからないことがあれば、いつでも聞いてくださいね」

			　俺が礼を言うと、聖女はそう言ってニコッと微笑(ほほえ)んだ。

			　……聖女というだけあって、こういう聖書の話は好きなのかもしれない。

			　適当に聞き流していたのを謝りたくなるような、そんな笑顔だ。

			　あと聖女が濁り湯に肩までつかっているせいだろうか。

			　ないはずの胸が、見えないことでまるであるように錯覚させられる。

			　こうやって真正面から話をすると、ちょっとアレだ。

			　……なんだか余計に気まずくなった。

			「あ、あぁ、また機会があったらな……」

			　一度、頭から聖女のことは外すことにしよう。

			　気になることもあるし。

			　ほら、曇りガラス越しにうっすらと見える脱衣所の向こう側とか。

			　……しかし、こんな形で再チャンスがやってくるなんて。

			　聖女も、本当に良いことをしてくれる。

			　そういえば、エリスとルルカに、俺のそばにいるように言ったのも聖女だった。

			　風呂に入るのを邪魔しようとしたフランも、騎士に命令して排除していた。

			　騎士はフランと聖女どちらに従えばいいのか悩んでいたようだけれど、結局は聖女に従っていた。

			　人望の差を見せつけられたフランは、ちょっぴり傷ついたような顔をして大人しく自室に連行されていった。

			　ちょっとフランがかわいそうな気もしたけれど。

			「ご主人様、どうしてここのお風呂のお湯は濁っているんでしょうか」

			　そんなことを思い出していると、ユエルが話しかけてきた。

			　どうやら、この濁ったお湯が気になったらしい。

			「あぁ。温泉は出てなさそうだから……たぶん、入浴剤でも使っているんだろうな」

			「入浴剤、ですか」

			　入浴剤というものに馴染みがないのか、ユエルが首を傾げる。

			　説明してあげることにしよう。

			「……多分、ちょっとぬるぬるしてるからアルカリ系だな。ユエル、入浴剤っていうのはな、風呂に溶かす……」

			　――そして、説明しようとした瞬間。

			　脱衣所の方向から、ガラリと、引き戸の開くような音がした。

			「っ……！」

			　反射的に、首が脱衣所の方向を向く。

			　エリスとルルカだ。

			　エリスとルルカが、風呂に入ってきた。

			「や、やっぱり、こういうのはちょっと早かったんじゃないかしら……」

			「で、でも、聖女様も入っちゃったし、入らないわけにはいかないって」

			　エリスが、タオルでその巨乳を隠そうと身体をよじっている。

			　ルルカが、俺の視線を感じ取ったのか恥ずかしそうに下を向く。

			　この大浴場は広い。

			　浴槽からだと、湯気が邪魔して入り口のあたりはあまりはっきりと見えない。

			　でも、見えなければ見えるまで、ずっと見ていればいい。

			　今は、いくら見ても問題ない。

			　これは、覗きでもなんでもない。

			　同意の上での混浴だ。

			　見ても怒られないし、セクハラ呼ばわりもされない。

			　エリスとルルカは、物陰に隠れるようにしながら軽く身体を流すと、いそいそと浴槽に入ってきた。そして、濁り湯なことに安心したのか、そのまま近づいてくる。

			　二人とも、気恥ずかしいのか無言だ。

			　でも、わずかに手を伸ばせば、その肌に触れることができるぐらいには、距離が近い。

			　触れていいんだろうか。

			　触れちゃっていいんだろうか。

			　好きって言ってたし。

			　そんなことを考えていると、濁り湯の中で、そっと手に何かが触れる感触があった。

			　柔らかく、細い指。

			　それが俺の手に、おそるおそる、といった感じで触れてきた。

			「……」

			　手のきた方向に視線を向けると、エリスと目が合った。

			　エリスは俺を見てわずかに微笑(ほほえ)むと、俺の手を上から優しく撫(な)でるように触れてくる。

			　それから、エリスは恥ずかしそうに俺から視線をそらす。

			　――今朝の光景が、脳(のう)裏(り)に再生された。

			　俺のことが好きだと言った、エリスのこと。

			　騎士に冷やかされながらも、自分を選んでほしいと、そう言ったエリスのこと。

			　そしてエリスは、いまだに俺の手に、濁り湯の下で触れ続けている。

			　誰にも気づかれることなく、俺の手を優しく、優しく撫(な)で続けている。

			　……これはもう押し倒すべきなんじゃないか。

			　押し倒さないと失礼にあたる、そんなシチュエーションな気がする。

			　というか、エリスと一緒に風呂に入っているだけでもアレなのに、エリスから触れてきているこの状況がもう俺には耐えられない。

			　理性の壁が、ガラガラと急速に崩れていく。

			　サキュバスに操られていた時のように、頭がぐつぐつと煮えていく感覚がある。

			　今、エリスは何も纏(まと)っていない。

			　このまま、俺の手に触れているエリスの手を掴んで浴槽を出れば、そこには生まれたままの姿があるだろう。

			　そういえば、エリスはサキュバスとの戦いの時「なんでもしてあげる」と言っていた。

			　今こそ、その約束を果たしてもらうべき時なのではないか。

			　エリスと一緒に、この濁り湯から出て……！

			　――濁り湯、という単語で思い出した。

			　さっきまでユエルがいた場所に、視線を向ける。

			　すると、さっきと変わらず俺のことを見ているユエルがいた。

			　どうやら、ずっと俺を見ていたらしい。

			　というか、俺はユエルとの会話を中途半端に打ち切って、ずっとエリスたちを眺めてしまっていた気がする。

			　……エリスたちをガン見していたこと、バレてないだろうか。

			　ちょっと不安だ。

			「ご主人様、その……お膝の上に座らせてもらってもいいですか？」

			　ユエルの表情を探っていると、ユエルが不意にそんなことを言い出した。

			　……もしかしたら、ユエルは俺がエリスやルルカを見ていたから、少し寂しくなってしまったのかもしれない。

			　ハーレムはいいけれど、自分との話を打ち切られて、しかも全く見てもらえないというのは、悲しいのだろう。

			　膝の上に座るぐらいなら、問題ない。

			　以前、膝の上にのせて、頭を洗ってあげたこともある。

			　――でも、今は駄目だ。

			　絶対に駄目だ。

			　今、俺はエリスやルルカ、聖女とお風呂に入っている。

			　聖女は少し距離を置いているし、濁り湯だから肝心な部分は何も見えない。

			　でも、エリスは濁り湯の中でこっそりと俺の手に手を添えているし、ルルカの方も俺の肩に肩を触れさせるほど、近い距離にいる。

			　そんな状況に、健康な青年が放り込まれたらどうなるか。

			　言うまでもない。

			　濁り湯だから、誰にもバレてはいない。

			　ユエルにだってバレてはいない。

			　でも、座ったら間違いなく、感触でわかってしまう。

			　ユエルも、前をタオルで隠しているだけだ。

			　というか、前にタオルを持っているだけで隠そうとはしていない。

			　パンツを穿(は)いているわけではないし、ズボンもはいていない。

			　非常に、防御力の低い格好をしている。

			　そんな状況でユエルが、今の俺の膝の上に腰を下ろそうとすればどうなるか。

			　イメージすると、ますます座らせるわけにはいかなくなった。

			「ご主人様、失礼します」

			　しかしユエルは、無言でいる俺の反応を肯定ととったのか、ゆっくりと俺の上に腰を下ろそうとしてくる。

			　駄目だ。

			　そのコースはまずい。

			　確実に事故が起きる。

			「ユ、ユエル！」

			　名前を呼ぶと、ユエルの動きが一瞬止まった。

			　でも、続けてなんて言えばいいのかわからない。

			「そ、そのな……」

			　……これまで、ユエルの「膝の上に座らせてほしい」ぐらいのお願いは、全部聞いてきた。

			　ユエルのささやかなお願いは断ったりなんてせず、座らせた後に頭を撫(な)でくり回したりしていた。

			　ユエルは俺が「座らせてくれる」と思っているはずだ。

			　だから、それを止めるには、何か妥当な理由が必要になる。

			　そうでないと、ユエルは俺がユエルを嫌いになったとか勘違いして、傷つくだろう。

			　なんて、なんて言えばいい……？

			「……？」

			　俺が続けて言う言葉を悩んでいると、ユエルは首を傾げて座るために腰を下ろし始める。

			　ユエルの小ぶりなお尻(しり)が、濁り湯にわずかに浸かる。

			　いけない。

			　もう時間がない。

			　あと数十センチもない。

			　ユエルの身体が、このまま物理法則に従って正しい軌道を描けば、その真下にあるのは間違いなく……！

			　でも、ユエルを止める体の良い理由が思い浮かばない。

			　後手に回りすぎたせいで、もうユエルの身体を無理矢理掴んで止めることも間に合わないかもしれない。

			　駄目だ、体面を重視しすぎた。

			　ユエルが、湯船の中に身体を沈める光景がスローモーションで再生される。

			　ユエルの身体が湯船深くに沈み切った時、俺は終わる。

			　人間として、大人として、終わってしまう。

			　――多少疑問に思われても、腕力で止めるしかない。

			　間に合わないかもしれないが、なんとか間に合わせてみせる。

			　急いで両手をユエルの腰を支えるために動かす。

			　――けれど、俺の手の上にあったエリスの手が、それをわずかに阻んだ。

			　このエリスの手を振りほどいていいのかという、ほんの一瞬の迷い。

			　けれど、致命的な遅れ。

			　それが、生死を分けた。

			　手が、間に合わないっ……！

			　ユエルの身体が、濁り湯の中へと沈んでいく……！

			　もう駄目だ。

			　さっきまで神なんてうさんくさい、信じていないと思っていたが、こんな時、人はどうしたって神に祈ってしまう。

			　誰か、誰か助けてくれ。

			　ほんのわずかな時間のなかで、俺は真(しん)摯(し)に神に祈った。

			　――そして、祈りは通じた。

			「サキュバスだー！　サキュバスがきたぞー！」

			　屋敷に響く、野太い騎士の大きな声。

			　ユエルの身体が、俺の身体とわずかな距離を保ったまま、ピタリと止まる。

			　俺は、心の底から邪神に感謝した！

			　

			　サキュバスの襲撃。

			　昨日の大規模襲撃で一回、今朝の襲撃で一回、そして、これで都合三回目の襲撃だ。

			　でも、いくらやってきても同じことだ。

			　この屋敷は、サキュバス一人に落とせるような警備じゃない。

			　また、サキュバスは数分と持たずに尻尾(しつぽ)を巻いて逃げることになるだろう。

			　――そう思っていた。

			「な、なんだ!?　いったい、どうなっている!?」

			「あ、明かりが消えていくっ……!?　クソッ、何も見えないぞ！　サキュバスはどこへ行った！」

			「あの蝙蝠型の魔物っ……も、もしかしてライトイーターか!?」

			　けれど、予想に反して。

			　屋敷のいたるところから、混乱した騎士の声が聞こえてきた。

			　どうやら、今度のサキュバスは魔物を連れてきたらしい。

			「……シキ様、ここを出て、急ぎ騎士たちと合流しましょう」

			　不穏な空気を感じとったのか、聖女が提案してくる。

			　けれど、その提案を実行に移す前に、異変に気づいた。

			　――脱衣所の明かりが、消えていく。

			　何か物が壊れるような音と一緒に、脱衣所の明かりがどんどん消えていったのだ。

			「あれって、もしかして……！」

			　その光景を見て、ルルカが叫ぶ。

			　そして、その叫びと同時。

			　脱衣所との間にあった曇りガラスを突き破り、数匹の蝙蝠のような魔物が、風呂に突入してきた。

			「な、なに!?」

			「やっぱり、ライトイーターだ！」

			　エリスの悲鳴に答えるようにして、ルルカが言う。

			「ラ、ライトイーター？」

			「ライトイーターはね、光を放つものを執(しつ)拗(よう)に攻撃する習性がある魔物なの！　このあたりの洞窟にも生息してたと思うから、サキュバスが連れてきたのかも……！」

			　どうやら、あの蝙蝠の魔物はライトイーターというらしい。

			　そして、明かりが消えていっているのも、あの魔物の仕業のようだ。

			　でも迎撃しようにも、さすがに風呂の中で武装なんてしていない。

			「きゃあ！」

			「あぁっ、明かりが！」

			　ほんのわずかな間に、風呂の明かりがすべて破壊されてしまった。

			「お、おい、怪(け)我(が)をしたやつはいるか？」

			「だ、大丈夫！　ライトイーターは人を襲ったりしないから！　多分、すぐ別の明かりに向かって飛んでいくと思う！」

			　ルルカの声と一緒に、聖女やユエルからも、無事の声が聞こえてくる。

			　どうやらルルカの言う通り、ただ明かりを破壊しただけらしい。

			　エリスの無事も確認しようと思ったが、どうやら確認する必要はなさそうだ。

			　背中に、エリス以外ではありえない、柔らかな大質量が当たっている感覚がある。

			　……唐(とう)突(とつ)に魔物がきたから、怖かったんだろうか。

			　それとも、俺を庇(かば)おうとでもしたんだろうか。

			「お、おい、エリス……」

			　でも、今エリスは何を着ているというわけでもない。

			　そんな状況で密着すれば、柔らかい感触が直に背中に当たって、色々やばいことになる。

			「っ……！　そ、その、ご、ごめんなさい」

			「い、いや、大丈夫だから。ぜ、全然大丈夫だから」

			　状況に気づいたのか、エリスが弾けるように俺から距離をとった。

			　……ここが暗闇でよかった。

			　視覚的な情報まであったら、おそらく俺はユエルが見ている前で本能のままに行動していたかもしれない。

			「し、しかし、本当に何も見えないな……」

			「この状況はまずいですね。騎士も混乱しているようです。なんとかして合流しなければ……誰か、女性の騎士も一緒に呼べばよかったかもしれませんね」

			「言っても仕方がないな。とりあえず、風呂から出るぞ……ユエル！」

			　目が慣れるまで待つという手もあるが、今は一刻も早く騎士たちと合流する必要がある。

			　ここは、夜目の利くユエルに出口まで案内してもらうしかないだろう。

			「ご主人様、こっちです」

			　ユエルが、俺の手をとって引っ張り始める。

			　出口まで、このままエスコートしてくれるつもりらしい。

			　さすがユエルさん。すごく頼りになる。

			　……でも、確か脱衣所のガラスが割れたりしていたな。

			　ユエルは踏まずに済むかもしれないが、俺はうっかり踏んでしまいそうだ。

			「ユエル、俺にもわかるように、状況を実況してくれ」

			　情報を俺にも共有するように、しっかりユエルに指示を出しておく。

			「わかりました。じゃあ、ご主人様、手を引きますね。まずは、浴槽から出ます。段差があるので、大きく乗り越えてください」

			「あぁ、わかったユエル」

			　浴槽から出るために、まずはユエルの指示通りに一歩を踏み出す。

			　右足を浴槽から出し、見えない段差を大きく乗り越える。

			　――そして、つるっと足を滑らせた。

			「う、うぉおおお!?」

			　俺の意思とは無関係に、前傾していく身体。

			　なぜ転んだのか、その可能性を頭が考え始めた。

			　――入浴剤。

			　あれだ。

			　アルカリ性の温泉に入ると、皮膚がわずかにぬるぬるする現象。

			　あのぬめりが、俺の足を滑らせたんだ……！

			「ご、ご主人様っ!?」

			　ユエルの悲鳴が聞こえた。

			　転びそうになっているのはわかるが、真っ暗で何も見えない。

			　どこに手をつけばいいのかもわからないし、受け身もおそらく取れないだろう。

			　けれど、瞬間。

			　なにかが俺の身体を支えた。

			　おそらくユエルが、倒れこみそうな俺の身体を支えようと頑張っているんだろう。

			　でも、ユエルの腕力では、もう倒れる寸前までいってしまった俺を止めることはできない。

			　俺は、そのままユエルを巻き込んで床に倒れこんだ。

			「あいたたた……」

			　頭に鈍い痛みはあるが、ユエルを押しつぶしたような感覚はない。

			　適当に手をついてみたが、なんとか自分で自分の身体を支えることはできたようだ。

			「ごっ、ご主人様がっ、ごごご、ご主人様がっ……わ、私の上にっ……！」

			　どうやら、ユエルを下敷きにしたような体勢らしい。

			　……もしかしたら、ユエルが頭を打ってしまったかもしれない。

			　声をかけて、無事の確認をしてみる。

			「ユエル、大丈夫か？」

			「わっ、私は大丈夫です！　わ、私は、私はいつでも大丈夫です！」

			　大丈夫そうだ。

			　いつでも大丈夫というのはちょっとよくわからないが、とりあえず大(おお)怪(け)我(が)はしていなさそうだ。少し安心した。

			「あっ、じっ、実況。実況するんでした。えっと、今、裸の私の上に、裸のご主人様が覆(おお)い被さっています。も、もう触れてしまいそうなぐらい、近い距離です。す、すごくドキドキしています」

			　……全然安心できない。

			　そんなところを実況しろとは言ってない。

			　状況の報告はともかく、心情の告白までは求めていない。

			「ちょ、ちょっとあなた、な、なにやってるの!?」

			「お、押し倒したのっ!?　ユ、ユエルちゃんを、今押し倒してるの!?」

			　状況がよくわかっていなかったエリスたちも、今の実況で理解したらしい。

			　これはいけない。

			「タオルもはだけてしまっていて、ご主人様は何も着ていません。す、す、すすす、すごいです……すごいです……」

			　なにがすごいというのか。

			　この状況でくっきりはっきり見えるのは、夜目の利くユエルだけだ。

			　俺には何がどうなっているのか、さっぱりわからない。

			　でも、ユエルは絞り出すような声で、すごいです、すごいですと繰り返している。

			「は、恥ずかしくて、顔が熱いです。でも、すごく嬉しいです」

			　耳にささやくような、ユエルの声が聞こえた。

			　……というか、これ、本当に耳にささやいている。

			　ユエルの吐息らしきものが、耳にかかる感覚があった。

			　よく見えないが、どうやら本当に近い位置にいるらしい。

			　状況もなんとなくしかわからないが、とにかく離れないとまずい気がしてきた。

			「わ、悪い、ユエル。今どくから」

			　俺は今、両手と両ひざを地面についている姿勢だ。

			　おそらく、ユエルは俺の手と手、足と足の間にすっぽり入っている形になっているんだろう。

			　ユエルを跨ぐように、急いで腕と足を移動させる。

			　――その瞬間。

			「うおおぁ！」

			　ぬるっと手が滑った。

			　焦っていたせいか、体重移動に無理があったらしい。

			　支えを失った体は、そのまま真下に落下する。

			　反射的に肘(ひじ)をついて勢いを殺すことには成功したが……今のは危なかった。

			「シ、シキ様……やはりシキ様の趣味は……私に反応しなかったのも、やはりシキ様が幼女趣味だから……」

			　そうして悪戦苦闘していると、聖女がなにやら結論づけようとしている声が耳に入った。

			　でも、それは酷(ひど)い誤解だ。

			　俺が、聖女に反論しようと口を開く。

			　すると、

			「ご、主人様と裸で密着しています！」

			　ユエルが叫んだ。

			「ご主人様が、上から私に乗っています！　ぎゅって、密着しています。筋肉がごつごつしています。たくましいです。とても温かい、ご主人様の体温を感じます」

			　そして、心の底から嬉しそうに、そう言うユエル。

			　そういえば、身体の下になにかぷにぷにとした感触がある。

			　どうやら、さっきのでユエルを本当に下敷きにしてしまっていたらしい。

			　ユエルは何か勘違いでもしているのか、俺の背中に両手をまわし、きゅっと力を入れている。

			「ユ、ユエル、待て！　今のは手が滑っただけ、手が滑っただけだ！」

			　これは、さすがに弁明しなければ、風評以前にユエルが何をするかわからない。

			　誤解を、全力で解きに行く。

			「……ちょっと前、私の胸を偶然を装って触った時も同じことを言ってたわ」

			　エリスが言う。

			　確かに、そんなこともあったかもしれない。

			　……エリス、結構セクハラのことを根に持ってるな。

			　でも、今それ言うのはやめて。

			　本当にやめて。

			「シ、シキ!?　本当なの!?　だ、駄目だよそれは！　さすがにユエルちゃんだけは駄目だよ！」

			　ルルカが、エリスの言葉を真に受けて騒ぎ出す。

			　そして、ざばざばと水音が鳴った。

			「ひ、ひゃああああ！」

			　それから、悲鳴と何かが地面に転がる音。

			　……たぶん転んだな。

			　ろくに見えないのに無茶するから。

			「ルルカさんがお風呂から出て、石(せつ)鹸(けん)を踏んで転びました。床の上で、尻(しり)もちをついています。持っていたタオルが、お風呂の中に落ちてしまいました」

			　ユエルが、ルルカの状況も冷静に説明してくれる。

			　やっぱり転んだのか。

			　……でも、それはつまりルルカは今、完全に全裸ということなのだろうか。

			　ルルカが全裸で、床の上で、尻(しり)もちをついてるということなのだろうか。

			　見えないんだけど、声の方向に目をこらしても、なにも見えないんだけど。

			「ご主人様が、尻(しり)もちをついた裸のルルカさんをじっと見つめています」

			　目を凝らしてルルカの方を見ようとしていると、それもユエルが実況する。

			「え、えぇ!?　ちょ、ちょっと、見ないで！　見ないでよ！」

			「み、見えてないから！」

			　駄目だ。

			　視線を向けるとユエルに実況されてしまう。

			「エ、エリスさんも、ルルカさんも、こっちに視線を向けています！　は、恥ずかしいですけど、ご、ご主人様が今お望みならっ……見られていても、私は大丈夫です！」

			　そして、そんなユエルの言葉。

			　よく目を凝らしてみると、目の前にユエルの顔がある。

			　どうやら、暗闇に少し目が慣れてきたらしい。

			　ユエルの顔は、俺の目と鼻の先。

			　ほんの数センチのところで、浅く荒い呼吸を繰り返しながら、俺をじっと見つめていた。

			「前に、聖女様がエリスさんに言っていたこと、私も聞いていました。サキュバス対策に、とても有効な方法があるって。ご主人様の、せ」

			「ユ、ユエル、もう何も言わなくていい！　実況も必要ない、も、もう目が慣れたから!!」

			　時間が経ったせいか、床がわずかに見えるようになった。

			　こ、これだけ見えれば、なんとか脱衣所から出ることはできるだろう。

			「よ、よし、早く騎士たちと合流するぞ！」

			　俺は、ユエルの声をかき消すように、そう叫んだ。

		

	
		
			第９話　執念

			　

			「あ、お姉ちゃん！　シキさんと一緒にお風呂に入ったのを見たって聞いたから、急いできたんだけど……」

			「ア、アリア!?」

			　脱衣所から出ると、俺たちを探していたらしい数名の騎士が、ちょうど脱衣所の前にやってきたところだった。その中には、アリアの姿もある。

			「なんか、聖女様とか他の女の子と一緒に入っていったって話だったけど……本当だったんだね……」

			　こんなにすぐに場所を特定できたのは、聖女と風呂に入ったことが噂(うわさ)にでもなっていたかららしい。

			　エリスは俺と一緒に脱衣所から出たところをアリアに見られて恥ずかしいのか赤面しているけれど、別に特に誰と何があったというわけでもない。

			　ユエルもいたし、結局今回もサキュバスに途中で邪魔された形になったわけだし。

			　助かったは助かったんだけど。

			「はぁ、お姉ちゃんがそれで良いっていうんなら、私は何も言わないけどね……」

			　でも、そのあたりをいちいち説明するのも恥ずかしい。

			　とりあえず、無視して流すことにする。

			「そ、それにしても、よくこの暗闇の中で移動できたな」

			　もう、外は暗くなっている。

			　騎士たちは松明を持って移動しているが、あんなものを持っていたらすぐにライトイーターとかいう魔物が寄ってきそうなものなんだけど。

			「ライトイーターは明かりに寄ってきますから。こう、近づいてきたところをバッサリやっちゃえばいいんです。シキさんでもできますよ」

			　できませんよ。

			　でも、ちょうどアリアのそばにいる騎士が、猛スピードで松明に近づくライトイーターをバッサリとやった。

			　どうやら、騎士なら普通にできる芸当らしい。

			　俺がユエルなら、「さすが騎士様です！」とか言いそう。

			　ユエル自身もやればできそうなのが怖いけど。

			「ひ、ひぎぃいいいいいいいい！」

			　――不意に、サキュバスの悲鳴が、屋敷に響き渡った。

			　……おそらく、他の騎士もすでに態勢を立て直しているんだろう。

			　サキュバスは、魔法か矢の直撃でも食らったのかもしれない。

			　サキュバスも多少は頭を使ったようだが、やはり俺と聖女がこの屋敷にいる限りは、そうやすやすと俺たちに近づくことはできなさそうだ。

			「どうやら、屋敷の西側に向かってサキュバスを追い立てているようですね。私たちも急ぎ向かいましょう」

			　そうして気を抜いていると、なぜか聖女がそう促(うなが)した。

			「俺たちが行って大丈夫なのか？」

			「もうサキュバスを逃すわけにはいきません。シキ様がいれば、サキュバスもそう簡単には逃げないはずですから。もしもの時は、力ずくでもシキ様を取り押さえさせます。問題はありません」

			　……どうやら、聖女は俺を餌にして、サキュバスが逃走する可能性を下げるという判断をしたらしい。

			　力ずくより、エリスあたりがサキュバスと色気で勝負する展開の方が良いんだけど。

			　サキュバスの土俵で、ぜひフェアに戦ってほしい。

			　まぁ、実際に攫(さら)われたら洒落にならないし、そこは仕方がないのかもしれないが。

			「ご主人様は、私が必ずお守りします！　ご主人様の、勇者ですから！」

			「勇者って……あの聖書の勇者？　かわいらしい勇者だね。でも、ユエルちゃんなら本当になれちゃうかも」

			　張り切るユエルに、アリアがそう返す。

			　まぁ、ユエルとアリアがいれば、確かにサキュバス一人を相手に後れをとるようなこともないだろう。

			　他に大勢の騎士もいるわけだし。

			　ここでサキュバスを逃し、聖女が失脚したりでもすれば、そっちの方がまずいかもしれない。

			「私、サキュバスと戦うのは、あんまり気が進まないんだけど……」

			　エリスだけが、俺を見て恥ずかしそうにそう呟(つぶや)いた。

			　

			「ま、窓が凍ってる！　ま、窓が凍ってるうううう!?」

			　領主の屋敷の、大会議室。

			　大勢の騎士が集まれるようにか、かなり開けたつくりをしたその部屋に、サキュバスは閉じ込められていた。

			　窓はすべて氷の魔法でふさがれ、唯一の出口には大勢の騎士。

			　一目見てわかった。

			　もう、これは詰みだろう。

			　さすがに、騎士も三度目とあっては逃がすつもりがないようだ。

			「撃て撃て！　もうあいつは逃げられない！　正確に狙いをつけて、確実に撃ち落とすんだ！」

			「おい、もっと矢を持ってこい！　あの羽を射(い)貫(ぬ)け！　機動力を削げ！」

			「い、いやああああ!!　出して、ここから出してえええ!!」

			　部屋がそこそこ大きいせいか、飛び回るサキュバスになかなか攻撃が当てられていないようだが、もうサキュバスは逃げられない。

			　相当な数の矢を射られたのか、すでに天井が剣山のようになってるし。

			　羽にもいくらか穴があいてしまっている。

			　ろくな戦闘能力もないサキュバスにあの氷漬けの窓は破れない。

			　あとは時間の問題だ。

			　俺がここに来る必要も、なかったかもしれない。

			　サキュバスの逃げる気をなくすもなにも、そもそもサキュバスには逃げる手段が残っていなかった。

			　というか、俺が操られてしまう可能性がある分だけ、逆にまずい気がする。

			　サキュバスの逃走を防ぐために部屋に入ったが、ここまで完璧に閉じ込めたなら、逆に出ていた方が安全だろう。

			「これなら、俺は出ていた方が良いな」

			　そして、入ったばかりの部屋から出ようとすると、

			「っ……！　まだ、まだ希望はぁぁあああ！」

			　目ざとく俺の姿を見つけたサキュバスが、赤い瞳(ひとみ)で俺を見た。

			　……やばい。

			　そう思った瞬間。

			　足にわずかな衝撃があったと思うと、一瞬、平衡感覚がなくなる。

			「シキさん、大丈夫ですよ。絶対にシキさんを操らせたりしませんから。将来のお兄ちゃんですしね」

			　何があったのかと思えば、いつの間にか地面に押し倒されていた。

			　なんとか首を捻って見てみると、アリアが腰の上に座るようにして、俺を組み敷いている。

			　動こうとしても、腕を綺(き)麗(れい)に極められ、ろくに動けそうにない。

			　警察に逮捕された容疑者みたいな格好だが、これなら確かに操られたりはしないだろう。

			　でも、これはこれでやばい。

			　サキュバスに欲望を操られるということは、女性の感触とか、そういうものにすごく敏感になってしまうということなのだ。

			　アリアは、今、俺を文字通り尻(しり)に敷いている。

			　駄目だ。妹はヤバイ。

			　エリスの妹に劣情を抱くのは、本気で駄目だ。

			　心頭を滅却するべきだ。

			　気を逸らす材料を探すため、視線を彷徨(さまよ)わせる。

			「ご主人様、大丈夫ですか？　いたくないですか？」

			　すると、欲望を操られている俺のすぐ目の前に、ユエルがちょこんと座った。

			　そして、俺の顔を至近距離から覗き込む。

			　組み敷かれ、腕を極められた俺を心配しているんだろう。

			　不安げな表情をした幼いユエルが、視界のほとんどを埋める。

			　――俺は全力で目を閉じた。

			「ユ、ユエル、俺のことはいい。サキュバスを、サキュバスの方を警戒してくれ」

			　でも今回は、欲望を操られている感覚はあるが、なぜか割と理性が残っている。

			　おそらく、サキュバスが集中できていないのだろう。

			　今も、すごい数の矢を射かけられている真っ最中だし。

			「わ、私は邪神様を！　邪神様を復活させるまで、死ぬわけにはっ……！」

			　アリアに拘(こう)束(そく)されたまま、サキュバスの声を聞く。

			　……しかし、本当にしぶといな、あのサキュバス。

			　すでに数分は騎士の放つ矢の嵐を掻い潜り続けている。

			　この時代に復活した邪神の使徒は、ダルノーによって復活させられたサキュバス一体のみだ。

			　いくら粘ったところで、援軍も助けも来ることはないんだけれど。

			　でも、サキュバスはよほどその邪神を復活させたいらしい。

			　執念の感じられる動きで、ギリギリで矢を避け続ける。

			「ご主人様、何か気配がします！」

			　そんな中、ユエルがそう叫んだ。

			　それと同時に――轟(ごう)音(おん)が鳴った。

			　衝撃に一瞬目を閉じる。

			　再び目を開けると、凍った窓のひとつが窓枠ごと吹き飛んでいた。

			　アリアが、俺を解放して剣を構える。

			　俺も、立ち上がって身構えた。

			「な、なんだ!?」

			「今のは……魔法か!?　いったいなぜっ……！」

			「ま、まずい！　早く窓を、窓を塞(ふさ)げ！　サキュバスが逃げるぞ！」

			　サキュバスは、一瞬困惑した様子だったが、どうやらこの機を逃すつもりはないらしい。

			「こ、これなら、逃げられるっ！」

			　窓に向かって、一直線に飛んでいく。

			「う、撃て！　絶対に逃がすな！」

			「ひっ、ひぃ！」

			　騎士からの矢がサキュバスに飛ぶが、サキュバスは器用に身体を捻り、間一髪でそれを回避。

			　そして、全速力で窓から外へと逃げていく。

			「あの爆発はなんだったんだ！」

			「い、今すぐサキュバスを追(つい)撃(げき)するぞ！　今ならまだ追いつける可能性もある！」

			　さっきまでは、完全にサキュバスを討てる状況だったのに、一発の魔法がすべてをひっくり返してしまった。

			　あと少しだったという悔しさからか、焦った騎士の一部が、追(つい)撃(げき)のために急いで部屋から出ていく。

			　……でも、今部屋から出るのは、おそらく間違いだ。

			　ユエルが、ピクリとも視線を動かさず、割れた窓をじっと注視している。

			　サキュバスは、確かに逃げた。

			　追う必要があるのは間違いない。

			　……けれど、あの窓の向こうに、サキュバスを逃がした何者かがいるのも、間違いない。

			「ご主人様、来ます！」

			　破れた窓から、いくつかの黒い影が、飛び込むように部屋の中に入ってきた。

			　――速い。

			　影は、三つ。

			　そのすべてが、部屋に入ってから一直線に聖女のもとへと駆けていく。

			　……暗殺者。

			　そんな単語が、脳(のう)裏(り)をよぎった。

			「っ……聖女様をお守りしろ！」

			　サキュバスのことで焦っていたのか、騎士の反応が遅れた。

			　手に短刀を持った、三人の女。

			　それが、目で追いきれないほどのスピードで聖女に接近していく。

			「近づけさせません！」

			　真っ先に動いたのは、アステルだった。

			　アステルが、暗殺者の一人の足を切り付ける。

			　暗殺者はそのまま転倒し、足が止まった。

			「っ……！」

			　それに続くように、ユエルが、暗殺者を切り付けた。

			　暗殺者が、急に平衡感覚を失ったかのように横転する。

			　おそらく、即効性の麻(ま)痺(ひ)毒でも塗ってあったんだろう。

			　二人目が、無力化された。

			「う、おおおおおお！」

			　最後に残っていた暗殺者に、騎士の一人が横から飛びついた。

			　そのまま、暗殺者を巻き込んで倒れこむ。

			　これで、三人目。

			　すべてが無力化された。

			　一瞬は驚いたが、さすがにこの警備の中ではそうそう暗殺なんてできるわけがない。

			　けれど――暗殺者が倒れこむ直前。

			　その暗殺者の手が、大きくブレたのが見えた。

			　反射的に、聖女と暗殺者の間に手を伸ばす。

			「シ、シキ様っ!?」

			　わずかな衝撃の後、焼けるような痛みが腕に走った。

			　確認すると、腕に深々とナイフが刺さっている。

			　……どうやらあの暗殺者、倒れこむ直前に、聖女に向けてナイフを投(とう)擲(てき)してきたらしい。

			「シ、シキ!?　だ、大丈夫!?」

			「ディスポイズン！」

			　ルルカが慌て、エリスは解毒の魔法を発動した。

			　エリスはおそらく、毒を警戒したんだろう。

			　俺はそのままナイフを引き抜き、エクスヒールを発動した。

			　……教会で一度ボコボコにされたせいか、血を見てもあまり動揺しなくなってしまった気がする。

			「シキ様、大丈夫ですか!?」

			「あぁ、大丈夫だ。問題ない」

			　聖女が、驚いた表情で俺の目を見る。

			　……これはナイフを投げられて驚いたというのもあるだろうけれど、俺に庇(かば)われたことに驚いている、そんな表情だ。

			「わ、私は、シキ様に庇(かば)われる理由なんて、なにも……」

			「かつての聖人は、人類を守るほどの英雄だったんだろ？　この程度のこと、気にするな。それよりも、こいつらはいったいなんなんだ？　フィリーネを狙っていたのは、間違いなさそうだけど」

			　実際には嫌な予感がして、反射的に身体が動いただけだったんだが。

			　あと、本当はちょっとは気にしてほしい。結構痛かったし。

			　ユエルの前だから、格好はつけておくけど。

			「っ……！」

			　聖女が、一瞬面食らったような表情をした。

			　結構ポーカーフェイスだから、この表情は初めて見た気がする。

			　けれど聖女は、すぐに表情を切り替えた。

			「そうですね、まず間違いなく、私を狙った暗殺者でしょう」

			　そして、麻(ま)痺(ひ)した女暗殺者の一人に近づくと、おもむろに服を脱がせ、その胸元をまさぐり始めた。

			「お、おい、何を……っ！」

			　一瞬見えた肌に目を奪われそうになるが……そこに見覚えのあるものがあった。

			　赤く発光する、幾何学的な紋様。

			　……あれは、奴(ど)隷(れい)紋(もん)だ。

			　発光しているということは、今も効力が続いているはずだ。

			「……やはり、奴(ど)隷(れい)紋(もん)ですね。あの動き……おそらく、過去に暗殺の経験がある犯罪奴(ど)隷(れい)をどこかから連れてきたのでしょう。言葉も話せないように、命令されているようです」

			　命令されていた。

			　つまりは、命令した人物が、どこかにいるということだ。

			「い、いったい、誰がこんなことを」

			　エリスが、誰に言うでもなく呟(つぶや)いた。

			「私を狙う人物は多いのですが……このやり口、それにこの時期に私を狙うとすれば……奴(ど)隷(れい)商人組合かもしれません。シキ様を利用するのに、私が邪魔だと判断したのかもしれませんね」

			　そういえば、聖女は奴(ど)隷(れい)商人に利するようなことはしないようにと言っていた。

			　俺を利用したかった奴(ど)隷(れい)商人としては、確かに聖女は邪魔な存在だろう。

			　まさか、このタイミングで来るとは思わなかったけれど。

			「しかし……また逃走を許してしまう結果になりました」

			　聖女が呟(つぶや)く。

			　なんのことかといえば、サキュバスのことだろう。

			　あの暗殺者のせいで、サキュバスは外へと逃げてしまった。

			　おそらく、あれだけ死にかければ、たとえ石化が進行してもこの屋敷に寄りつこうとは思わないだろう。

			　そうなれば、サキュバスを討(とう)伐(ばつ)することは難しくなる。

			　後日石化したサキュバスを発見しようにも、どこに行ったかすらわからない状況では、時間がかかる。

			　サキュバスの死が確認できないということは、それは聖女が失脚する危機は続いているということだ。

			　これは、大分まずい展開かもしれない。

			　聖女が失脚すれば、聖女の身の安全が確保できない。

			　それに、俺は今、この聖女をそこそこ信用している。

			　聖女が地位を失うと、俺も身の安全を守る上で、不都合が生じる。

			　俺は、ここの領主と聖女に貸しをつくり、教会やこの街の戦力を味方につけるつもりだった。

			　俺がそんな思考を巡らせていると、聖女はなにか思案気な顔で、俺に聞いてくる。

			「……その、シキ様は、私のことをどう思われますか？　……お嫌いだったりは、しませんか？」

			　なんだ突然。

			　少し考えてみる。

			　弱者救済のために動いている、意志の強い神官。

			　聖人の血筋で、責任感が強い。

			　孤児に優しく、実際に元孤児だったアステルにも慕われている。

			　最初は俺が自分の実力を隠したかったこともあって敬遠していたが、実力がバレてしまった今となっては、特にそうでもない。

			「別に、嫌いではないけど……どうしたんだ？」

			「……そうですか。シキ様にご迷惑はかけられませんし、あまり使いたくはなかったのですが……どうやら保険を使うことになりそうです。申し訳ありません」

			　……保険？

			　聖女の言っている意味がわからず首を傾げていると、ちょうど痩せこけた禿頭の男が部屋に入ってくるのが見えた。

			　聖女が着ているような、特徴的な神官服を着ている。

			「……司教様。このような時間に、なんの御用でしょう」

			　誰かと思ったが、こいつが王都の司教だったらしい。

			　確かこいつは、奴(ど)隷(れい)商人組合との関わりが疑われているとか、聖女が言っていたな。

			　奴(ど)隷(れい)商人が関わっていると思われる暗殺者の襲撃で、サキュバスは逃げた。

			　そして、サキュバスが逃げることで聖女が失脚した場合、それで得をする人物はといえば……。

			　こいつも、さっきの襲撃に一枚噛んでいる可能性はないだろうか。

			　おそらく、聖女も同じことを考えていたのだろう。

			　聖女も、証拠がないことを言うつもりはないらしいが、厳しい表情で司教を見ているし。

			「聖人様にぜひ一目お会いしたく、少し前からお屋敷に滞在させていただいていたのですが、騒がしかったもので、何事かと思いまして……おお、あなたが聖人様でしたか。メディネ教神官の一人として、お会いできて光栄です」

			　うやうやしく、俺に向かって礼をする司教。

			　しかし、狙いすましたようなタイミングだ。

			　サキュバスが逃走した直後にここにやってくるなんて。

			　もう少し後なら、聖女が騎士に口止めをして、サキュバスの襲撃自体をなかったことにできた可能性もわずかにあったかもしれないのに。

			　ほら、訓練していただけだとか言って。

			「あぁ」

			「おや、お取込み中でしたかな？」

			　倒れこんだ暗殺者を見て、そう言う司教。

			　どこか、白々しく感じられるのは気のせいだろうか。

			　説明を促(うなが)すように、司教は聖女に視線を向けている。

			「ええ、つい先ほどまで、サキュバスと……暗殺者の襲撃がありまして」

			「ほぉ！　ようやくサキュバスを討(とう)伐(ばつ)できたのですか！　それは素晴らしい！」

			　まるで、討(とう)伐(ばつ)できて当然。

			　そんな雰囲気で、司教は聖女に言葉を返す。

			　聖女の顔が、露骨に苦み走ったのが見えた。

			「……いえ、サキュバスには逃走を許してしまいました」

			「な、なんとっ……！　そ、それはっ……！」

			　そう答えて瞑(めい)目(もく)して俯(うつむ)く聖女に、司教は大げさに驚いた。

			「これはいけませんな。……こうも何度もサキュバスを逃がしてしまわれると、聖女様は実はサキュバスの仲間、邪神教徒だと言う人間だって出てきかねませんぞ。……いえね、私がそう思っているというわけではなく、そう言う人間も出てくるかもしれないというだけですが」

			「き、貴様っ……せ、聖女様をっ……！」

			　司教の暴言ともとれる発言に、聖女のそばにいたアステルがいきり立つ。

			　けれど、聖女はそれを視線で制す。

			　司教はアステルのことなど構いもせずに、話を続けた。

			「この責任は、どうとられるおつもりですか？」

			　暗に、責任をとれと言っているんだろう。

			「今は、サキュバスの討(とう)伐(ばつ)に全力を尽くします」

			「聖女様、それでは納得しない者も出てきます。いかがでしょう。サキュバスの討(とう)伐(ばつ)も、聖人様のお世話も、一度私に任せてはみませんか。このままでは、あなたの信頼にも関わってくる」

			「聖人様のお世話も、引き続き私が行います」

			　聖女は、司教の追及に頑なな態度で答える。

			　どうやら、司教に譲歩するつもりはないらしい。

			　まぁ、譲歩されてこんな禿げ頭に世話をされても困るけど。

			　司教が、深いため息をついた。

			「聖女様、そのようなわがままを言われては」

			　司教は、聖女を諭すような声を出す。

			　どうやら、この機会に聖女から何らかの譲歩を引き出すのが、司教の狙いらしい。

			　――けれど、聖女は司教の言葉をさえぎった。

			「私は聖人様と、もう一緒にお風呂に入る仲です。婚約も、近日交わすことになっております。あくまで聖人様の妻の一人として、ですが。……ですから、聖人様は、私がお世話をするのが適切でしょう。サキュバスの討(とう)伐(ばつ)も、もちろん責任をもって続けていくつもりです」

			　衝撃的な言葉で。

			「こ、婚約っ!?」

			　司教が、驚きの声をあげる。

			　俺も驚いた。

			　というか、初耳なんですけど。

			　司教は焦った表情で、周囲を見渡す。

			　聖女のブラフ、その可能性を考えたのだろうか。

			「そういえば、聖人様と一緒にお風呂に入ったって聞いたな」

			「聖女様が、生で胸を揉(も)まれているところを見たやつもいたってよ」

			「聖人様も手が早いなぁ。でも、そこまで聖女様にしているなら責任はとるか」

			　騎士が噂(うわさ)する。

			　聖女からやったことなのに、なぜかいつの間にか俺がやったことになっている。

			　なぜだろう。

			　これが人望の差ってやつなんだろうか。

			　というか、責任？

			　とらないといけないんだろうか。

			　いや、ハーレムで、その一人としてなら、別にまぁ、駄目じゃないんだけど。

			　聖女も美人ではあるし。

			　……聖女が言っていた「保険」。

			　その言葉の意味が、ようやくわかった気がする。

			　この聖女は、俺という存在を盾に、教会に自分の存在を認めさせるつもりだ。

			　――俺の圧倒的な治(ち)癒(ゆ)の力。

			　それは、俺が本気を出せば教会の存在意義すら霞めてしまうほどの、絶対的なものだ。

			　例えば俺が、この国のすべての街を行脚し、街全体に治(ち)癒(ゆ)魔法をかけて回ると言えば、教会は大半の仕事を失ってしまう。

			　それに教会としては「聖人」という名前を無視できない。

			　聖人は神の使徒、存在そのものが、神の意志とすら言えるからだ。

			　聖女は俺と教会を繋ぐパイプに自らがなることで、自らの地位を揺るぎないものにしようとしているんだろう。

			「こ、この売女(ばいた)が！」

			　騎士の噂(うわさ)を聞いて、聖女の言うことが真実だと思ったのか、顔を赤くして聖女を罵倒する司教。

			　司教なんて立場の人間が、そんな言葉を使っていいのか。

			　でもまぁ、まだサキュバスが復活して一週間程度。

			　聖女と知り合ったのも、ミスコン前の会話を除けばそこからだ。

			　それで、今一緒に風呂に入って婚約も考えているとなると、確かに早すぎる。

			　清(せい)廉(れん)さが求められる神官という立場にあっては、なおさらだろう。

			「なんとでも言ってください」

			「くっ、くうぅっ……！」

			　司教も、ここまで早く聖女が俺と接近しているとは思っていなかったのだろう。

			　顔を真っ赤にして、悔しそうに唸っている。

			　聖女は、そんな司教を一(いち)瞥(べつ)すると、俺を見た。

			　そして、わずかに申し訳なさそうな顔をすると、俺に耳打ちする。

			「ご迷惑をおかけして、申し訳ありません。でも私も、聖人様のことは嫌いではありません。以前にも言った通り、エリス様や、他の妻を含めたうちの、一人としてで良いのです。……ですからどうか、ふつつかものですが、よろしくお願いいたします」

			　エリスとルルカで悩んでいたら、なぜか聖女と結婚することになった。

			　これはさすがに予想外だ。

			　いや、よくよく考えれば、聖女はサキュバスを追い返した時に、報(ほう)酬(しゆう)として自分を差し出しても良いとか言っていた。

			　あの発言がそもそも、この展開を狙ったものだったのかもしれない。

			「け、けっこん……！　シキが、結婚……？」

			「やられたわ……」

			　ルルカは茫然としている。

			　エリスは、聖女の狙いがわかったのか、頭に手を当ててため息を吐いた。

			　でも、ここで俺が聖女との婚約を「存在しない」と言えば、聖女は失脚し、俺は教会側の後ろ盾を失うことになる。

			　俺には、この婚姻を否定することができない。

			　それに聖女に、できることがあれば協力するって言っちゃったし。

			　これはさすがに予想外だけど。

			「わ、私は!?　私はどうなるの!?」

			「確か、妻の一人でも良いって、そう言ってたわよね……」

			　ルルカが混乱し、エリスは以前、サキュバスを撃退した時に聖女が言っていた言葉を反(はん)芻(すう)しているように見える。

			　一瞬聖女に騙(だま)されたような気もしたが……でも、聖女は「妻の一人で良い」と言った。

			　地位ある人物と結婚したことで、ハーレムという単語は切り出しやすくなった気もする。

			　これはこれで……ありなのかもしれない。

			　そう、今日のことを思い返してみると、この選択肢はありなのだ。

			　エリスとルルカの二人で争われると、もう俺にはどうしようもなかったし。

			　……というか、おそらくエリスはもう気づいている。

			　ちょっと嬉しそうな顔を滲(にじ)ませてしまった俺を見て、深いため息をついているし。

			　おそらく、これから俺がやむなく聖女と結婚することになってしまったことを利用して、エリスやルルカに重婚を申し込む、そんな展開を察したんだろう。

			　俺をジトッとした目で見るエリスから、視線を逸らす。

			「ん……？」

			　――不意に窓の外を見ると、一瞬、向こうの空に、黒い影が見えたような気がした。

			　けれど、それは闇に溶けるように消えて、正体を確かめることはできなかった。

		

	
		
			第10話　王都

			　

			　ライトイーターをひき連れたサキュバスの襲撃から、二週間が経った。

			「シキ様、結婚式用の指輪のサンプルを発注してみたのですが、これでいかがでしょうか」

			「し、仕事が早いな」

			　あれから、平穏な日常が過ぎていた。

			　色々と解決しないといけないことはあったが、緊急を要する問題は、俺と聖女の婚姻という手段が大半を解消してくれた。

			　特に王都の司教による聖女失脚の危機がなくなったのは大きい。

			　司教はあの後すぐに王都に戻り、聖女の失態を鑑み、聖女の大司教位を剥(はく)奪(だつ)するための発議をするとのことだった。

			　でも、おそらくそれは失敗に終わるだろう。

			　俺との婚姻関係がある限り、教会は聖女を切ることができない。

			　ということで今は、領主の屋敷の一室で、その婚姻のための準備をしていた。

			「きれいね……」

			「なんていうか、洗練されてるねー」

			「ご、ご主人様、すごくきれいな指輪です……」

			　エリス、ルルカ、ユエルが、聖女の差し出した指輪を見て呟(つぶや)いた。

			　――あの衝撃的な婚約宣言。

			　エリスもルルカもその後聖女に抗議をしたが、俺と聖女の婚姻がなくなると聖女は失脚の可能性が高まり、俺も自分の身を守るための教会側の後ろ盾を失うことになる。

			　サキュバスの逃走を許してしまった現状では、聖女と俺は、今後を考えればどうしても結婚しなければならない。

			　そう聖女が説明すると、エリスもルルカも、結婚する必要性があるということは理解してくれた。

			　……でも、エリスもルルカも、俺を聖女に横からかっさらわれた形になる。

			　そんな憤(ふん)懣(まん)冷めやらぬ二人に聖女が提案したのは――それなら、エリスもルルカも一緒に俺と結婚すればいいということだった。

			　聖女は巧みな話術でそれを二人に勧めると、なぁなぁで俺が全員と結婚するという流れに持っていった。

			　重婚に抵抗のありそうだった二人が比較的簡単に折れたのは、やはり、俺と最初に結婚することになったのが聖女だったからだろう。

			　エリスがルルカに、ルルカがエリスに負けるのなら諦(あきら)めもついたのかもしれないが、聖女は完全にマークすらしていなかったダークホースだ。

			　突然横からもっていかれて、それで終わりというのは嫌だったのかもしれない。

			　どう切り出していいかわからなかったハーレムが、聖女のおかげで実現できそうになっている。

			　おそらく、これも教会の闇を渡り歩いてきた聖女の、深(しん)謀(ぼう)遠(えん)慮(りよ)なのだろう。

			　結果的に、俺の望んだ光景がここにはあった。

			　味方につけると、こんなに頼もしいとは。

			「これで良さそうでしょうか」

			「あぁ、いいんじゃないか？」

			「それでは取り急ぎ、四点用意させていただきますね」

			　聖女は、俺やエリスたちの反応を確認すると、そう言った。

			　四点。

			　それは、俺と、エリス、ルルカ、そして聖女の分だ。

			「四つ……」

			　ユエルが、指をひとつ、ふたつ、みっつ、よっつと折りながら、俺、エリス、ルルカ、聖女に視線を向ける。

			　すごく寂しそうな表情をしている。

			　……でも、残念ながら、ユエルの分はない。

			　これは、結婚指輪だ。

			　さすがに、まだ幼いユエルのような少女と結婚をすることはできない。

			　聖人といえども批判は免(まぬが)れないし、俺自身、ユエルのような幼い少女と結婚することには抵抗がある。

			　いくらハーレムといっても、まだ無理だ。

			　悲しそうなユエルには申し訳ないが、もし結婚することがあるとしても、最低数年は待ってもらうことになるだろう。

			「四つ……本当に重婚なのよね」

			　エリスがため息を吐く。

			　……エリスはしぶしぶ重婚を了承したものの、たまにこうしてやりきれなさそうな雰囲気を出す。

			　おそらく、一夫一妻で、あの治療院で子供は二人で、みたいな理想の夫婦像なんかがあったんだろう。しかし、そんなエリスの呟(つぶや)きに、ルルカが返す。

			「なんか、私はもうこれでいいかなーって思えてきちゃったな」

			「っ……!?」

			　エリスは、ルルカも自分と同じ意見だと思っていたのか、少し驚いた表情だ。

			　もしかして、俺が重婚することをフォローしてくれるんだろうか。

			　さすがはルルカだ。

			　俺は信じていた。

			「だってさ、私、最近思うんだ。シキと二人で結婚するとするでしょ？　そうすると、シキは絶対にどこかで私の目を盗んで浮気すると思うんだよね。だって、シキすごくエッチだし。ちょろいし。サキュバスに誘惑されちゃうぐらい、理性弱いし。おっぱいが目の前にあると、後先考えないし」

			「……そ、それはそうだけど。だからってそんな……！」

			「ほら、だから、一人じゃ駄目なら二人で監視すればいいんだよ。二人で交代しながら、シキが浮気しないように見張れば、ね？」

			　フォローが飛んでくるかと思ったら、暴言が飛んできた。

			　べつにちょろくない。

			　ちょ、ちょっとだけおっぱいに弱いだけだ。

			　あとユエルの前で、そういうことを言わないでほしい。

			　誤解を招くから。

			「それにさ、誰かひとりと結婚するってなったら、それはもういろんな人に婚約宣言しちゃった聖女様でしょ？　それはやっぱりいやだなーって」

			　エリスが、そのルルカの言葉を聞いて目を伏せた。

			　おそらく、二人にとって、重婚を了承した一番のポイントはやはりそこなのだろう。

			　当の聖女はといえば、そんな二人を眺めながらニコニコしているけれど。

			　肝が太すぎる。

			　エリスは、考えるような表情のまま動かない。

			　……やっぱり、一夫一妻じゃないと駄目とか言われたりするんだろうか。

			　聖女との婚姻は、割と本気で今後のために必要なんだけど。

			　あと、エリスとルルカの二人と結婚するのにも、都合が良いし。

			　エリスに妻は自分ひとりじゃないと絶対に結婚しないとか言われたら困ってしまう。

			　……そうしたら、俺はエリスを選んでしまうかもしれないからだ。

			　けれど、エリスは顔をあげると「仕方ないわね」といった雰囲気で言った。

			「……ちゃんと、私のことも見てくれるならいいわ。私は、やっぱりあなたのことが好きだから」

			「あ、あぁ、それは大丈夫だ」

			　めっちゃ見る。

			　というかすでに、目の届くところにいるなら、だいたい目で追っている。

			　それは今更という話だ。

			　まぁ、エリスが言っているのはそういう意味じゃないのかもしれないが。

			　でも、他に女性がいくらいたところで、俺がエリスから興味を失うことはおそらくないだろう。

			　もう結婚したい。

			　いや、結婚するんだった。

			　話がまとまったのを感じたのか、聖女が指輪をしまい、立ち上がる。

			　忙しい身だし、またこれからやることがあるのかもしれない。

			「……そういえば、暗殺者の件ですが、ようやく奴(ど)隷(れい)商人の一人が情報を吐きました。犯行への協力を自白しましたので、これで決着がつけられると思います」

			　聖女が、ついでとばかりにサラッと報告してくる。

			「自白？　……どんな手を使ったんだ？」

			　聞き流しそうになったが、暗殺への協力を自白させるってすごいな。

			　どういう経緯なのかはわからないが。

			「特別なことは何もしていませんよ。ただ、金のために人を殺そうとするような人は、少し自分の身に危険が迫れば簡単に組織を裏切るというだけのことです。これでもう、この街の奴(ど)隷(れい)商人組合は確実に壊滅させることができるでしょう。ダルノーの搾取もなくなりましたから、これからはこの地域も福祉、公益施設に大きく寄付金を回すことができます」

			　何をしたのかは聞かない方がよさそうだ。

			　あと奴(ど)隷(れい)商人組合、壊滅するのか……。

			　結構、でかい組織だと思うんだけど。

			　この聖女は敵に回してはいけない、はっきりとそう思う。

			　……もし俺がダルノーの後釜として、このあたりを担当する大司教になったとしても、搾取だけはしないようにしよう。

			「そういえば、サキュバスの方はどうなんだ？　まだ見つからないのか？」

			　暗殺者の件を聞いて思い出した。

			　あれから、サキュバスに関してはなんの音沙汰もない。

			　どこかの教会を襲撃したという話も聞かなければ、どこかで目撃されたという話もない。

			　そして、石化したサキュバスを発見した、という報告もまだなかった気がする。

			「はい。……もしかすると、石化して川や湖の底に落下したのかもしれません。そうであれば、発見は非常に困難です」

			「そうか」

			　やはり、見つかってはいないらしい。

			　頭痛の種にでもなっているのか、片手を額に添える聖女。

			　でも、見つからないものはどうしようもないんだろう。

			　人を使って、時間をかけて探していくしかないわけだし。

			「それでは失礼します。後で、部下が指輪のサイズを測りに来ると思いますので、よろしくお願いしますね。あぁ、お二人はドレスの採寸をしますので、先にそちらをお願いします」

			　そして、聖女は連絡事項だけ告げると、部屋から出て行った。

			　エリスとルルカも、それを受けて部屋から出ていく。

			「……」

			　そして、きゅっと自分の服を握りしめ、俯(うつむ)いているユエルだけが、部屋に残った。

			　

			　エリスたちが去った後、俺は聖書を読んでいた。

			　この聖書、邪神と人類の戦争以外にも、教会の戒律や偉人についてのエピソードがちりばめられていて、かなり分厚い。

			　いまだに最後の方が読めていないが、さすがに聖人ともてはやされ、このあたりの大司教になるかもしれない人間がこれを読んでいないのでは話にならない。

			　早めに読破しようと集中して聖書を読んでいると……いつの間にか、夜中になっていた。

			「ユエル、そろそろ寝るか。今日はもうやることもないしな」

			「……はい、ご主人様」

			　ユエルは、さっきからどこかぼーっとしている。

			　聖書を読みながら視界の端に捉えてはいたけれど、ずっと呆けたように、一人床を眺めていた。

			　やはり、結婚の件を気にしているようだ。

			　ユエルだけが、仲間外れのような扱いになっているし。

			「あー……」

			　どうにかしてやりたい気もするが……でも、やはりユエルは幼すぎる。

			　それに、子供のうちはいくら好き好きと言っていても、大人になって視野が広がって冷静になったらそうじゃなくなるかもしれない。

			　そうなった時、俺はユエルに後悔してほしくない。

			　俺は、幼いユエルにとって親のような存在なのかもしれないのだ。

			　ユエル自身が大人になり、しっかりとした判断力がつくまでは、そもそもそういう話を考えること自体が倫理的に駄目だろう。

			　……けれど、悲しそうなユエルを見るのは、やはり心が痛む。

			　なにか良い感じの言葉をかけたい。

			　ユエルが泣かなくて、ふわっと誤(ご)魔(ま)化(か)せて、前向きな感じの。

			「そうだユエル。聖書に書いてあったんだが、実は、かつての聖人が使っていた魔法の触媒はあの杖だけじゃないらしい。あの杖と同じぐらいの効果がある、伝説級の魔法の宝剣があるんだそうだ」

			「魔法の宝剣、ですか？」

			「あぁ、そうだ。ユエルが本当に勇者といえる実力になったら、教会に借りに行ってみよう。ユエルは魔法が少し使えるし、いつかきっとすごい魔法使いに、そして剣士になる。ユエルが持つのに、ちょうどいいんじゃないかと思ってな」

			　そんな宝剣を教会がホイホイと貸してくれるかどうかは知らないが、ここはユエルの気持ちを逸らすことが優先だ。

			　ユエルが本当にそんな実力を持つとすれば、きっとその時ユエルはもう大人になっているだろうし。

			　たぶん、実際に借りられなくてもそこまで悲しんだりはしないだろう。

			「ご主人様の、勇者として……」

			　ユエルが、俺の言葉を反芻するように呟(つぶや)いた。

			　でも、その雰囲気は……暗い。

			　聖人が使っていた格好いい宝剣とか、ちょっとは子供心をくすぐれるかと思ったが、どうやら駄目らしい。

			　頭が俺の結婚のことでいっぱいなのかもしれない。

			　前にハーレムにすると言ったら喜んでいたし、ユエルがここまで落ち込むとは思わなかったんだけど。

			　でもやはり、自分一人だけまだ結婚できないという現実を目の前に突きつけられるのは違うんだろう。

			　おそらく理屈じゃない。

			　一人だけ違うという疎外感みたいなものは、どう自分を納得させても感じてしまうはずだ。

			　……ここはもう、アレでいくしかないようだ。

			「……ユエル、大きくなったらだ。ユエルはまだ幼い。結婚とか、そういうのは大人になってから考えればいい。別に、焦る必要はどこにもないんだ。そうだろう？」

			　必殺の呪文。

			　おとなになったらね。

			　これを唱えると、ユエルを将来への期待感で誤(ご)魔(ま)化(か)すことができる。

			　しかも、それっぽいことは言ったが、結婚しようとは明言していない。

			　ユエルが大人になるまでの数年の間に心変わりしても対応できる、曖(あい)昧(まい)仕様だ。

			　前も、これでユエルとの関係を先送りにした実績がある。

			　ユエルならこれで「大人になったら結婚できる」、そんな幸せな将来に思いをはせて、今エリスたちと俺が結婚することを頭から消してくれるだろう。

			　と、思っていたんだが、

			「ぅ……」

			　ユエルの瞳(ひとみ)に、じわりと涙が溜まる。

			　ユエルは、耐えきれないとばかりに小さく喉を鳴らすと、ぷるぷると震え始めた。

			　……ま、前はこれでなんとかなったのに。

			　どうしてだ。

			　前と何が違うんだ。

			　どうしよう。

			　これで駄目なら、俺はどうすればいいんだろう。

			　――と、そんなことを考えていると。

			　気まずい空気を打ち破るように、扉をノックする音が響いた。

			「シキ様、少しお時間よろしいでしょうか」

			「あ、あぁ」

			　聖女の声。

			　そして、聖女は俺の返事を聞くと、扉を開けた。

			「こんな夜分遅くに申し訳ありません。ですが……少しまとまった時間が取れましたので、シキ様には、強引に婚姻を推し進めてしまったことのお詫びをさせていただこうかと思いまして。……お邪魔でしたでしょうか？」

			　部屋に入ってきた聖女が、そんなことを言う。

			　しかし助かった。

			　もうどうユエルを慰(なぐさ)めていいのか、わからなかったところだ。

			　前は「おとなになったら」でなんとかなったし、今回も誤(ご)魔(ま)化(か)せると思ったんだが。

			　とりあえず、話を逸らすことはできた。

			「別に構わない。どうした？　お詫びって、なにかくれるのか？」

			「僭(せん)越(えつ)ながら、夜(よ)伽(とぎ)を務めさせていただこうかと思いまして」

			　そっちに逸らすのは駄目だ。

			　本当に駄目だ。

			　もう帰ってほしい。

			「っ……」

			　ほら、ここに今にも泣きそうなユエルがいるだろう。

			　あー、あー……ユエルが今の聖女の発言で打ちのめされているのが、見ていてすぐわかる。

			　夜(よ)伽(とぎ)を今にも始めそうな聖女と俺の婚約者という関係と、今は奴(ど)隷(れい)と主人というだけのユエルと俺の関係。

			　それを今の聖女の言葉ではっきりと再認識したのか、ユエルの表情がどんどん悲しそうな顔になっていく。

			　……そして、自分がいると邪魔だとでも思ったんだろうか。

			　ユエルが、無言でとぼとぼと部屋から出ていこうとする。

			　いつものユエルなら「お手伝いしますか？」とか聞いてきそうなものなんだけど、どうやらもう完全に意気消沈してしまっているらしい。

			　これまでのはともかく、妻と夫、その親密な関係に奴(ど)隷(れい)の自分が割り込むわけにはいかないと考えているのかもしれない。

			　別にそこまで親密でもないんだが。

			「あ、あー、フィリーネ。ま、また今度にしないか？　い、今はちょっとな……ほら、わかるだろ？」

			「私は、ユエルちゃんと一緒でも構いませんよ」

			　そこは構えよ。

			　俺が構うんだよ。

			　……というか、子供が理不尽な目に遭うのは駄目とか言ってなかったかこいつ。

			　あくまで理不尽な目に遭うのが駄目というだけで、合意の上なら良いとか言うつもりなんだろうか。

			　そういえば、俺がユエルを奴(ど)隷(れい)にしていることについては、なにも突っ込まれていないし。

			「ご、ご主人様、い、いいんですか……？」

			　ほら、ユエルが反応しちゃった。

			　いや、ユエルはどちらにせよ引き留めるつもりだったけど。

			　悲しんでいるユエルを外に放り出して、聖女と夜(よ)伽(とぎ)をするつもりなんてなかったし。

			　むしろ聖女を外に出して、一晩中でもユエルの頭を撫(な)でて慰(なぐさ)めるつもりだった。

			　でも、どうするんだよ、この状況。

			　捨てられた子犬のような表情で俺を見るユエル。

			　ここで駄目だと言ったら、俺がユエルを突き放すような形になってしまう。

			　今不安定な状態のユエルに、それだけは、絶対にできない。

			　俺はただユエルを悲しませたくないだけなのに、なぜここまで苦悩しなければならないのか。

			　――そうして、俺が苦悩していると。

			「せ、聖人様！　こちらに聖女様は、聖女様はいらっしゃいませんか!?」

			　ドタバタと廊下を走る音がしたと思うと、部屋の外からそんな騎士の声が聞こえた。

			　こんな深夜に珍しい。

			　どうやら、相当慌てているようだ。

			「はい、私は確かにここですが……後にしてはもらえませんか？　今は取り込み中ですので」

			　聖女が、騎士に断りを入れる。

			　けれど、それに騎士は即座に返した。

			「緊急の用件です!!」

			　切羽詰まったような、荒い声。

			　深刻な雰囲気を感じ取ったのか、聖女が扉に近づいていく。

			「……なんの用件でしょう」

			　聖女が、扉を開ける。

			　聖女の肩越しに、騎士の顔が見えた。

			　――表情は、蒼白。

			　カタカタと震え、強く動揺しているのがはっきりとわかる。

			　その騎士の様子だけで、間違いなく、悪い報告だということを察した。

			　――けれど騎士の報告は、俺の想定を、遥かに超えたものだった。

			「お、王都がっ、王都が陥落したとの報せがありました！　サ、サキュバスにより、邪神が復活させられたそうですっ……!!」

		

	
		
			第11話　邪神

			　

			「なっ……お、王都が陥落した!?」

			「じゃ、邪神が復活っ……!?　そ、それに、サキュバスが生きていたっ……!?　く、詳しくお願いします！」

			　邪神が復活。

			　しかも、石化しているはずのサキュバスによって……？

			　さっきまで夜(よ)伽(とぎ)がどうとか言っていた聖女も、血相を変えて騎士に説明を求めている。

			「しょ、詳(しよう)細(さい)は不明ですが、王都から来た騎士の証言によると……突如王都に現れた邪神は、王都に結界魔法を仕掛け内外の出入りを封じると、すぐに王都を離れ、このメルハーツに向けて進撃を開始したとのことですっ……！」

			「こ、この都市に向かっているのですか!?　しかも、設置型の超大規模結界魔法を使った!?　ほ、本物の邪神ということですか!?」

			　大規模結界魔法。

			　……聖書の中で、邪神が一度使っているところを、読んだことがある。

			　確か巨大な紋様を地面に描き、その範囲の中と外の空間を断絶させる魔法だ。

			　設置に時間を要するものの、一度発動すればその効果は絶大。

			　邪神が解除するまでは誰にも解くことのできない、非常に厄介な魔法だったはずだ。

			　でも……その復活した邪神が、王都を封(ふう)鎖(さ)し、この迷宮都市に向かっている……？

			「ど、どういうことだ……？」

			　――疑問が、どんどん湧いてくる。

			　まず、サキュバスは石化したんじゃなかったのか？

			　この迷宮都市から王都までは、ドラゴンでも数日かかる距離だ。

			　この前見た石化の進行具合を鑑みるに、どうやっても王都になんて、辿り着くことはできなかったはず。

			　以前聖女も、エクスヒールが使える神官は、このあたりには俺と自分しかいないと言っていたし。

			　それに、どうして邪神の復活なんていうことを許してしまったのか？

			　王都でも、邪神の封印には厳重な警戒が敷かれていたはずだ。

			　もし魔物を引き連れてサキュバスが襲撃しても王都であれば簡単に陥落はしないし、単身で突っ込んでもそう簡単にどうにかなる警備ではないだろう。

			「……な、なぁ、王都には邪神だけじゃなく他の邪神の使徒の宝玉もあったんだろ？」

			「はい、数か所に分散し、厳重な警備のもと保管していたはずですが……」

			　そして、なぜ王都を結界で封(ふう)鎖(さ)するなんていう中途半端な状態で、この迷宮都市に進撃してきているのか？

			　王都を押さえられたら、その国はもう国としての役割を果たせない。

			　それに、他の使徒の封印の宝玉だって、王都をしらみ潰しに探せばいくつか見つかるはずだ。

			　それなのに、そこをわざわざ離れてまで、すぐにこの迷宮都市に進撃するメリットが、俺にはよくわからない。

			「邪神はサキュバスと共に魔物を集めながらこの迷宮都市に進撃し……す、すでに、あと二日の距離にまで迫っているとのことです。……それに邪神は、王都の安全を保障する代わりに、聖人様をお一人で目の前に連れてくるように要求しているとっ……！」

			「シ、シキ様を引き渡せとっ……!?　っ……そ、そういうことですかっ……」

			「なるほどな……王都は人質ってことか……」

			　騎士の発言で、一つの疑問が解消できた。

			　王都をわざわざ結界魔法なんかで封(ふう)鎖(さ)したのは、俺への取引材料にするためか。

			　……おそらく、邪神は確実な勝利を狙ってきているんだろう。

			　唯一邪神に対抗できる可能性のある聖人を、最速で、そして無抵抗で殺すために王都を人質にし、この迷宮都市に進撃する。

			　従わなかった場合、その結界内部で大規模魔法が炸(さく)裂(れつ)するとか、そういう仕掛けになっているに違いない。

			　多分、王都から来た騎士というのも、邪神が伝令役にするために、わざと逃がしたんだろう。

			「ご、ご主人様はっ……ご主人様は、私がお守りします！」

			「俺を邪神に引き渡す」、そんな言葉を聞いたからか、ユエルがナイフを抜いた。

			　そして、俺を守るように騎士や聖女との間に割って入る。
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			「お、落ち着いてください！」

			　刃物を出してきたユエルに、聖女が慌てる。

			　いつの間にか、聖女とユエルの間にアステルも割り込んでいた。

			　ナイフを向けあう、ユエルとアステル。

			　一触即発、そんな雰囲気だ。

			「シ、シキ様をみすみす引き渡すつもりはありません！　聖人であるシキ様がいなくなれば、人類は邪神に対抗する術(すべ)を失います。シキ様を引き渡して、本当に王都が無事に返ってくるのかもわからないのです。そ、それにそもそも、情報が本当なのか、その確認が先です」

			「ユエル、俺は大丈夫だ、安心しろ」

			　ナイフを構えたユエルの手を掴み、俺の後ろに下げる。

			　ついでに後ろ手に頭も撫(な)でておく。

			　……実際、聖女は邪神に俺を差し出したりはしないだろう。

			　少なくとも俺抜きでは、サキュバスとその魔物の軍勢だけでも勝てるかどうか、かなり怪しい。

			　すでに隔離され、人質とされてしまった王都は、人類全体のことを考えれば今は見捨てるべきだ。そして聖女は、王都の大司教という立場であっても、おそらくそういう思考ができるタイプだ。

			　……ユエルのサラサラした髪を撫(な)でていて、一つ思い浮かんだ。

			　サキュバスが邪神を復活させたと聞いて、ずっと考えていた。

			　サキュバスは、どうやって石化を治療したのか。

			　――そして、一人、治療できそうな人間を見つけた。

			「なぁ……もしかして、サキュバスを治療したのは、あのハゲ司教なんじゃないのか？　あいつがエクスヒールを使えたなら、サキュバスを治療してわざと逃がすことで、フィリーネの失脚を狙ったとか、その可能性もあるんじゃないか」

			　このあたりには俺と聖女しかエクスヒールが使える人間はいない、と聖女は言っていた。

			　でも、その後にこの都市にやってきた、あの司教なら。

			　あの司教なら、サキュバスを治療することができたかもしれない。

			　サキュバスも、あのライトイーターを引き連れた襲撃の後、すぐに逃げずに、近くで機を窺(うかが)っていたとしたら。

			　聖女と、司教の会話を聞いていた可能性がある。

			　サキュバスの真骨頂は、人の欲を見抜き、利用すること。

			　……あの時に、聖女に対して憤(いきどお)っていた司教に、狙いをつけたのかもしれない。

			「た、確かにサキュバスを治療する動機はあるのかもしれませんが……あの司教は、ハイヒールがせいぜいです。とても、石化を治療することは……」

			　聖女が、困惑したように言う。

			　どうやら見当違いだったらしい。

			　聖女を陥れるために、あの司教がサキュバスをわざと治療し、逃がしたのかと思ったんだが。

			　そう思っていると、隣から声がした。

			「ご主人様、ハイヒールでも、石化を治すことはできると思います」

			　ユエルだ。

			　ハイヒールでも、石化を治せる？

			　ハイヒールを使うと、石化の進行を遅らせたりできるということだろうか？

			　そんな話は聞いたことがないけれど。

			「私がサキュバスで、ご主人様が邪神だって考えたら……ご主人様を復活させるためなら、私はやると思います」

			　ユエルが、痛ましげな表情で言った。

			　その、辛そうな表情で気づいた。

			　――いや、でも、まさか……。

			「私なら、足を切り落として、ハイヒールで足を再生させます」

			　そしてユエルが、そう言い切った。

			　……もしかして、自分とサキュバスを重ねてしまったんだろうか。

			　ユエルは、わずかに悲しそうな表情をしている。

			　まぁ、あのサキュバスも、自分の主人のために頑張っているという点では、ユエルに似ているところがある。

			　見た目もちょっと似てるし。

			　でも、実際には聖書の時代に人類を何千何万と殺している邪神の使徒だし、共感とか同情はしてほしくないんだが。

			「石化した足ごと石化部分を排除し、ハイヒールで足の欠(けつ)損(そん)を治療……そ、それであれば、あのサキュバスが生存していても、おかしくはありません……ですが、たしかサキュバスの石化は大分深くまで……あの襲撃の時点で、胴体部分まで達していてもおかしくないほどでしたが……」

			　聖女が、少し肩を震わせた。

			　……足を切り落とすというのは、言うほど簡単なことじゃない。

			　自分の肉体を自分で傷つけるというのは、相応の覚悟が要る。

			　しかも、あのサキュバスの場合は、足の付け根、本当に根元の根元から切らなければ、石化部分を切り離すことはできなかっただろう。

			　……いくら生命力のある邪神の使徒といえど、胴体すれすれの根本から足を切り落とせば、死ぬ可能性もある。

			　サキュバス自身が治(ち)癒(ゆ)魔法を使えるわけでもないし、自分の足を落としても、必ずもとに戻るという確証はどこにもない。

			　治療してもらえなければ、今度は出血で死ぬことだって考えられた。

			「……執念だな」

			　何がサキュバスをそうまでさせるのかはわからないが、どうしても邪神を復活させたかったのだろう。

			「司教が協力したのであれば、王都の邪神の封印へたどり着くことも容易だったでしょう。……おそらく、シキ様の時のように、使徒にするとでも言われて、騙(だま)されたのかもしれません。あの司教はプライドの高い人間ですから……私に負けたままでいることは、世界が滅ぶよりも耐えられないことだったんでしょう……」

			　聖女が、残念そうにそう言った。

			　……サキュバスにとって、あの司教を身内に置いておく理由はない。

			　俺とサキュバスほど能力の相性が良ければともかくとして、あの司教は少し治(ち)癒(ゆ)魔法が使えるただの神官だ。

			　おそらく、騙(だま)されたんだとすれば、もう生きてはいないだろう。

			　ハイヒールまでは使えて、そこそこ程度には魔力があるようだし、邪神復活のための生贄にされた可能性もある。

			「聖女様」

			　難しい顔をしたまま俯(うつむ)く聖女に、騎士が促(うなが)した。

			　邪神は、すでにこの迷宮都市に迫っているし、事態は一刻を争う。

			　早く指揮をとってくれということだろう。

			「……今は後悔している場合ではありませんね。私は王都からやってきたという騎士に、事情を聞いてまいります。その後、領主様と相談し……おそらく、また周囲の都市から援軍を呼ぶという形になるでしょう。シキ様は、今はこの部屋で待機するようにお願いします。……アステル！　あなたは城壁の警備をしている騎士に、注意喚起をしてきなさい。何か異常を発見したら、すぐに報告するようにと」

			　そして、そう言うと、聖女は急いで部屋を出て行った。

			　

			　

			　部屋にいるように言われてしまった。

			　……おそらく、俺が外に出ると、色々不都合なんだろう。

			　王都に肉親や友人がいるやつも、かなりいるだろうし。

			　王都を見捨てるという判断は、そう簡単に下せるものではないはずだ。

			　聖女は邪神に俺を擁して立ち向かうつもりなんだろうが、しばらくは、この都市としての意志を統一することも難しいかもしれない。

			「ご主人様……大丈夫でしょうか……」

			　部屋の外を慌ただしく駆け回る騎士が気になるのか、ユエルが不安そうな顔で聞いてきた。

			　……正直、大丈夫か大丈夫じゃないかと言えば、全然大丈夫じゃない。

			　今から援軍を呼んだところで、どれだけの騎士を集められるのか。

			　おそらく、前回の半数にも満たない騎士を集めるので精いっぱいだろう。

			　王都を人質に取られている今、すでに王手飛車取りぐらいはかけられていると考えていい。

			「大丈夫だ。ユエルは何も心配する必要はない」

			　でも、とりあえず安心させておく。

			　まだ負けたわけでもないし。

			　少ない騎士でも、俺の治(ち)癒(ゆ)魔法があれば、邪神とサキュバスを返り討ちにすることもできるかもしれない。

			「とりあえず、できることからやっておくか」

			　聖書に手を伸ばす。

			　……サキュバスの実力はよくわかっているが、復活したという邪神の実力は、正直まだよくわからない。

			　魔法が得意だとは書いてあったんだが、何ができるのか、どんな弱点があるのか、そういった実戦で使えそうな知識は、まだ読んだ範囲にはあまり出てきていない。

			　把(は)握(あく)しておく必要があるだろう。

			　パラパラと、聖書をめくってみる。

			　――見つけた。

			　邪神と、かつての聖人の、決戦の瞬間だ。

			　見開きのページに、杖を掲げた聖人と、勇者とおぼしき女性剣士の挿絵が描かれている。

			　どうやら、使徒や魔物が近隣の大都市を攻略している最中に、一万の大軍勢を率いた聖人が、孤立気味だった邪神の本陣に突撃したという状況らしい。

			　詳しく読んでみると、聖人は大軍勢の揺動隊と、自身が率いる少数精鋭の奇襲隊の二つに分けて、それぞれ逆方向から邪神を攻撃したようだ。

			　揺動隊は見晴らしの良い平原側から一直線に邪神に向かい、奇襲隊は、森に隠れながら邪神に気づかれないように接近していったと書いてある。

			　けれど、その次の文章を読んで、俺は目を疑った。

			「っ……!?」

			　――数分と経たずに、揺動隊は壊滅した。

			　一万近い兵士の軍団は、邪神の大規模攻撃魔法の直撃を受けて、一撃で半壊。

			　散開しながら生存兵が邪神に突撃するも、あまりにも広範囲を破壊しつくす攻撃魔法になす術(すべ)もなく全滅。

			　いくつものクレーターと、舞い上がる土煙だけがその場に残ったと書いてある。

			「攻撃系の、大規模魔法か……」

			　攻撃魔法以外にも、邪神は王都に張ったような、結界の魔法も使える。

			　……大規模魔法のエキスパート。

			　そんな言葉が相応しいだろう。

			　俺があらゆる魔法を使えるようになったらおそらくこうなる、という感じの魔法使いのようだ。

			　――完全に、俺の上位互換だなこれ……。

			　でも、そんな邪神も、かつての聖人は封印した。

			　希望をもって、読み進めていく。

			　聖人率いる奇襲隊は、土煙に紛れて邪神に近づくと、そのまま邪神との接近戦に突入したらしい。

			　聖書には、数ページにわたって勇者と邪神の壮絶な斬り合いのシーンが書かれている。

			　でも、その中で魔法を使っている様子はない。

			　……邪神の弱点の一つがわかったかもしれない。

			　大規模魔法を使う邪神の弱点は、接近されることだ。

			　敵に懐深くまで接近されれば、自分を巻きこむ可能性のあるような魔法は使えない。

			　なるほどな。

			　不意を突いての奇襲、そして、相手に魔法を使わせずに懐まで潜り込めれば、接近戦で勝機はあるということか。

			　まぁ、魔法使いなんてそんなものだろう。

			　近づいてしまえば、どうということはない。

			　けれど、ページをめくると。

			　――勇者が、邪神に切り捨てられていた。

			　何か、邪神が有利になるような魔法を使ったというわけではないようだ。

			　ただ純粋な剣技で、その時代最強と呼ばれていた剣士である勇者を倒したらしい。

			「マジかよ……」

			　近接戦闘まで最強クラスか……。

			　これは、確かに邪神と呼ばれるだけはある。

			　邪神には、遠距離でも、近距離でも、勝ち目はなさそうだ。

			　なぜ聖人が邪神を封印できたかと言えば、その勇者が切り捨てられた瞬間の、一瞬の隙を狙って封印の魔法を打ち込んだかららしい。

			　――読んだ内容を勘案する。

			　味方の頭数をそろえて邪神と正面から戦えば、大規模攻撃魔法で甚大な被害が出ることは間違いない。

			　勝率は、おそらく高くないだろう。

			　不意打ちをしようにも、その時代最強の剣士でさえ後れをとるほどの剣技を持っている。

			　そうやすやすと成功はしないはずだ。

			　……これは、駄目じゃないか？

			　かつての聖人の戦い方は、今の俺たちには再現できない方法だ。

			　封印魔法なんて、直撃させれば一発で勝ちみたいな魔法を俺は持っていない。

			　それに、一万を超えるような大軍勢を、揺動に使い捨てるような作戦は、物量的にも、心理的にも厳しいだろう。

			　聖女は、おそらくサキュバスの時のように騎士を集めて、俺に治(ち)癒(ゆ)魔法を使わせる、そういうやり方でなんとかするつもりだろう。

			　……でもおそらく、それは難しい。

			　邪神の大規模魔法を相手に、俺の治(ち)癒(ゆ)魔法は無力だ。

			　貧弱な人間の肉体なんて、治(ち)癒(ゆ)魔法を使う間もなく蒸発してしまう。

			　大規模魔法を使われたら、その範囲内にいた騎士を救うことは俺でもできないだろう。

			　大規模魔法を使われない範囲まで接近しようにも、サキュバスがいる。

			　サキュバスの引き連れた魔物の群れが、騎士の進軍を妨害するはずだ。

			　邪神の大火力相手に、治療が間に合うわけがない。

			　万一近づくことができたとしても、邪神自身が最強クラスの剣士だ。

			　まず勝ち目はない。

			　……でも、その邪神は、もうすでにあと二日の距離にまで迫っている。

			「ご主人様……」

			　俺の顔色が相当酷(ひど)かったのか、ユエルが声をかけてきた。

			「あ、あぁ、大丈夫だ。こ、この都市には俺がいる。ユエルが心配する必要はない」

			　とりあえず誤(ご)魔(ま)化(か)すが、やはり大丈夫じゃない。

			　せめてサキュバスと邪神が別々にいてくれればなんとかなるんだが。

			　サキュバスの魔物の軍勢が邪神のそばにいると、どうしても奇襲ができない。

			　邪神を倒すには、不意を突く以外の方法はないだろう。

			　……どうやっても、打開できる気がしない。でも、考えるのを諦(あきら)めるわけにはいかない。

			　邪神に勝てないということは、エリスやルルカ、そしてユエルもが危険に晒され続けるということだ。

			　どうにか、どうにかしないといけない。

			　そう考えていると、いつの間にか喉がカラカラになっていた。

			　水を飲もうと、アイテムボックスに手を突っ込む。

			　そして、ある物に手が触れた。

			　ハッと気づいた。

			　――邪神を倒す方法、見つけてしまったかもしれない。

			　俺が「一人で」邪神のもとに向かえば、これが使えるかもしれない。

			　この方法なら、騎士が無駄に犠(ぎ)牲(せい)になることもない。

			　俺一人で、すべての片がつく。

			　勝利の可能性。

			　それが頭に浮かんで、わずかに腰が浮く。

			　でも、その浮いた腰を、きゅっと引っ張る感触があった。

			「ご主人様……ご主人様は、必ず私がお守りします。どんなことがあっても、必ずお守りします。……だから、一人で行ったりはしないでくださいね？」

			　ユエルが、まるで俺の心を読んだかのようにそう言った。

			　俺に後ろからしがみつくようにして、小さく震えている。

			「ユエル……？」

			　どうしてそんなことを言うのかと驚いたが……おそらく、あれだろう。

			　……ユエルは、魔法の練習で俺の魔力が暴走しそうになった時、その場にいた。

			　そして、その魔力の暴走には、山ひとつ消し飛ばしてしまうような、凄(すさ)まじい威力があるとも聖女が言っていた。

			　俺が、その魔力の暴走で、邪神と相打ちにでもなろうとしているように見えたのかもしれない。

			　……でも、俺は自爆なんてやり方はしない。

			　死にたくはないし。

			　まだエリスともルルカともやることをやってない。

			　それに、ユエルを一人残すようなことになれば、絶対にユエルは泣くだろうし。

			　俺が死なずに、騎士も死なせない。

			　そして、邪神を倒すための最善手と思われる方法をとるだけだ。

			「……当たり前だろ。一人で行って、俺に何ができるっていうんだ。それに、俺はすごく臆病な人間だからな。そうそう邪神の前に一人でなんて行けないさ」

			「ご主人様は、誰かを助けるために、何度も自分の命を危険に晒してきました。すごく立派で、とても、とても勇敢な人です」

			　そう返すと、ユエルがぎゅっと強く俺の服を握って言う。

			　絶対に離さない、そんな意志を感じた。

			「大丈夫だ。俺はちゃんとユエルのそばにいる」

			　まぁ、行くんだけど。

			　おそらく、この作戦の勝率はかなり高い。

			　しかも、このタイミングだからこそ、成功する確率が非常に高い。

			　今を逃せば、邪神に勝つことはできなくなるかもしれない。

			　そうなれば、俺はいずれ邪神に殺されるだろう。

			「……本当ですか？」

			「本当だ。ユエルのご主人様が、嘘をついたりするはずがないだろう？」

			　ご主人様は嘘をつかない。

			　俺はこれまで、ユエルの前だけでは、清(せい)廉(れん)で、優しくて、尊敬できるご主人様で通してきた。

			　ユエルなら、そう言えば信じてくれるだろう。

			「ユエル、聖女から声がかかるまで、仮眠でもとっていよう。いつ何があるかわからないからな」

			　そして、俺はユエルにそう言うと、ユエルと一緒に布団に潜ることにした。

		

	
		
			第12話　嘘

			　

			　穏やかな寝息が、部屋に響く。

			　深夜ということもあってか、ユエルはすぐにぐっすりと眠ってしまった。

			　やはり、まだ子供ということだろう。

			　……子供は、夜はしっかりと寝るべきだ。

			　ユエルを起こさないように、布団から抜け出る。

			　そして、極力音をたてないように、ゆっくりと部屋の扉を開けた。

			「ご主人様、どこへ行くんですか？」

			　瞬間、背後から声がした。

			　……布団から抜け出た時に、起こしてしまったのだろうか。

			　でも、これは少しまずいな。

			　ユエルを連れていくわけにはいかないし。

			　とりあえず、誤(ご)魔(ま)化(か)しておく。

			「あ、あぁ……トイレだよ」

			「ご主人様、私も連れて行ってください」

			　……トイレに一緒についてきて、いったいどうするつもりなんだろうか。

			　お断りしたい。

			「さ、さすがにトイレに一緒に行くのはな……ユエル、少し、部屋で待っていてくれ」

			　けれど、ユエルは俺と扉の間に回り込むと、じっと俺の瞳(ひとみ)を見つめる。

			「ご主人様、このお屋敷の外に出るのなら、私も連れて行ってください」

			　そして、俺を正面から見据えて、はっきりとした口調でそう言った。

			「っ……！　ユ、ユエル!?」

			　……俺の考えは、ユエルにバレていたらしい。

			　そういえば、よく見てみると、ユエルの表情に寝ぼけているような様子はない。

			　……ずっと起きていたのだろうか？

			　で、でも、寝息はしっかり確認したし。

			　もしかして、狸寝入りでもしていたのか。

			　い、いや、それは……。

			　それはつまり、俺の嘘を、ユエルは確信していたということで……。

			「ご主人様、私、ご主人様が私にたくさんの嘘をついていたこと、最近わかるようになったんです」

			「んんんっ!?」

			　そして、衝撃的な言葉が、ユエルの口から発せられた。

			　さ、最近っていつだろう。

			　どの嘘がバレたんだろう。

			　ユ、ユエルの中の俺のイメージは、いったい今どうなっているんだろう。

			　――ユエルが、俺がこれまでついてきた嘘に、気づいていた。

			　邪神を倒すために一人立ち向かおうとしていたが、そんなことは一瞬で頭から消え去った。

			　これまで築き上げてきた、ユエルの中の俺のイメージが危うい。

			　ユエルに、「嘘つきでえっちなご主人様なんて大嫌い」、そう言われてしまったら？

			　……やばい。

			　無理。

			　耐えられない。

			　でも、もし本当に嘘がバレてしまったのなら、そうなって当然だ。

			　ユエルは、清(せい)廉(れん)で潔白でとても優しい理想のご主人様が好きだったんだから。

			　ユエルは、嘘で固めた俺の表面を見ていたに過ぎない。

			「……ユ、ユエル……その、悪かったな。俺はユエルが思っていたような、立派なご主人様じゃない」

			　おそらく、誤(ご)魔(ま)化(か)しても意味がないだろう。

			　これまで、ユエルが騙(だま)されていたのは、ユエルが俺を疑わなかったからだ。

			　俺の嘘は、後で冷静になって考えれば、すぐにわかるようなずさんなものばかりだったし。

			　いつかは気づかれると思っていたが、ついにその日が来てしまったらしい。

			　まぁ、少しの期間でも気づかれていなかったのが奇跡だった。

			　そして……俺が本当はどういう人間なのかを知れば、ユエルはきっと見損なうはずだ。

			　ユエルの目を、正面から見ることができない。

			「いいえ、私のご主人様は、立派なご主人様です」

			　けれど、耳に、ユエルの澄んだ声が響いた。

			　驚いて、ユエルの顔を見る。

			　すると、ユエルは俺の目をしっかりと見据えながら、こう続けた。

			「これまで、おかしいなと思うことはたくさんありました。すごく、すごくたくさんありました。……でも、私はご主人様が嘘をつくわけがないって、きっと無意識に、ご主人様を信じようとしていたんです」

			　すごくすごくたくさんありましたか。

			　例えばなんだろう。

			　エリスに治療院を追い出された理由を黙っていたこと？

			　ルルカの胸を揉(も)んで治療費を値引きしていたこと？

			　それとも、鑑(かん)定(てい)のスキルが使えることを黙っていたことだろうか。

			　いや、トイレに行くと行ってミスコンの会場に潜り込んだあの時のことかもしれない。

			　正直、心当たりはいくらでもある。

			「でも、私、気づいたんです。……ご主人様は、おっぱいが大きい女の人が、本当に、本当になによりも大好きなんだって」

			「そ、そこは気づかないでほしかったな」

			　……まぁ、最近エリスもルルカも一緒にいることが多かったしな。

			　風呂場なんかでは、本当にガン見していたと思うし。

			　逆に、ユエルがそこに気づかないわけがないんだろう。

			「……そう考えたら、ご主人様がいつも何を考えていたのか、どうしたかったのか、なんとなくわかるようになったんです」

			　いつも何を考えていたか。

			　それは、つまりおっぱいだ。

			　俺はいつもおっぱいを眺めては、あのおっぱいを揉(も)むにはどうすればいいだろうとか、そんなことを普段から考えていた気がする。

			　これは駄目だ。

			　ユエルは立派なご主人様だと言っていたが、これでどう立派だと言うんだろうか。

			「ユ、ユエル……確かに、俺はそういう人間だ。……その、ユエルが嫌だというなら、奴(ど)隷(れい)から解放してもいい。今なら、フランあたりが護衛として高給を出してくれるかもしれないしな……」

			　これで、ユエルに好かれるわけがない。

			　ユエルが俺を嫌いだというのなら、ユエルの意志を尊重するべきだ。

			　俺が、ユエルをこれまでずっと奴(ど)隷(れい)としてそばにいさせたのは、あくまでユエルがそれに不満を持っていなさそうだったからだし。

			　金銭的な問題も解消されている今、ユエルを無理に俺のそばに置く必要性はどこにもない。

			　……残念では、あるけれど。

			「ご主人様のことは、嫌じゃありません。嫌になんて、なれるわけがありません。……私はご主人様の嘘に気づいた時、すごく、すごく嬉しかったんですから」

			　――けれど、ユエルの言葉は、想像とは違っていた。

			　ユエルはそう言いながら、俺に微笑(ほほえ)みかける。

			「確かに、ご主人様は私に嘘をついていました。でも……ご主人様が私についた嘘は、私を悲しませないため、私を泣かさないため、私を傷つけないための、優しい嘘ばかりだったと思うんです」

			「っ……！」

			　――優しい嘘。

			　俺には、そんなつもりはなかった。

			　ユエルに嘘をついていたのは、もちろんユエルを悲しませないためでもある。

			　でも、どうして嘘をついたかと言えば、俺の悪いところを隠すためとか、俺のやりたいことをユエルにバレずにやるためだとか、そういう、自分本位な理由だったはずだ。

			「私は、ご主人様に顔を治してもらって、美味(おい)しい料理を食べさせてもらって、ふかふかのベッドで眠らせてもらって、すごく、優しくしてもらって……勝手に、ご主人様に自分の理想を、押し付けていたんだと思います。でも、ご主人様はその理想を壊さないでいてくれました。ただの奴(ど)隷(れい)である私のために、ずっと、私の優しい、立派なご主人様でいてくれようとしていたんです」

			　ユエルはそう解釈したらしい。

			　ユエルの理想を演じていたと言えば聞こえはいいが、俺はただユエルの前で見栄を張るのが楽しかっただけなんだが。

			　……少しはそういうところも、あったのかもしれないけれど。

			「ご主人様は、完璧な人間ではないかもしれません。でもご主人様はそれでも、いつだって、いつだって私のことを考えてくれていました。泣きそうな私を見つければ、必ず頭を撫(な)でて、慰(なぐさ)めてくれました。……私は、そんなご主人様が大好きなんです。勇気があって、格好良くて、そして優しい。そんなご主人様を、私は愛しているんです」

			　……でも、ユエルにとっては、俺の欠点なんてどうでも良いらしい。

			　俺は確かに、よくユエルのことを考えていた。

			　ユエルの尊敬を失いたくなくて、悲しませたくなくて、ユエルのご主人様としてそぐわないことをするたびに、それを誤(ご)魔(ま)化(か)していた。

			　ユエルの理想のご主人様にふさわしい行動をとろうと、普段の自分の行動原理を曲げたことだって、何度もある。

			「絶対にご主人様には危険な目にあってほしくありません。私は、何があってもご主人様と一緒にいたいんです」

			　……ユエルは俺に感謝しているようだが、でも、それは俺だって同じだ。

			　俺がユエルのために理想のご主人様としての行動をとっていたというのなら、俺はユエルがいなければ理想のご主人様としての行動をとることができなかったのだ。

			　ユエルがいなければ、エリスと関係を修復することはできなかった。

			　ユエルがいなければ、街をエリアヒールで救うことだってしなかったかもしれない。

			　そうなれば、俺は今も、こうして聖人なんてもてはやされることは、絶対になかった。

			　ユエルがいなければ、俺は今頃、そのあたりで小悪党でもやっていただろう。

			「私は、ご主人様の勇者です。何があっても、ご主人様を必ずお守りします……だから、私も連れて行ってください」

			　そして、ユエルがもう一度、そう言った。

			　……改めて考えて、よくわかった。

			　俺にとって、本当にユエルは大切な存在だったらしい。

			　ユエルはずっと一緒にいたいと言ってくれたが、俺も今はそう思える。

			　だから、俺はこう答えた。

			「わかった。ユエルが守ってくれるなら、邪神との戦いも安心できる。……一緒に行こう、ユエル」

			「っ……は、はい！　私はご主人様の勇者として、必ずご主人様をお守りします！　なにがあろうとも、絶対にご主人様を守り切って見せます！」

			　ユエルは表情をパァッと明るくする。

			　一緒に行けることが、本当に嬉しいらしい。

			　ぴょんぴょんと飛び跳ねそうな勢いだ。

			　すごくかわいい。

			「さすがユエルだ。頼もしいな」

			　そのまま、頭をぐりぐり撫(な)でる。

			　片方の手――左手で、ユエルの頭を抱きしめるようにしながら、撫(な)で続ける。

			「えへへ……」

			　連れて行ってもらえることが嬉しいのか、撫(な)でられて嬉しいのか、ユエルは小さく声を漏(も)らした。

			　――そして、俺の「嘘」に気づかずに、ユエルは嬉しそうに頭をこすりつけている。

			　ユエルは嘘に気づいたと言っていたけど、この調子じゃ多分全部は気づいてないな。

			　俺がついた嘘のいくつかに気づいた程度で、まだ半分も気づけてないんじゃないだろうか。

			　まぁ、大人になったら自然と気づくことではあると思うんだが。

			　俺がついたのは後で冷静になって考えれば、すぐにわかるような、ずさんな嘘ばかりだし。

			　――そのままユエルを左手で抱きしめながら、アイテムボックスに右手を入れる。

			　取り出すのは、眠り薬。

			　アステルにもらった、副作用がほとんどないという、即効性の睡眠薬だ。

			　そして、それをユエルの頭の上から振りまいた。

			　即座に、自分にだけディスポイズンを発動する。

			　便利そうだから無理を言ってもらってみたが……本当に便利だな、この薬。

			　素早く、気配の察知が得意なユエルだって、これなら完封だ。

			　まさか、これを最初に使うのがユエルになるとは思ってなかった。

			「っ……!?」

			　異様な匂いに気づいたのか、ユエルが俺を、そして俺の手にある小瓶を見つめた。

			　ユエルは驚いた表情をするが、それも一瞬。

			　すぐにユエルは身体から力を抜いて、そのまま俺に倒れこんできた。

			「わ、私は……ごしゅ……を……まも……」

			　眠気に抵抗しながらも、俺に何かを伝えようとするユエル。

			　でも、さすがにこれは意志の力でどうにかなるようなものじゃない。

			　……ユエルは、そのままゆっくりと目を閉じると、穏やかな寝息を立て始めた。

			「悪いな、ユエル。…………俺も、愛してるよ」

			　もちろん、恋愛的なあれじゃないけれど。

			　ほら、家族的なあれだ。

			　一応ユエルの頬(ほお)をむにむにしてみても、何の反応もない。

			　今度こそ、眠ったようだ。

			　眠ったユエルを、そっとベッドの上に運ぶ。

			　――ユエルは「大好きなご主人様だからこそ、危険な目に遭ってほしくない」そう言っていた。でも、それは俺も同じだ。

			　こんなに慕ってくれているユエルだからこそ、絶対に危険な目に遭わせるわけにはいかない。

			　俺は、必ずこの作戦を成功させる。

			　そして帰ってきたら、その時はユエルのことを全力でかまってやろう。

			　俺はそう決意して、部屋から一歩を踏み出した。

		

	
		
			第13話　決行

			　

			　人目から隠れながら、外へ向かう。

			　騎士の話では、邪神はここから二日の距離にいるらしい。

			　おそらく魔物を引き連れたサキュバスの速度で、ということだろうから、馬を使えば一日程度の距離のはずだ。

			　とりあえず、まずは移動手段の確保が必要だ。

			　馬をどこかで拝借しよう。

			　乗ったことはないけれど、乗るだけならなんとかなるだろう。

			「うぉっとっ……！」

			　そう考えながら屋敷の中を歩いていると、目の前の廊下を騎士が通って行った。

			　……別に見つかっても適当に誤(ご)魔(ま)化(か)せそうではあるんだが、トラブルはできるだけ避けていきたい。

			　今いるのは一階だし、外に出た方が見つかりにくいかもしれないな。

			　――窓を開け、外に出る。

			　そして、中庭に出た。

			　窓から漏(も)れ出る明かりを頼りに屋敷の門に向かって歩いていく。

			「夜だから、全然見えないな……まぁ、外に出るぐらいはなんとかなると思うけど……」

			　すると、頭になにかが当たる感触があった。

			　多分、この感じは水滴か何かだ。

			　雨でも降り始めたんだろうか？

			　……鳥のフンじゃなければいいけれど。

			「ったく、なんだよ……」

			　頭を触る。

			　……なんかねばっとしている。

			　なんだこれ。

			　原因を確かめようと、上を向く。

			　――ドラゴンの顔があった。

			「うっ、うおおおぉっ!?」

			　……完全に忘れていた。

			　そういえば、中庭には、ルルカのアースドラゴンがいたんだった。

			　深夜だし、木に寄り添うように佇んでいたせいで、全く気づけなかった。

			「ぐる……」

			　俺を見て、ドラゴンが唸る。

			　しかし……こう改めてみると、このドラゴン、やっぱり怖い。

			　でかいし、牙(きば)も爪もあるし、ブレスも吐くし。

			　これがかわいいというルルカの感性が本当にわからない。

			「かわいー！」って言う自分がかわいいとかいうアレなんだろうか。

			　ルルカは本気でかわいがってそうにも見えたけど。

			「いいか？　動くなよ？　俺はちょっと用事があるんだ。お前になんか構っている暇はないからな」

			　でも、見た目は怖いが、ドラゴンは言葉を理解するはずだ。

			　手をパーの形で突き出して、制止の意思を伝えながらジリジリと距離をとる。

			　――瞬間。

			　その突き出した手に、ドラゴンが噛みつこうとした。

			「ちょっ、待っ……!!」

			　慌てて、その場に尻(しり)もちをついた。

			　ドラゴンの顔が、どんどん近づいて来る。

			　もう、ドラゴンの吐息が、顔にかかるほどに近い。

			　あ、これ、駄目だ。

			　邪神と戦う前に、ルルカのペットに殺される。

			　入念にケアされているのか、ほんのりミントっぽい香りのするドラゴンの吐息が、頬(ほお)を撫(な)でる。

			　そして――ペロリとなめられた。

			　それから、ざらざらとした顔を擦り付けるようにして、顔を小さく揺らし始めるドラゴン。

			「っ……んん……？」

			　これ、違うわ。

			　……なんか、めっちゃ懐かれてる。

			　どうしてだろう。

			　……もしかしたら、俺がユエルに命令して、ドラゴンを助けさせたのを覚えていたんだろうか？　そうだとしたら、なかなか義理堅いやつだな。結構前のことなのに。

			　ユエルさん本人が来たら、どんな懐き方をするんだろうか。

			　……でも、そうだ。

			　馬を探していたけれど、これで探す必要もなくなったかもしれない。

			　こいつの方が、馬よりも絶対速いだろうし。

			「……なぁ、ちょっと乗せていってもらいたいところがあるんだけど……乗せていってくれないか？」

			　ドラゴンに問う。

			　すると、ドラゴンは、肯定するように小さく唸った。

			　

			　強い風が吹き付ける。

			　ルルカが鞍をつけていたおかげで、案外ドラゴンの乗り心地は良かった。

			　片手を放しながらでも乗れるぐらいだ。

			　今度ユエルを乗せてあげたら、多分大喜びするだろう。

			　そうして、ドラゴンの背に乗って、上空数十メートルを飛ぶこと半日足らず。

			　王都の方角に、ようやく黒い塊(かたまり)を見つけた。

			　おそらく、あれがサキュバスの魔物の軍勢だろう。

			　……メルハーツ周辺の魔物と違って、結構強そうな魔物も混じっている。

			　あの中に、大規模魔法を使う邪神もいるはずだ。

			「ここまででいい」

			　高度を下げ、ドラゴンから降りた。

			　すると、ドラゴンは逃げるように去っていく。

			　逃げる理由はわかっている。

			　俺も、ドラゴンを責めたりするつもりはない。

			　そのまま、一人で魔物の群れに向かって、ゆっくりと歩いていく。

			　おそらく、もう向こうも俺の存在に気づいているだろう。

			　……ここで攻撃されたら、一発でアウトだ。

			　俺は、アイテムボックスからあるものを取り出す。

			　それから、それをよく見えるように大きく振った。

			　――すると、魔物の集団の中から、一匹の何かが空を飛んで近づいてくるのが見えた。

			　サキュバスだ。サキュバスは、俺の数メートル先ぐらいまで接近すると、声をかけてきた。

			「本当に一人で来るとはな。しかも、白旗か？　……お前、戦う気はないのか？」

			　……そう、俺が今、手に持っているのは白旗。

			　俺は、戦意がないことをアピールしながら、そのままサキュバスに向かって距離を詰めていく。

			「あぁ、俺にお前たちと戦う気はサラサラない」

			「なんだ……もしかしてお前、追い出されたのか？　邪神様が、王都を人質にとったから？　……あんなの、お前たちが少しの間、仲間割れでもしてくれればいいと思っただけだったんだがな」

			「いや、追い出されたわけじゃない。邪神との戦争についての記録を読んで、邪神と戦っても絶対に勝ち目はないだろうと思ってな。邪神の使徒にしてもらいに来たんだよ。あと、ついでに前に言ってたハーレムを作ってほしい。俺は世界中の美女から選りすぐった、最高のハーレムをつくりたいんだ」

			　サキュバスに、特に攻撃してくる様子はない。

			　俺自身に戦闘能力がないことは、すでにわかっているんだろう。

			　俺がここに一人で来た理由に興味があるのか、俺から数メートルの距離を保ちながら話しかけてくる。

			　攻撃魔法が飛んでくるような気配もない。

			　……作戦の第一段階は突破というところだろうか。

			　俺の存在を認識された瞬間に、大規模攻撃魔法でも撃ち込まれたら、何もできずに終わりだった。

			　もちろん攻撃されないという自信は、あったけれど。六～七割ぐらいは大丈夫だろうと踏んでいたのだ。

			「そ、そうか。まぁ、邪神様の復活も完全ではないからな。これから邪神様の覇業を達成するために、お前は役に立つだろう。邪神様にお伺いを立ててくる。少し待っていろ」

			　サキュバスが、俺の言葉に少しドン引いたような顔をして言う。

			　それから、魔物の群れの方へと飛んで行った。

			　……しかし、やっぱりか。

			　邪神の復活は、完全ではなかったらしい。

			　多分、そうなんじゃないかとは思っていたけれど。

			　大規模破壊魔法を使う邪神は、当然その大規模魔法を使えるだけの膨(ぼう)大(だい)な魔力量を持っている。

			　そんな邪神を復活させるためには、そこらの神官を素体にした程度では不十分だったはずだ。

			　本当に邪神を完全復活させようと思ったら、俺を素体にするぐらいしかないだろう。

			「もしかして、あれが邪神か？」

			　サキュバスが俺と話している間にも、魔物の群れはこちらに向かって進軍していた。

			　目を凝らしてみると、巨大なトロールの上に、小さな人型の影が乗っているのが見える。

			　黒い服を着た、黒髪の……男だ。

			　サキュバスはその男の周りをぶんぶんと飛びながら、何かを言っているようだ。

			　あの男が、邪神なんだろうか。

			　遠目には、人間っぽく見えるけど。

			　サキュバスは、身振り手振りを交えながら、その男に何かをアピールしているように見える。

			　おそらく、邪神に俺を仲間にしたいとか説得しているんだろう。

			　サキュバスなら、俺の陣営加入に協力的になってくれると思っていた。

			　邪神陣営としては、この国を滅ぼしたとしても、まだまだ周辺には人類の国家がひしめいている。

			　たとえ邪神といえども、完全復活ができていないなら、人類国家の巨大連合軍でも作られたら苦戦してしまうかもしれない。

			　――そこで俺だ。

			　サキュバスと俺の能力の相性は最高に良いし、サキュバスなら俺を自由自在にコントロールできる。

			　サキュバスは俺が心の底からハーレムを作りたいと思っていることもすでにわかっているし、ぜひとも味方に引き入れたいはずだ。

			　そうだ、説得しろ、サキュバス。

			　俺の作戦は、すべてお前にかかっていると言っても過言じゃない。

			　――そのまま数分が経つと、サキュバスは、俺のそばに再び近づいてきた。

			「邪神様は、お前を使徒にしても良いと言っている。お前を邪神様のもとに連れて行ってやる」

			　サキュバスは言いながら、目を赤く発光させた。

			　そして、ニヤリと笑いながら呟(つぶや)く。

			「まぁもちろん。お前を信用したわけじゃない。……理性を奪った状態で、だがな」

			「ぐっ……」

			　……どうやら、簡単に術中にハマってはくれないらしい。

			　俺は、以前のように、ふらふらとサキュバスに近づいていく。

			「ふふ……」

			　それを見て、サキュバスが笑みを漏(も)らした。

			　サキュバスとしての能力にきちんと反応してくれるのが嬉しいんだろう。

			　俺ぐらいしかまともにこの能力にひっかからないし。

			「どうだ、服従の口づけもさせてやろうか？　今、私に誘惑できる男はお前ぐらいだ。ちょっと気分が良いから、してやらないでもないぞ？　サキュバスの唾液の味を覚えれば、お前はもう絶対に裏切ることなんてできなくなるしな」

			　調子に乗って、くちをむーっとさせながら、空中で腰をふりふりさせるサキュバス。

			　操られた俺には、もう何もできないと思っているんだろう。

			　完全に油断している。

			「あぁ、ぜひしてもらいたいな」

			　俺は、サキュバスに誘われるがままに、サキュバスへと手を伸ばす。

			　もう、俺とサキュバスの距離は、一メートルもない。

			「ん……？　お前、口から血が出てるぞ……？」

			　サキュバスが、俺の口元を見てそう言った。

			　俺の異常に気づいたらしい。

			　……でも、今更気づいたところでもう遅い。

			　この距離なら、俺はお前を捕まえられる。

			　――俺は、アイテムボックスからあるものを取り出す。

			　それは、教会にあった、元大司教の所持品。

			　ユエルが差し出してくれた、装飾の施された、この魔道具。

			　……ずっと疑問だった。

			　大司教は、サキュバスを復活させようとしていた。

			　それは、女の子をえっちにして素晴らしい世界をつくるためだ。

			　でも、それには当然サキュバスをコントロールする手段が必要になる。

			　どうやって大司教はサキュバスをコントロールしようとしていたのか。

			　そして、その答えが――この首輪だ。

			　あの時は、サキュバスはどうせ石化すると思っていたし、使うこともないと思っていた。

			　でも、今、この状況なら、この「首輪」は最強のジョーカーになる。

			　この首輪は、ただの魔物を操る首輪じゃない。

			　――邪神の使徒さえも意のままに操る、最高級の「隷属の首輪」だ。

			「そりゃあ、口の中を噛みちぎって耐えてたんだから、当たり前だろ」

			　俺は、そのままその首輪をサキュバスに取り付けた。

			　油断。

			　以前、俺が簡単に操られたから、今度も操ることができるだろうという、その油断こそが命取り。

			　――俺は、口の中を自分でずたずたに噛み切りながら、痛みで誘惑に耐えていたんだ。

			「なっ……なんだっ……!?」

			　……あと、サキュバスに言うつもりはないが、ここに来る途中、ドラゴンの上でスライムゼリーを使っておいた。ドラゴンスライムゼリーをしていた。

			　俺は今、賢者モードだ。

			　あそこまで超上空でスライムゼリーを使ったのは、おそらく人類史上でも俺ぐらいなものだろう。

			　ドラゴンは、めちゃくちゃ嫌そうにうめき声をあげたり身をよじったりしていたが、まぁこれも人類のため。

			　俺が降りた瞬間に逃げ去っていったけれど、どうか許してほしい。

			　ルルカが知ったらめっちゃ怒りそうだけど。

			　ルルカ、お前のドラゴン……乗り心地よかったぜ。

			「こ、これはっ……首輪!?　ぐっ……！」

			　突然首輪をつけられて、驚くサキュバス。

			　そして、すぐにその首輪を外そうとする。

			　そんなサキュバスに、俺は魔力を込めた声で命令する。

			「首輪を外すな」

			「な、て、手がっ、手が動かないっ……!?」

			　首輪が赤く発光し、サキュバスの動きが止まる。

			　成功だ。

			　……でも、なんだか奴(ど)隷(れい)紋(もん)みたいだな。

			　もしかしたら、あれと似たような仕組みなのかもしれない。

			　――さて、ここまで来たら、もう後はやることは一つ。

			「なぁ、お前言ってたよな？　すごく印象的だったから、今でも覚えてるんだよ」

			「わ、私が……言った？」

			「俺とお前が手を組めば、世界だって征服できる。そう言ったよな、サキュバス。……じゃあこれから、かつて世界を征服しかけた邪神の力と、世界を征服できるかもしれない俺とお前の力。どっちが強いのか、試してみようじゃないか」

			　サキュバスの顔が、ひきつった。

			　そして、急いで振り向いて、背後の邪神に何かを伝えようとする。

			　でも遅い。

			　俺は、命令を下す。

			「魔物を操れ、サキュバス！　俺と共に、邪神を打ち倒せ!!」

			　命令と同時に、突然暴れだすトロール。

			　邪神はそのままトロールの肩から振り落とされると、魔物の群れの中に落ちていく。

			　そして、その落下地点に、周囲の魔物が勢いよく突撃していく様子が見えた。

		

	
		
			第14話　不意打ち

			　

			　――どうすれば、邪神を倒せるのか。

			　正面から大軍勢を率いて向かっていけば、大規模魔法で吹き飛ばされる。

			　少数の精鋭を率いて不意打ちしても、圧倒的な剣技で切り倒される。

			　聖書の記述を見る限り、邪神は一見隙がない。

			　でも、活路はあった。

			　大軍勢を率いて正面から戦えないなら。

			　少数で不意打ちをしてもやられてしまうなら。

			　――それなら、大軍勢を率いて不意打ちをすればいい。

			　そして、俺にはそのための手段があった。

			「じゃ、邪神様っ、邪神様ぁっ……!!　そ、そんなっ、こ、こんなはずじゃぁっ……！」

			　完全にハメた。

			　降伏を偽装し、サキュバスを騙(だま)し、奴(ど)隷(れい)として隷属させる。

			　そして、サキュバスの魔物を用いた邪神への不意打ち。

			　これこそが、俺の考えた邪神討(とう)伐(ばつ)のための最適解。

			　魔物の群れの中心にいた邪神にとっては、たまったものじゃないはずだ。

			　あまりにも卑(ひ)怯(きよう)で、とてもユエルに見せられるような戦い方ではないが、相手が相手だ。

			　手段を択ばず、全力でやらせてもらう。

			「サキュバス！　魔物の攻撃を緩めさせるな！　確実に、魔物に邪神を殺させろ！」

			「くっ……くうぅ……！　こんなもの、いつの間にっ……！　使徒を隷属させる魔道具なんて、あの時代はなかったのにっ……！」

			　この作戦が成功したキーは、やはりこの隷属の首輪だろう。

			　この魔道具は、聖書の中に存在しなかった。

			　最近になって大司教が開発した、全く新しい魔道具だ。

			　こんな手段でサキュバスのコントロールを奪われるなんて、邪神も、サキュバス自身も、思ってもみなかったに違いない。

			　……でも、邪神もなかなかしぶとい。

			　一瞬で圧死するかと思ったが、しぶとく粘りながら、周辺の魔物を大規模魔法でドッカンドッカンやっている。

			　あれだけの魔物に至近距離から襲われてまだ生きているあたり、剣の達人というのはやはり嘘ではないらしい。

			「エリアヒール！　エリアヒール！　エリアヒール！！！」

			　……でも、自分を巻き込まないためか、魔物をまとめて吹き飛ばすことはできていない。

			　ここまで接近できれば、やはり大規模魔法の利点は大幅に削ぐことができるようだ。

			　それに、魔物は人間と違って頑丈なものも多い。

			　人間には間に合わない俺の治(ち)癒(ゆ)魔法も、一撃で死なない大型の魔物に対してであれば、即座に全快させることができる。

			　外周にいる魔物の数を減らそうとしても、俺の治(ち)癒(ゆ)魔法があれば、そうすぐに邪神への圧力が弱まることはない。

			　これなら、いくら剣技に優れた邪神でも、いつかは倒れるはずだ。

			「いけるっ……いけるぞっ……！」

			　……俺も治(ち)癒(ゆ)魔法の届く距離にいないといけないから、あまり遠くにはいられない。

			　本当はサキュバスを使って空から戦況を見たいんだが、邪神に現在地を目視されると狙い撃ちにされる可能性がある。

			　俺には、魔物で視界を遮りながら後方支援に徹することしかできない。

			　正直、いつ爆発に巻き込まれるか、気が気じゃないけれど。

			　――それから数分、爆発と治(ち)癒(ゆ)魔法が交錯した。

			「爆発が止まった……？　そ、そんな、邪神様ぁっ……！」

			　そして、ついに爆発が止まった。

			　爆発は、邪神がまだ生きていて、魔物に抵抗していたことの証明だ。

			　それが止まったということは、つまり……。

			「やったか……？」

			　一瞬、勝利を確信した。

			　――けれど、その確信はすぐに崩れ去る。

			　一筋の、赤い光。

			　それが、魔物の群れの中心から漏(も)れてきたのが見えた。

			　その光の筋は、瞬く間に膨(ぼう)大(だい)な数に増えていく。

			　そして、次の瞬間。

			　魔物の群れが、轟(ごう)音(おん)とともに光の中に消えた。

			　邪神を取り囲む数百数千の魔物の群れ、それらすべてを丸ごと呑み込まんばかりの、巨大な爆炎が上がる。

			「うっ、お、おおぉっ！！！」

			「ひ、ひぎぃっ!!」

			　同時に、爆風が俺とサキュバスに直撃した。

			　地面に踏ん張ることもできずに、何度も地面に叩きつけられながら吹き飛ばされていく。

			　熱風が喉を焼く。

			　視界がかすむ。

			　耳鳴りで、何も聞こえない。

			　そのままゴロゴロと地面を転がっていく。

			「い、いってぇ……」

			　反射的に自分に治(ち)癒(ゆ)魔法を使ったせいか、なんとかまだ生きている。

			　サキュバスの方も確認するが……あれは駄目だな。

			　地面に倒れ伏し、ピクリとも動く気配がない。

			　死んではいなさそうだが、気絶してしまっているようだ。

			「まぁ、サキュバスが使えても、これじゃあなんの意味もないか」

			　爆発の方向に視線を向けると、土煙の向こうに、うっすらと大きなクレーターが見えた。

			　巨大な隕石でも落ちたんじゃないか、そう錯覚するほどの、超威力。

			　魔物の群れは……おそらく、この威力なら全滅だろう。

			「でも、これなら……」

			　邪神自身だって、ただではすまないはずだ。

			　というか、死んでいないとおかしい。

			　……もしかして、自爆したのか？

			　殺されるのが嫌で、自分から死んだとか。

			　もう長い間封印されるのは嫌だとか。

			　いや、考えても仕方がないか。

			　邪神の死を確認するために、土煙のもうもうと舞う、爆心地へと歩いていく。

			　けれど、その爆心地から、

			「なっ……!?　どうしてっ……!?」

			　ゆったりとした動作で、男が歩いてきた。

			　トロールの肩の上に乗っていた、あの男だ。

			　しかも、さっきのあの爆炎で傷ついた様子もない。

			　完全に、無傷。

			「こんなところで本気を出すことになるとはな。王都の結界魔法を解くことになってしまった……これでは、王都から挟撃されてしまうではないか」

			　男が呟(つぶや)く。

			　そうか……結界魔法だ。

			　完全に存在を忘れていた。

			　王都を閉じ込めていたとかいうあの魔法を、自分に使ったのかもしれない。

			　……でも、あれの発動には準備が必要だと聖書には書いてあった。

			　そんな時間は、どこにもなかったはずだ。

			「いや、まさかっ……!?」

			　可能性が、ないわけでもないのか。

			　準備が必要だというのなら、準備をすればいいだけのこと。

			　……あの邪神は、全方位から襲ってくる魔物の群れと接近戦で戦いながら、爆風で遠くの魔物を焼き払いながら、結界魔法の仕込みをした。

			　――そして、自分の周囲にだけ結界を展開し、魔物を丸ごと焼き払った。

			　つまりは、そういうことなのだろうか。

			　……ぞっとするような技量だ。

			　さすがは邪神と呼ばれるだけはある。

			「あのトロールは乗り心地が良くて気に入っていたんだがな、惜しいことをした」

			　邪神が、俺に歩み寄りながら、声をかけてきた。

			　その表情には、随分と余裕がある。

			　……魔物がいなくなった今、俺にはもう勝利への筋道はない。

			　最早、俺はまな板の上の鯉ということだろう。

			　逃げても、後ろから魔法で攻撃される。

			　立ち向かっても、まず一刀で切り伏せられるのは目に見えている。

			　援軍だって、来るわけがない。

			　もし来たとしても、邪神に魔法で薙(な)ぎ払われて終わりだろう。

			　これは、詰んだかな。

			「……どうやら、俺の負けみたいだな」

			「よくやった方だ。……まぁ、先代の聖人と比べると、詰めは甘かったがな」

			　邪神が、剣を抜いた。

			　この距離なら、魔法より剣の方が速いんだろう。

			　抜き身の剣を見せつけるようにしながら、邪神は近づいて来る。

			　どうやら、俺はこのまま殺されるようだ。

			　……右手に持った杖を、強く、強く握りしめる。

			　けれど邪神は、わずかに考えるような表情をすると、なぜか剣を下ろした。

			　どうしたんだろう。

			　もしかして、遺言でも聞いてくれるんだろうか。

			「殺す前に聞いておきたい。お前は、どうやってここに来た？」

			　けれど、飛んできたのはただの質問だった。

			「ドラゴンに乗っていたのは、お前も見ただろ」

			　ここには、ルルカのドラゴンに乗ってきた。

			　そんなことは、邪神もわかっているはずだけれど。

			「違う、そういう意味ではない。お前は、どうやって地球の日本から、この世界に降り立ったかと聞いているんだ」

			「っ……!?」

			　地球の、日本から……？

			　どうして、邪神からその単語が出てくるんだろう。

			　いや、でも、よく考えれば……共通点はある。

			　あの、膨(ぼう)大(だい)な魔力が必要だろう大規模魔法、そして、黒い髪の、人間のこの姿。

			「もしかして、お前も聖人なのか……？」

			　邪神が、聖人だった。

			　まさかと思ったが、その可能性は、改めて考えると非常に高い気がする。

			「それは違う。聖人というのは、教会が勝手につけた呼称だ。俺はそんな名前ではない」

			　聖人ではないが、異世界人。

			　つまり、やはり俺とルーツは同じということか。

			　邪神は、俺の驚いた反応を見ると、ニヤリと笑って話を続ける。

			「それで、どうなんだ」

			「俺は、日本で通り魔に刺されて……死んだと思ったら、なぜか迷宮都市にいた。それだけだ。理由は知らない」

			　邪神は「やはりか」と呟(つぶや)くと、見下すような目で俺を見た。

			　無知な人間を、馬鹿にするような目だ。

			「……お前は、なぜ迷宮がこの世界に存在するのか知っているか？」

			「い、いや、知らない」

			　なぜ迷宮がこの世界にあるのか。

			　……そんな話を以前、聖女としたことがあった。

			　結局、確かめる手段がないし、わからないということだったけれど。

			「同郷のよしみで、殺す前に教えてやる。迷宮はな、この世界に神が干渉するための道具だ。あの最奥には、世界に干渉するための、神の装置がある」

			　……確か、聖女もそう言っていた。

			　あの時は適当に聞き流していたけれど、どうやら本当のことだったらしい。

			「かつて、俺はこの世界を旅したことがある。俺が征服しようとした、この大陸以外の大陸にも行った。そこで世界の神話を……メディネ教以外のものも、色々と読んだんだ」

			「この大陸の、外……!?」

			「するとな、この世界は、強力な独裁者や悪辣な支配者が現れると、突然迷宮都市から現れた聖人が、それを滅ぼす。どの宗教でも、そうなっていたんだよ。……俺は確信した。この世界は、迷宮を介して神の干渉を受けていると。……だから、俺はすべての迷宮を破壊することにしたんだ。俺がこれからやることに、邪魔が入らないようにな」

			　どの地域でも、迷宮から聖人が現れ、悪を滅ぼしていた？

			　それはつまり、本当に世界全体を観測するような存在が、この世界にはいるということなのだろうか。

			　……少し、信じきれないが。

			　しかし、邪神の目的はやはり、迷宮の破壊だったらしい。

			　でも、迷宮を破壊して、やりたいことというのはいったいなんなんだろうか。

			「これから、やること？」

			「これだけの破壊力の攻撃魔法を手に入れたんだ。やることは、一つだろう？」

			　あれだけ絶大な破壊力のある攻撃魔法でやること。

			　そんなもの、何かを破壊すること以外にはありえない。

			　……どうやら、邪神はこれ以上を話すつもりはないらしい。

			　剣でトントンと地面を突くと、俺を見据えた。

			「な、なぁ、俺を見逃してくれたりはしないのか？　ほら、同郷のよしみでさ」

			　まだ死にたくはない。

			　俺には、やり残したことがたくさんある。

			　でも邪神は、皮肉そうな笑みをつくると、無言で剣を振り上げた。

			「……だよなぁ」

			　おそらく、こいつは自分の力に酔っている。

			　破壊することそのものが、楽しいんだろう。

			　聖書に、邪神は侵攻ルートにあったとある都市を、人も建物も、すべて丸ごと消滅させたという描写もあった。

			　わざと魔法の威力を抑えて、魔法で嬲るように、都市を削って楽しんでいたという描写もあった。

			　あれだけの攻撃魔法を得て、この世界でどういう経験をしてきたのか、俺には想像もつかない。

			　どうしてそういう思考になったのかも、理解できない。

			　でも、俺がやるべきことだけは、決まっている。

			　だから、俺はその邪神の笑みに、こう返した。

			「じゃあ、俺と一緒に吹き飛んでくれ」

			　勝ちへの道筋はもう残っていない。

			　俺の生存への道も、もう残っていない。

			　でも……こいつを道連れに、引き分けに持ち込むことはできる。

			　俺が右手に握っている杖。

			　この杖には、邪神と話している間に、臨界付近まで魔力を込めている。

			　攻撃魔法の暴走。

			　……聖女が言うには、山一つが吹き飛ぶほどの絶大な破壊力を持った、この魔力の暴走なら。

			　こいつを、消し飛ばすことができるかもしれない。

			「なっ……」

			　邪神が、驚愕の表情を作る。

			　この期に及んで、まだ俺が隠し玉を持っているとは思っていなかったんだろう。

			　もしかすると、こういう技があること自体を知らなかったのかもしれない。

			　こいつは多分、攻撃魔法を最初から使えていた。

			　他の聖人のように、攻撃魔法でこういった事態を起こすことはなかったはずだ。

			　それに、聖人が攻撃魔法を暴走させて自爆するなんて、どの宗教の聖典にも書かれちゃいないだろう。

			　メディネ教だって、隠蔽していたぐらいだし。

			　――俺は、制御できるギリギリまで高めていた魔力を、解放した。

			　以前、感じたことのある感覚。

			　あの、フランとやった魔法のレッスンの時に暴走しかけた、あの感覚だ。

			　魔力が急速に高まりながら、杖へと流れていく。

			　おそらく、これが暴走すると間違いなく俺は死ぬ。

			　死ぬ気はサラサラなかったんだが、こうなってしまえば仕方がない。

			　あの迷宮都市を、絶対にこいつに蹂(じゆう)躙(りん)させるわけにはいかない。

			「チィッ……！」

			　邪神が、舌打ちをして剣を振り下ろす。

			　おそらく、俺の魔力の高まりを感じ取ったんだろう。

			　でも、もう駄目だ。

			　その剣が俺の頭を割る前に、俺の魔法がこの周辺を根こそぎ吹き飛ばす。

			　暴走しかけている魔力の奔流に、死を覚悟する。

			「っ……」

			　俺は、目を閉じた。

			　……これは、走馬燈というんだろうか。

			　一瞬の中で、色々な考えが脳(のう)裏(り)を駆け巡った。

			　エリスのこと。ルルカのこと。聖女のこと。

			　……そして、ユエルのこと。

			　俺は、帰るつもりだった。

			　ユエルを悲しませないために、一人ですべてを済ませ、あの迷宮都市に無傷で帰るつもりだった。

			　ここで俺が死んだら、ユエルはいったいどんな顔をするだろうか。

			「必ず俺を守る」、そう言っていたユエルは、俺がここで邪神と相打ちになれば、きっとそれを気にしてしまう。

			　……こうなるのなら、ユエルを勇者認定なんてしなければよかったかもしれない。

			　ユエルは、まだ子供だ。

			　そして、寿命の非常に長い、ダークエルフでもある。

			　俺の存在を忘れて立ち直り、邪神のいない世界で新しい人生を歩めればいいけれど。

			　そんなことばかりが、頭に浮かんでしまう。

			　けれど、もう魔力の暴走は俺の意思では止まらない。

			　邪神の剣も、俺に迫っている。

			　この一瞬で、俺の命運は、間違いなく尽きる。

			　俺はこうして目を閉じたまま、「聖人として」の人生を終えるのだろう。

			　――けれど。

			　杖を持つ俺の手に、そっと触れる手があった。

			　それから、甲高い金属音が、耳に響く。

			「っ……!?」

			　……魔法が、発動しない。

			　それに、邪神の剣も、俺を切り裂かない。

			　いったい、なにが。

			　――目を開けて見てみる。

			　すると、目の前に、とてつもない美人がいた。

			　身長は、百七十センチぐらいだろうか。

			　服の上からでもわかるとても立派な巨乳をした、スタイルの良い美女が、目の前にいる。

			　特徴的な日焼け色の肌に、それを引き立てる銀色の艶やかな髪。

			　その髪の間からは、長い耳が伸びていた。

			　……どうやら、ダークエルフのようだ。

			　その美女は、俺の目の前で邪神の剣を受け止め、俺の杖に手を添えていた。

			　俺の手からは、魔力がどんどんと吸い取られているような感覚がある。

			　……この美人が、俺の魔力の暴走を止めたのか。

			　しかし、本当に美人だな。

			　巨乳といい、艶のある髪といい、整った顔立ちといい、俺の好みのど真ん中をぶち抜いている。

			　一瞬、邪神の存在を忘れて見入ってしまった。

			「ようやく知ることができました。ご主人様はあの後、こうして自分もろとも邪神を滅ぼし、そして……死んでしまったんですね」

			　目の前の女性が、小さく振り向きながら、俺に微笑(ほほえ)みかけた。

			「ご、ご主人様……？」

			　ご主人様というのは、俺のことだろうか。

			　……そ、それに、俺が死んだ？

			　まだ生きてるけど。

			　この女性は、いったい何を言っているんだろうか。

			「迷宮は、確かに神の干渉装置なのかもしれません。でも迷宮は、試練を超えた人間に、時すらも遡(さかのぼ)らせ願いを叶えてくれる素晴らしい装置でもありました」

			　目の前の美人ダークエルフが、邪神に向かってそう言った。

			「なっ……!?」

			　邪神は、一瞬言葉の意味を呑み込むことができずに、呆けた顔で美人ダークエルフを見る。

			　それから、すぐに我に返るとこう叫んだ。

			「と、踏破したというのか……？　あの迷宮を……？　お、俺でもできなかった、あの迷宮を踏破したというのか!?」

			　邪神が、美人ダークエルフに対して敵意をむき出しにした。

			　それから、前触れもなく手のひらから熱線を放出させる。

			　――無(む)詠(えい)唱(しよう)魔法。

			　その熱線は、間違いなく目の前の美人ダークエルフを貫(つらぬ)こうとしている。

			　――守らなければいけない、そんな気がした。

			　とっさに庇(かば)おうとその女性に飛びつこうとするが、女性は一瞬にして目の前に巨大な氷柱をつくると、どういう仕組みなのか、その熱線を反射した。

			「私は、一度ご主人様を殺したあなたを、絶対に許しません」

			　邪神が反射された熱線を避け……そして、戦闘が始まった。

			「チィッ！」

			　邪神が舌打ちをしながら剣を振るう。

			　それを、装飾で飾られた宝剣で、軽々と受け止めるダークエルフ。

			　邪神が剣を振るえば、ダークエルフは両手に持った宝剣と大きく肉厚なナイフでそれを防ぐ。

			　邪神が無(む)詠(えい)唱(しよう)で大魔法を放てば、ダークエルフは逆の属性の魔法を無(む)詠(えい)唱(しよう)で発動してそれを相殺する。

			　剣技と大魔法の応酬。

			　邪神の技量もすごいが、ダークエルフの技量も劣っていない。

			　戦場が高速で移動して、俺の目で追いきれない。

			　ハイレベルすぎて、俺に入り込む余地がない。

			「これ、俺はどうすればいいんだ……？」

			　ちょうど今、邪神の放った極大火炎魔法と、ダークエルフの放った極大氷結魔法が激突した。

			　魔法の余波が、頬(ほお)を撫(な)でる。

			「な、なんなんだ！　なんなんだお前はぁっ！　異世界人でもないくせに、なぜ俺の邪魔をする！　何の目的があって、お前はここにやってきた！」

			　一瞬、戦闘が止まった。

			　……邪神が、息切れをしている。

			　もしかしたら、魔力が底を尽きかけているのかもしれない。

			　まぁ、魔物の群れとあれだけ戦った後だ。

			　復活も完全ではないという話だし、あまり長期戦はできないんだろう。

			「ご主人様が死んでしまう世界なんて、私は絶対に許容しません」

			「ふざけるな!!」

			　ダークエルフの返答に、邪神が酷(ひど)く苛立ったような表情をした。

			　それから、邪神は俺のいる方に向かって、手のひらを向ける。

			　……あ、これ、やばいやつだ。

			　とっさに身を伏せようとするが、わずかに間に合わない。

			　熱戦が、俺を貫(つらぬ)く。

			　――そう思った、次の瞬間。

			　俺の目の前に、再度巨大な氷柱が打ちあがる。

			　そして、それは熱線を反射し、より巨大な熱線となって邪神に跳ね返っていった。

			　巨大な熱線が、地面をえぐるように進んでいく。

			　そして、邪神が……その熱線に呑み込まれた。

			　熱線が消えると、そこには何もなかった。

			　跡形もなく、邪神は消えていた。

			　……終わったんだろうか？

			　あの邪神が、まるで赤子の手を捻るようにやられてしまった。

			　いったい、あのダークエルフは何者なんだろう。

			　いや、ひとつの可能性は思いついている。

			　けれど、あまりにも突拍子もない内容で、頭で理解しても、心が理解してくれない。

			　……でも、あの容姿。

			　それに、俺をご主人様と呼ぶ、あの態度。

			　それから、あのダークエルフが持っている、どこか見覚えのある宝剣。

			　あの宝剣は、俺が、今度教会にもらいに行こうと、ユエルと約束した……。

			　そんなことを考えていると、ダークエルフが駆け寄ってきた。

			「ご主人様っ……！」

			　そして、俺の目の前に立つと、堪えきれないとばかりに瞳(ひとみ)に涙を滲(にじ)ませる。

			「すごく、すごく会いたかったですっ！　ずっと、ずっと会いたかったんですっ!!」

			　それから、ボロボロと泣き始めた。

			　この泣き顔。

			　ユエルの顔がこの女性に重なった。

			「……もしかして、ユエルなのか……？」

			「はい、ご主人様！」

			　この女性……いや、ユエルは、迷宮を踏破したと言っていた。

			　迷宮は、時すらも遡(さかのぼ)らせ、願いを叶えてくれると、そう言っていた。

			　それに、俺はここで死んだと、そうも言っていた気がする。

			　……なんとなくわかった。

			　俺は、おそらく一度、ここで邪神と一緒に死んだんだろう。

			　でも……ユエルは、俺が死んだという結末を、認めなかった。

			「ご主人様、私、頑張りました。ご主人様とどうにかもう一度会いたくて、すごく、すごく頑張ったんです。迷宮を踏破するために、ご主人様を邪神から助けるために、頑張ったんです！　やっと……ようやく、ご主人様を助けることができました」

			　ユエルが、俺に抱きついてくる。

			　頭が、俺の肩に触れた。

			　俺の知っているユエルとは、大分、背の高さが違う。

			　もう、大人と言っていい外見だ。

			「ご主人様です……本当に、ご主人様です……」

			　ユエルは、俺の顔に、手に触れながら、なにかを噛みしめるように俺を見ている。

			　その表情には、嬉しさと、悲しさと、達成感と、色々な感情が滲(にじ)んでいた。

			　俺には、想像することもできない。

			　……いったい、どれだけの時間修業をすれば、あれだけの技量を得られるというのだろうか。

			　いまだ、誰も踏破したことのない長く、深いあの迷宮を、どれだけの根気があれば、踏破できるというのだろうか。

			　そんなことを考えながらユエルを見ていると、ユエルは顔を上げ、俺の目を見つめた。

			　そして、囁(ささや)くように言った。

			「……ご主人様、私、すごく頑張りました。ご主人様、言ってましたよね。私が頑張ったら、ご褒(ほう)美(び)をくれるって。……迷宮を、ご主人様と一緒に探索していた、あの頃です」

			「あ、あぁ、なんでもいいぞ。何が欲しいんだ？」

			　そんなこと、言っただろうか？

			　俺は覚えてないけど。

			　でも、ユエルが言ったというなら、言ったんだろう。

			　何かが欲しいというのなら、あげるべきだ。

			　本当に頑張ったみたいだし。

			　唐(とう)突(とつ)なことすぎて実感はわかないが、俺はこのユエルに、死ぬはずだった命を助けられたみたいだし。

			　そして、「何が欲しいんだ？」と言った俺の言葉と同時に、ユエルの顔が一瞬で近づいて来る。

			「ご主人様、私も愛しています！」

			　そして、そんな声と共に。

			　――舌が入ってきた。

			　俺が最初に感じたのは、それだった。

			　キスされている。

			　ユエルに、キスされている。

			「ふむっ……んんっ……」

			「ん、んんんっ……!?」
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			　何か、失ったものを取り戻すように、むさぼるように、ユエルは何度も何度もキスをしてくる。

			　あの貧乳からここまで育ったのは奇跡じゃないだろうか、そう思える胸を俺に押し当てながら、ユエルは何度もキスを繰り返す。

			　嬉しそうに、幸せそうにキスを繰り返すユエルの顔が目の前にある。

			　……なんだか変な気分になってきた。

			　い、いや、これはユエルだ。

			　そういうのは絶対にまずい。

			　……い、いや、大人だからいいのか？

			　で、でも、ユエルなんだよな。

			　色々とまずいような、そんな気がする。

			　でも、どうしてまずいんだろうか？

			　まずいことなんて、大人になっているんなら何もないような。

			　そして、俺がそう葛(かつ)藤(とう)していると。

			「お、おい、なんか……光ってないか？」

			　ユエルが、ぼんやりと光り始めた。

			　それに、どこか輪郭があやふやで、曖(あい)昧(まい)になっている気がする。

			「だ、大丈夫か、ユエル!?」

			「……私は、いなかったことになるのかもしれません」

			　俺が聞くと、ユエルはそう答えた。

			「い、いなかったことに？」

			「わかっていたんです。ご主人様が死なない未来になれば、今の私は……存在しませんから」

			　俺が死ななくなれば、ユエルは存在しないことになる。

			　それを、知っていた……？

			　それは、つまり、ユエルが自分の存在をなげうってでも、俺を助けに来たということで……。

			「最期に、ご主人様と会えて、私は幸せでした。本当に、今、ご主人様と一緒にいられるこの瞬間が、すごく幸せなんです」

			　ユエルの周囲に舞う光の量が、どんどん増えていく。

			　ユエルの輪郭が、さらに曖(あい)昧(まい)になる。

			「……残りのご褒(ほう)美(び)は、まだ幼かった頃の私にあげてください」

			「ユエルッ……!!」

			　俺は、ユエルを強く抱きしめた。

			　一瞬の、ユエルの感触。

			　けれど、それはすぐに光の粒子となって霧(む)散(さん)した。

			　

			　……邪神は、ユエルによってあっさりと倒された。

			　でも、大人になったあのユエルは、どんな気持ちで俺を助けようとしたんだろう。

			　迷宮を踏破するというのは、どれだけ頑張ったらできるものなんだろう。

			　聞きたいことはたくさんあった。

			　おそらく、話すべきこともたくさんあった。

			　でも、もうユエルは光の粒子となって、消えてしまった。

			　俺には、もう確かめる術(すべ)はない。

			　ユエルが、どんな気持ちでいたのか。

			　邪神も、ユエルもいなくなった平原で……そんなことだけを、俺は考えていた。

		

	
		
			第15話　異世界の迷宮都市で

			　

			　邪神が倒されてから、十日ほどが経った。

			　王都は無事解放され、世界は平穏を取り戻した。

			　そして、聖女は俺との婚姻の準備を急ピッチで進め、今日、ついに俺と聖女、エリス、ルルカの結婚式が行われる。

			「ね、ねぇ、私のドレス、やっぱりちょっと派手じゃない？　こ、これで街を歩くのは私、ちょっと恥ずかしいんだけど……」

			「それぐらいでいいんじゃないかな。一度しか着れないんだしさ。気にすることなんてないって」

			　迷宮都市にある小さな教会の、その一室。

			　そこで、ウェディングドレスを着こんだルルカとエリスが、互いの衣装を確かめ合っていた。

			　――この迷宮都市の結婚式には、特殊な風習がある。

			　それは、結婚式を終えたら、街を練り歩いて街中の人に結婚のお披露目をするというものだ。

			「エリス、似合ってるんじゃないか。それでいいと思うぞ」

			　聖人の結婚というだけあって、おそらく見物に来る人は多いだろう。

			　それが恥ずかしいのか、エリスは何度も何度も自分の衣装を確かめていた。

			「そ、そうかしら……そ、それならいいんだけど」

			「ね、ねぇシキ、私は？　わ、私は？」

			　エリスだけが褒(ほ)められたのが嫌なのか、ルルカも自分を指さしながら聞いてくる。

			「あぁ、もちろん似合ってる」

			「そ、そう？　え、えへへ……」

			　言うと、ルルカは嬉しそうにはにかんだ。

			　エリスもルルカも、結婚が決まってからはなんだかんだでそこそこ仲良くやっている。

			　これぞ、ハーレムエンド。

			　俺の求めた光景が、そこにはあった。

			　まぁ、あの後ドラゴンの上でスライムゼリーしていたことがなぜかルルカにバレて、数日の間、口をきいてもらえなかったり。

			　結婚前にエリスに夜這いをかけようとして、部屋から追い出されては、やはり数日間、口をきいてもらえなかったりはしたけれど。

			　でも、おおむね平穏だった。

			「準備はお済みでしょうか」

			　ちょうど控室に入ってきた聖女が、二人に確認した。

			　そう言う聖女も、ウェディングドレスをしっかりと着こんでいる。

			「急なことで、リハーサルもできずに申し訳ありません。これから、シキ様と私たち三人で、教会の前で式を行います。シキ様には用意した指輪を私たちにそこで渡していただき、誓いの言葉を立てていただきます。そのあと、その格好のまま街を練り歩きお披露目をして、領主様のお屋敷で披露宴という流れになっております」

			　――どうやら、もうすぐ式が始まるらしい。

			　……でも、まだ始まってもらっては困る。

			「アレ」が届く前に、式が始まっては困るのだ。

			　部屋の隅で、会話にも混ざらずどこか寂しそうにしているユエル。

			　そのユエルに、視線を向ける。

			　俺は、邪神と戦って、命を拾ってからずっと考えていた。

			　俺が、どうすればいいのかを、ずっと考えていた。

			　そして、その結果出した俺の「答え」が、もうすぐ届くはずなんだが。

			　できうる限りの最高品質でと、俺の持つポケットマネーをすべてはたいて特注した。

			　今日の朝までには届けてほしいと業者には頼んだが……もしかして、間に合わないのだろうか。

			　オーダーメイドだと、時間がかかるとも聞いたし。

			　――俺が、そう心配していると。

			「せ、聖人様っ!!」

			　控室に、飛び込むようにして女が入ってきた。

			「ご、ご要望の品です。ご注文通り、最高級のミスリルを用いて仕上げさせていただきました。ご、ご確認くださいっ……」

			「おお！　来たか！」

			　エリスやルルカ、聖女から隠れるようにしながら、女の持ってきた品物を確認する。

			　――うん、上出来だ。

			　これなら、申し分ないだろう。

			「どうしたの、シキ？　それなに？」

			　ルルカが、疑問の声をあげる。

			　でも、その質問に答えるわけにはいかない。

			　俺は女からもらったそれを、アイテムボックスにしまうと、すぐに扉に向かう。

			「あぁ、なんでもない。……少し外に出てくる。ユエル、護衛でついてきてくれ」

			「ちょ、ちょっとシキ、どこに行くつもりなのっ!?」

			　エリスが、驚いたような声をあげた。

			　まぁ、結婚式の直前だしな。

			　今からどこかに行かれては困るんだろう。

			　でも、結婚式の前だからこそ、今だからこそ、俺はやらなければならない。

			　聖女は俺のしようとしていることに感づいたのか、どこか微笑(ほほえ)ましそうな目で俺を見た。

			　気づいていても、言葉に出さないあたりよくわかっている。

			　絶対にエリスもルルカも、何か言うだろうしな。

			「大丈夫だ、すぐに戻る！」

			　俺は適当に二人を誤(ご)魔(ま)化(か)すと、ユエルを連れて部屋を飛び出した。

			　

			　結婚式用のタキシードを着たまま、教会の中を歩く。

			　別に、どこに向かっているというわけではない。

			　ただ、人気のないところならどこでもいい。

			　俺は、周囲を見渡して、人気のない方へ、ない方へと進んでいく。

			　――そして、一分ほど歩いて、教会の庭に出た。

			　誰かがいるような気配はない。

			　ここなら、良いだろう。

			「ユエル」

			　俺は、後ろからついてきている少女の名前を、声に出して呼んだ。

			「はい、ご主人様」

			　ユエルが、返事をする。

			　穏やかだが、どこか寂しそうな、わずかな諦(あきら)めの感じられる、そんな声音だ。

			　ユエルは俺の前に立つと、俺の格好をじっと眺める。

			　……少し、目が赤い。

			　もしかしたら、俺が見ていないところで泣いてしまったのかもしれない。

			　やはり、ユエルは自分だけ結婚できないのが、寂しいんだろう。

			　でも、俺はユエルを悲しませるつもりはない。

			　だから、こう慰(なぐさ)めの言葉をかけた。

			「ユエル、結婚は大人になったらな」

			　今は結婚できなくても、大人になったら結婚できる。

			　そんな前向きな言葉を、ユエルにかける。

			「大人に、なったら……」

			　俺の言葉に、悲しそうな表情を滲(にじ)ませるユエル。

			　……まぁ、この反応をするのはわかっていた。

			　ユエルはすでに気づいている。

			　俺が、ユエルを悲しませないために嘘をつくということを。

			　今のユエルは、こんな小手先の、ちょっとした言葉じゃ誤(ご)魔(ま)化(か)されたりはしないようだ。

			「ユエル、ユエルは大きくなったら、エリスやルルカ、聖女にも劣らないぐらいの、すごい美人になる」

			「美人に、ですか？」

			　……おそらく、ユエルは自分に自信がないのだろう。

			　今のユエルは胸もないし、背も低い。

			　まだ、俺の完全なストライクゾーン外、ただの子供でしかないんだから。

			　俺が将来を口約束しても、自分が理想通りに成長するとは限らない。

			　だから、俺の言葉を信じることができない。

			　でも、俺には確信がある。

			　今のユエルにはわからなくても、俺だけは、ユエルの将来がはっきりわかる。

			　そして、今のユエルが……俺のことをどういう風に見ているのかも。

			　しっかり、あの時、大人になったユエル自身が伝えてくれた。

			　――俺は、あれからずっと考えていた。

			　光の粒子となって霧(む)散(さん)した、あの成長したユエルを見て。

			　あれだけのことを俺にしてくれたユエルに、いったいどんな「ご褒(ほう)美(び)」をあげればいいのかを。

			「ユエル、ユエルは子供だ。だから、まだ結婚するわけにはいかない。……でも、これをあげることはできる」

			　まだ、子供のユエルとは、結婚するわけにはいかない。

			　でも、俺が将来を口約束したところで、ユエルは信じてはくれない。

			　――だから、俺は苦心して、答えをひねり出した。

			　その答えが、これだ。

			　俺は、約束の証を立てることにした。

			　さっき受け取ったばかりの、小さな小箱をユエルの前に差し出す。

			「ご、ご主人様、こ、これって……こ、これって……？」

			　その小箱を見て、ユエルが察したのか、驚いた顔をする。

			　俺は、ユエルによく見えるよう、その箱の蓋をゆっくりと開けた。

			　――中身は、エリスやルルカ、聖女にこれから渡すものと、似た指輪。

			　でも、これは俺が全財産をはたいて特注した、世界に一つだけの、ユエルのためだけの婚約指輪だ。

			　ユエルは、その指輪を見て目を見開いた。

			　ユエルの頬(ほお)がだんだんと紅(こう)潮(ちよう)し、暗かった表情が花開くように明るくなっていく。

			「ゆ、指輪……これ、わ、私の……私の、指輪ですか……？」

			　信じられない、そんな表情で、俺を見るユエル。

			　まぁ、俺もちょっと前ならこんなことをしている自分が信じられなかっただろう。

			　子供に婚約指輪を渡すなんて、いったいどんなロリコンだ。

			　きっと、そう思っていたに違いない。

			　でも、今の俺は、ユエルにこの指輪を持っていてほしい。

			　心の底から、そう思っている。

			「あぁ、婚約指輪だ。皆との結婚式の前に、ユエルにこれを渡したかった」

			　一度、周囲を見渡す。

			　……よ、よし、誰も見ていない。

			　俺は、その指輪を手に取ると、そっとユエルの指にはめる。

			「す、すごく、すごくきれいです……」

			　ユエルが、指輪のはまった手を、空にかざす。

			　指輪が、太陽の光を反射して小さくきらめいた。

			　そして、俺は、言うべきことを言うために、すぅっと小さく息を吸う。

			　ユエルの身体が、ピクリと揺れた。

			　きっと、俺がこれから何を言うつもりなのか、わかったんだろう。

			　この言葉を言うのには、相応に勇気がいる。

			　相手がユエルなら、なおさら別の意味の勇気が必要だ。

			　まだ幼い、奴(ど)隷(れい)の少女。

			　今なら引き返せる、そんな言葉が、脳(のう)裏(り)を過(よ)ぎった。

			　でも、俺は引き返さない。

			　――なぜなら俺は、勇気ある、ユエルのご主人様だから。

			「ユエル、大人になったら、俺と結婚しよう」

			　ユエルは俺の言葉に、目を見開く。

			　それから、きゅっと目を閉じると、なにかを噛みしめるように俯(うつむ)いた。

			　そして、俺を見上げて一度はにかむと、俺に飛びついて抱き着きながら――

			「はい、ご主人様っ！」

			　心の底から嬉しそうな声で、そう言った。
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			番外編　秘密の結婚式

			　

			　教会での結婚式を無事に終え、街へのお披露目準備中。

			　控室の椅子に俺が座っていると、ウェディングドレスを着たままのエリスとルルカが近づいてきた。

			「ねぇシキ、結婚式の間ずっと気になってたんだけど、ユエルちゃんが大切そうに持ってたあの指輪……絶対シキがあげたよね？」

			「ユエルちゃんへの結婚指輪ってところでしょうね。……気持ちはわからないでもないけど……でも、まだ子供なのよ？」

			「っ……!?」

			　二人の言葉に、冷や汗が流れる。

			　……バレた。

			　即バレしてしまった。

			「ど、どどどど、どうしてわかったんだっ……!?」

			「それは、ねぇ……」

			「あれだけユエルちゃんが大切そうに指輪を持っていれば、誰だってわかるよ」

			　……俺は結婚式に緊張していて気づかなかったが、どうやらユエルは俺たちの結婚式の間、ずっと大切そうに指輪を持っていたらしい。

			　いや、結婚式に悲しまないようにと思って式の前にあえて渡した指輪だから、それでいいんだけれど。

			　でも、それにエリスやルルカが気づくのは、想定外だった。

			「ご、ごめんなさい、ご主人様っ！」

			　近くに控えていたユエルが、ハッとした顔で謝ってくる。

			　おそらく、人前で持っていちゃいけないものだということに気づいたんだろう。

			「い、いや、それはユエルが持っていていいものだ。気にするな」

			　でも、ここでユエルがこのことを気にしては、本末転倒だ。

			　俺は、ユエルへのご褒(ほう)美(び)として、その指輪を持たせたんだから。

			　とりあえず、ユエルの頭を撫(な)でておく。

			「私も、別に責めたりするつもりはないのよ。ユエルちゃんのことは、気になっていたし」

			「ちょっとかわいそうだったもんねー」

			　二人とも、指輪を渡した件について責めるつもりはないらしい。

			　それに、ユエルのことを気にかけていたようだ。

			　……まぁ、子供だから結婚することができないとはいえ、ユエルが俺に好意を持っていることは誰にとっても明白だった。

			　結婚式の準備を進めていくにしたがって暗くなるユエルの表情を見ていれば、心配しない人の方が少ないだろう。

			「そ、それに……それは結婚指輪じゃない。婚約指輪だ」

			　結婚指輪と婚約指輪。

			　そこには、大きな違いがある。

			　俺は幼い奴(ど)隷(れい)の少女であるユエルに「大きくなったら結婚」という意味で婚約指輪を渡したんであって、今すぐ幼い少女のまま結婚するという意味で指輪を渡したわけじゃない。

			　ここは、俺の倫理的に決して譲れない一線だ。

			　この誤解だけは、解いておかなければならない。

			　けれど、俺の発言を聞いて、エリスは意外そうな顔をする。

			　そして、こんなことを言い出した。

			「そうなの？　……でも、あなたにそこまでするつもりがあるのなら、ユエルちゃんの結婚式もやってあげた方が良いんじゃないかしら」

			　ユエルとの結婚式。

			　……いや、でも、それは聖人という立場的にも、なかなか難しい。

			　それに、そういうのは大きくなったその時に挙げればいいんじゃないだろうか。

			　まだ婚約なんだし。

			「……わ、私の結婚式、ですか？」

			　けれど、ユエルはその言葉に食いついた。

			「そうだねー。やってあげられるなら、やった方がいいのかもしれないねー」

			　しかも、エリスの提案に、ルルカまでが賛同する。

			　これはどういうことだろうか。

			　……いや、俺はあまり式の間はユエルの方を見ていなかったが、もしかしたら、少し寂しそうな表情でもしていたのかもしれない。

			　エリスもルルカも、ユエルのことを気にかけていたようだし。

			　ユエルが、ルルカの賛同を受けて、パッと表情を輝かせた。

			　……多分、言わなかっただけで、ユエルも本当は結婚式を挙げたかったんだろう。

			　でも、そのユエルの表情が、何かに気づいたかのように急に暗くなった。

			「で、でも、私……ドレスを持っていません。それに、きっと他の人に見られると、ご主人様にご迷惑をおかけしてしまいます……」

			　……そうだ。

			　そこが問題だ。

			　俺はユエルとの結婚式は、ユエルが大人になってからで良いと思っていた。

			　もちろん、ユエルが少し悲しむ可能性は否定できなかったが、俺はあくまで婚約という形で、ユエルにご褒(ほう)美(び)をあげた。

			　急に「結婚式を挙げよう」と言われても、ドレスは用意していないし、人払いだってしていない。

			　今からそれを始めたら、今日の街へのお披露目や、披露宴のスケジュールに大きなズレが出てしまうだろう。

			「多分、それは大丈夫よ」

			　けれど、エリスが、ユエルの前に膝をついて、優しく頭を撫(な)でながら言った。

			　それと同時に、いつの間にかどこかに行っていた聖女が、控室に入ってくる。

			「……ようやく、参列者の方々が教会の外に出てくれました。準備も整ったことですし、ユエルちゃんも交えて、もう一度結婚式をやりましょうか」

			　そして、聖女は部屋に入るなり、そう提案してくる。

			　どこに行っていたのかと思えば、教会内の人払いをしていたらしい。

			　……結婚式をやるという話の流れになったのは、ついさっきなんだが。

			　もしかして、俺の行動やユエルの反応を見て、この流れになることを予測していたのだろうか。

			　……さすがは聖女。

			　教会の権(けん)謀(ぼう)術(じゆつ)数(すう)を掻い潜ってきた、凄(すさ)まじい先見の明を発揮してくれる。

			「でも……ドレスがないからなぁ」

			　聖女は頑張ってくれたらしいが、大切なものがない。

			　ウェディングドレスは、結婚式の華だ。

			　それのない結婚式になってしまっては、ユエルもなかなか喜ぶことができないだろう。

			　しかし、俺がそう言うと、聖女はアイテムボックスから何か白いものを取り出した。

			「わぁっ……！」

			　それを見て、ユエルが歓喜の声を上げる。

			　聖女の手には、純白のウェディングドレス。

			　今エリスやルルカ、聖女が着ているものにも劣らない、綺(き)麗(れい)な装飾もついている。

			　しかも、サイズもしっかりユエルぐらいの大きさだ。

			　そして聖女は、微笑(ほほえ)みながら、俺に言った。

			「式の前にシキ様が部屋を抜け出した時に、部下に命令して急ぎで作らせました。こうなるだろうことは、だいたいわかりましたから」

			　慧(けい)眼(がん)すぎる。

			　

			　エリス、ルルカ、聖女の三人しか参列者のいない、教会の礼拝堂。

			　神父の前に、俺とユエルが立っていた。

			「二人とも、指輪の交換を」

			「はい」

			「あ、あぁ」

			　メディネ教式の儀礼、その一挙手一投足を、嬉しそうにはにかみながら、こなしていくユエル。

			　もう二度目になる俺の動きはいまだ拙いのに、ユエルの動きは完璧だ。

			　おそらく、エリスやルルカの動きをしっかり見て、焼き付けていたんだろう。

			　俺なんて、緊張しすぎてろくに覚えてすらいない。

			　そして神父は、俺とユエルが指輪の交換をするのを見届けると、進行を次の段階へ進める。

			「……それでは、これからも永遠に変わることなく、幸せな時も、病める時も、常に互いを尊重し、助け合い、二人で心を一つにして、幸福な家庭をつくりあげることを、ここに誓いますか？」

			「はい、誓います」

			「あぁ、誓う」

			　そうだ、指輪の交換の次は、誓いの言葉だったな。

			　エリスたちとも、これはやったはずだ。

			　スムーズに儀礼を進めるために、緊張の中から記憶を掘り起こしていく。

			　――そして、一つ思い出した。

			　……この先に……やってはいけない儀礼があった。

			　いや、エリスとルルカ、聖女の三人ならいい。

			　でも、まだ幼いユエルとしてしまうと、非常に問題のある儀礼が、この先にはあったはずだ。

			　まずい。

			　あれは、非常にまずい。

			　……けれど、神父は淡々と宣告する。

			「それでは、誓いの口づけを」

			「く、口づけっ!?　な、なぁ、それは……」

			「……皆さんとは、きちんとなさっていたではありませんか。これは、メディネ教の婚姻では外すことのできない必須儀礼ですよ」

			　神父役は、クルセルから呼んだ、誠実で厳格な人柄で有名な司教だ。

			　聖女の知り合いで、非常に口が固いらしい。

			　……どうやら、メディネ教の教義にも厳格な人物のようだ。

			　俺が驚いた声を出すと、少し司教の表情が険しくなった。

			　この結婚式の儀礼は、メディネ教徒であれば皆共通の、伝統ある儀礼。

			　破ることは、聖人であっても許されないのかもしれない。

			「い、いや、でもなぁ……」

			　確かにユエルと婚約はしたが、キスまでするつもりだったわけじゃない。

			　そもそも、そういうことをまだ幼いユエルとするつもりはなかった。

			　だ、だから婚約止まりにしたわけで。

			　ほら、肉体的な接触は、ユエルの精神も肉体もしっかり成熟してからでないと、色々と問題がある。

			　けれど、そこに聖女が口を挟んでくる。

			「シキ様、大丈夫ですよ。ただの儀礼ですから」

			　そんな、子供におちょこを回す親戚みたいに言いやがって。

			　でもおそらく聖女の言う通り、儀礼のキスなら問題ない、こっちの世界ではそういう価値観があるんだろう。

			　エリスもルルカも、特に何も言ってこないし。

			　……ユエルは、すでに目を閉じて、顎をくっと上に上げている。

			　これは、結婚式だ。

			　ユエルにとっての、大切な結婚式だ。

			　俺が、キスをしないで、ユエルを泣かせるわけにはいかない。

			　こ、これはいくしかないんだろうか。

			　でも、いっていいんだろうか？

			　駄目な気がする。

			　とても駄目な気がする。

			「大人になったらね」を使うか？

			　い、いや、それは最近使ったばかりだ。

			　それに、今を乗り切るのには適切じゃない。

			　だ、駄目だ。

			　ユエルとキスをする以外の解決策が、何も思い浮かばない。

			　ユエルの口元に、視線を向ける。

			「ご主人様……」

			　そのユエルの口元が、俺を促(うなが)すように、小さく動いた。

			　もう、覚悟を決めるしか、ないのだろうか。

			　いや、ギリギリまで、ギリギリまで考えるべきだ。

			　何か、この状況を打破するための、最適解を……！

			　でも、なにも思いつかない。

			　リミットは、刻々と迫っている。

			　くっ……お、俺は……俺は、いったいどうすればいい!?

		

	
		
			[image: p_302-303.jpg]
		

	
		
			幼馴じみ（おさななじみ）

			神奈川県在住の、専ら自宅の警備をしているダメ人間。夢はかわいくて優しい女の子に養ってもらうこと。（二〇一六年一〇月現在）

			　

			イラストレーション

			おりょう

			おりょうです。イラストを描いたり漫画を描いたりして生活しています。お肉が食べたいです。お寿司もいいですね。（二〇一六年一〇月現在）

		

	
		
			異(い)世(せ)界(かい)の迷(めい)宮(きゆう)都(と)市(し)で治(ち)癒(ゆ)魔(ま)法(ほう)使(つか)いやってます⑤

			発行日：２０１６年９月30日

			著　者：幼(おさな)馴(な)じみ

			発行人：稲垣潔

			発行所：株式会社双葉社

			〒１６２‐８５４０

			東京都新宿区東五軒町３番28号

			http://www.futabasha.co.jp/　（双葉社の書籍・コミック・ムックが買えます）

			(C)Osananajimi 2014

			　

			本電子書籍は株式会社双葉社刊『異世界の迷宮都市で治癒魔法使いやってます⑤』（２０１６年10月３日　第１刷発行）に基づいて制作されました。

			　

			本書の無断複製・転載は著作権法上での例外を除き禁じられています。

		

	OEBPS/image/4c_1_fmt.jpeg
\
EYRI-NE

N\





OEBPS/image/4c_4_fmt.jpeg
A
5
3
LY

D
(7
(=
(3
(%)
H
(73
(%)
)

A
AT






OEBPS/image/p_73_fmt.jpeg





OEBPS/image/p_21_fmt.jpeg





OEBPS/image/p_290_fmt.jpeg





OEBPS/image/p_211_fmt.jpeg





OEBPS/image/4c_5_fmt.jpeg





OEBPS/image/p_89_fmt.jpeg





OEBPS/image/p_302-303_fmt.jpeg
/ o\ 7’.:\
ANy
e \\‘ ‘

!I!‘\ llk | ‘

| “/ "),






OEBPS/image/p_123_fmt.jpeg





OEBPS/image/cover.jpg
EJARI-XE /





OEBPS/toc.xhtml

		
			
						
					表紙
				


						
					目次
				


						
					第１話　聖書の人物
				


						
					第２話　誘引
				


						
					第３話　奴隷の構造
				


						
					第４話　護衛の技術
				


						
					第５話　ルルカとエリス
				


						
					第６話　襲撃
				


						
					第７話　魔道具倉庫
				


						
					第８話　混浴
				


						
					第９話　執念
				


						
					第10話　王都
				


						
					第11話　邪神
				


						
					第12話　嘘
				


						
					第13話　決行
				


						
					第14話　不意打ち
				


						
					第15話　異世界の迷宮都市で
				


						
					番外編　秘密の結婚式
				


						
					奥付
				


			


		
	

OEBPS/image/p_276_fmt.jpeg





OEBPS/image/p_44_fmt.jpeg





OEBPS/image/4c_3_fmt.jpeg





OEBPS/image/4c_2_fmt.jpeg





